
白石市のホームページ　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp

あの日から１年─　平成23年３月11日に生まれた山
やまざき

﨑りらちゃんは１歳になりました。
すくすくと成長する姿とその笑顔は、私たちに元気を与えてくれます。
未来を担う子どもたちのために、震災を経験した私たちができること。

まずは、「あの日、あの時に感じたこと、考えたこと」を、もう一度、振り返ってみませんか？

東日本大震災を振り返って
平成24年度施政方針

特集
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平成23年３月11日、14時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の地震が発生。
本市は震度６弱を観測しました。そして、地震、津波が引き起こした原子力発電所の大事故。

大震災は多くの人の考え方や生き方を変えました。
私たちはあの出来事から何を学び、どのような未来を描いていくのでしょうか。

震災発生後の白石市の主な出来事
３月11日（金）　三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の
地震が発生（14時46分）。白石市で震度６弱を観測。
・災害対策本部を設置（15時10分）。
・避難所の開設と食料や毛布などの物資調達。
・被害状況の把握と安否確認。
３月12日（土）　被害状況が随時報告される。
・公共施設と避難所に生活関連情報の掲示を開始。
・広報車による生活関連情報の広報を開始。
・給水車による給水を開始。
・仮設トイレの設置と簡易トイレの配布。
・要援護者の受け入れ先を確保。
・医療体制の確認と今後の対応を検討。
・空路で海老名市からの支援物資が到着（登別市分を含む）。
・幼稚園・保育園・小中学校の休業期間の検討。
・県に燃料の供給を要請。
・緑が丘１丁目地内地滑りのため避難指示（17時５分）。
３月13日（日）　震災で発生したがれき受け入れを開始。
・生活関連情報の報道を新聞・テレビ各社に依頼。
※市のネットワーク不通のため公立藤田総合病院駐車場
（福島県）からモバイル端末でメール送信。
・医療機関や薬局の開業状況を確認。
・市役所１階に市民向けの携帯電話充電コーナーを設置。
・市役所１階に生活相談窓口（ごみや上下水道、住宅、健康
に関する相談）を開設。
・緑が丘12番地内地滑りのため避難勧告（９時35分）。
・城南２丁目地内地滑りのため避難指示（11時45分）。
３月14日（月）　市役所の電気復電（16時５分）。
・市のネットワークが疎通し、市ホームページ再開。生活関
連情報の配信を開始。
・市民バスの運行を再開。
・鷹巣字柴ノ下地内法面崩壊のため避難勧告（14時45分）。

３月15日（火）　福島県からの避難者受け入れを開始。
・公共施設と避難所に公立刈田綜合病院で測定した放射能
測定結果の掲示を開始。
・しろいし安心メール再開。生活関連情報の配信を開始。
・住宅の危険度判定調査を開始。
・生活情報の全地区回覧を開始。
３月16日（水）　個別事情（家屋損壊などで復電不可能）で
復電できない場所を除き全戸復電（22時38分）。
・国、県に燃料確保を強く要望。
・市役所の窓口業務を再開。
３月17日（木）　ごみ収集日を決定。
３月18日（金）　高速道路用被災証明の受け付けを開始。
・ボランティアセンターを設置。
・市民タクシーが通常運行を開始。
３月19日（土）　緑が丘の集中共用ガスが復旧せず。卓上の
ガスコンロを配布。
・全壊家屋に住む方に、雇用促進住宅の活用を検討。
３月20日（日）　ミヤコーバス「臨時運用バス（長町白石
線）」が運行開始。
３月21日（月）　ごみの収集を開始。
３月22日（火）　り災証明の受け付けを開始。
・確定申告の受け付けを再開。
・保育園８園で、通常保育を開始。
３月23日（水）　臨時議会を開会。被害状況の報告と災害応
急費の補正予算の承認。
３月24日（木）　電話が全戸回復。

　災害対策本部は、平成23年３月11日から31日まで、24時
間体制で災害対策を実施。避難所は４月12日に原発事故で
福島県から避難された方の避難所１カ所を残しすべて閉
鎖。その避難所も９月30日に閉鎖。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46

分
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
日
本
観

測
史
上
最
大
規
模
の
地
震
が
発
生
。

白
石
市
で
震
度
６
弱
、
栗
原
市
で
震

度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

白
石
市
で
は
、
約
２
０
、２
０
０

戸
が
停
電
。
水
道
も
約
９
、０
０
０

世
帯
が
断
水
し
ま
し
た
。固
定
電
話
・

携
帯
電
話
も
不
通
と
な
り
、
家
族
や

友
人
な
ど
の
安
否
確
認
や
地
震
に
関

す
る
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
手
段

も
断
た
れ
ま
し
た
。

　

被
害
総
額
は
2
月
末
現
在
、
市
が

管
理
す
る
道
路
や
施
設
だ
け
で
も
本

震
と
４
月
７
日
の
余
震
を
合
わ
せ

61
億
円
を
超
え
ま
し
た
。
最
も
被
害

額
が
大
き
か
っ
た
の
は
、
下
水
道
の

28
億
７
、６
０
０
万
円
、次
い
で
市
道・

河
川・水
路
の
17
億
２
、４
０
０
万
円
、

教
育
施
設
の
４
億
４
１
２
万
２
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
の

全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
は
５
９
５

棟
、
一
部
損
壊
は
２
、１
３
９
棟
に

上
り
、
住
宅
を
は
じ
め
商
業
や
農
林

業
、
製
造
業
な
ど
へ
の
影
響
は
図
り

知
れ
ず
、
地
震
被
害
で
は
過
去
最
大

の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
の
日
を
境
に
私
た
ち
の
生
活
は

様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
震
災
を
経

験
し
た
私
た
ち
が
今
を
生
き
て
、
未

来
を
描
い
て
い
く
た
め
に
、
東
日
本

大
震
災
を
振
り
返
り
ま
す
。

あ
の
日
・
あ
の
時
｜

東
保
育
園
に
代
わ
る
民
営
保
育
園
の
運
営
事
業
者
・
設
置
予
定
地
が
決
ま
り
ま
し
た

新
保
育
園
は
「（
仮
称
）
白
石
は
る
か
ぜ
保
育
園
」
に

　事業者となる社会福祉法人はるかぜ福祉会
は、岩沼市で認可保育園「岩沼はるかぜ保育
園」を運営しているほか、本年５月から多賀
城市でも新たに「多賀城はるかぜ保育園」を
運営予定です。

▲２月 24日、風間市長に選考結果報告書を提出し
た「白石市民間保育園設置運営事業者選考委員会」
の川
かわしま

島陽
よう

子
こ

委員長と山
やま

田
だ

裕
ゆういち

一副委員長

●市立保育園民営化に関する問い合わせ先
　子ども家庭課　☎ 22-1363

名　称 （仮称）白石はるかぜ保育園

事業者
社会福祉法人はるかぜ福祉会
（岩沼市）

設置予定地 白石市東町三丁目 1-1

定員予定 90 人

開園予定 平成 25 年４月１日

▲東保育園に代わる民営保育園「（仮称）白石はるかぜ保育園」建設予定地（東町三丁目地内）

東保育園に代わる新保育園

　

市
で
は
平
成
23
年
11
月
に
「
白
石
市
立

保
育
園
の
民
営
化
方
針
」
を
ま
と
め
、
老

朽
化
し
た
東
保
育
園
と
西
保
育
園
の
民
設

民
営
方
式
に
よ
る
民
営
化
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
た
び
、
東
保
育
園
に
代
わ
り
平
成

25
年
４
月
か
ら
の
開
園
を
目
指
す
新
保
育

園
の
移
管
先
事
業
者
と
設
置
予
定
地
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
募
に
よ
り
事
業
者
を
募
集

　

事
業
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
公
平

性
と
透
明
性
を
確
保
し
優
良
な
民
間
事
業

者
の
参
入
を
促
す
た
め
、
平
成
23
年
12
月

か
ら
２
カ
月
間
、
保
育
事
業
と
設
置
場
所

な
ど
を
提
案
方
式
で
公
募
し
ま
し
た
。

　

公
募
の
結
果
、
１
法
人
か
ら
応
募
が
あ

り
、
保
護
者
代
表
や
学
識
経
験
者
、
市
立

保
育
園
代
表
な
ど
か
ら
な
る
「
事
業
者
選

考
委
員
会
」
が
、
保
育
園
運
営
の
安
定
性

や
経
営
理
念
、
保
育
内
容
な
ど
を
書
類
や

現
地
調
査
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
し
て
厳
正
に
審
査
し
ま
し
た
。
市

で
は
、
こ
の
報
告
を
受
け
て
さ
ら
に
検
討

を
重
ね
、
移
管
先
を
「
社
会
福
祉
法
人
は

る
か
ぜ
福
祉
会
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
、
事
業
者
が
新
し
い
設
置
場
所
に

園
舎
を
建
設
す
る
準
備
を
始
め
、
平
成
25

年
３
月
に
東
保
育
園
を
廃
止
し
、
新
し
い

私
立
の
保
育
園
「（
仮
称
）
白
石
は
る
か

ぜ
保
育
園
」
に
移
行
し
ま
す
。
新
し
い
保

育
園
の
園
児
募
集
は
、
市
立
７
保
育
園
と

同
様
に
、
本
年
11
月
に
市
が
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
今
後
も
事
業
者
と
連
携
し
、
保

護
者
・
事
業
者
・
市
に
よ
る
話
し
合
い
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
新
保
育
園
の
着
実

な
整
備
と
円
滑
な
業
務
引
き
継
ぎ
を
図

り
、
保
護
者
や
園
児
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
新
し
い
保
育
園
に
通
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
保
育
園

の
概
要
は
、
今
後
も
広
報
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

セブンイレブン

小野歯科医院

トーカドエナジー

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

白
石
蔵
王
駅

（仮称）白石はるかぜ
保育園建設予定地
（東町三丁目）

北
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　地震の後、「在宅酸素患者の酸素ボンベの残りが少ない」「透析できる医療機関がないか」「心
的ストレスで体調が悪い」といった救急要請が続き、例年より約70件多い救急要請に対応し
ました。救急車を呼ぶほどではないケースもあり、あらためて災害時に備えた講習会の必要
性を感じました。市民の皆さんが学べる場を増やしていきたいと考えています。

梅
うめ

津
つ

　祐
ゆう

二
じ

さん　白石消防署　救急係長

　

震
災
で
岩
沼
市
の
自
宅
が
津
波
被

害
に
あ
っ
て
、
仙
台
空
港
に
３
日
間

避
難
し
ま
し
た
。
妻
の
実
家
が
あ
る

白
石
に
避
難
し
て
き
ま
し
た
が
、
妻

が
た
ま
た
ま
、
消
防
団
の
詰
め
所
前

を
通
り
か
か
っ
た
時
に
、
班
長
か
ら

「
消
防
団
に
入
ら
な
い
か
と
伝
え
て

く
れ
」
と
、声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

知
ら
な
い
土
地
に
来
て
「
消
防
団

に
入
れ
ば
、
早
く
白
石
に
な
じ
め
る

の
で
は
な
い
か
」と
い
う
気
持
ち
と
、

何
よ
り
も
震
災
の
時
に
、
消
防
団
の

方
か
ら
津
波
が
迫
っ
て
き
て
い
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
助
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、「
災
害

が
あ
っ
た
時
に
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
強
く

な
っ
て
、
入
団
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
「
大
変
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、火
災
の
消
火
を
経
験
し
、

「
大
変
」
だ
と
い
う
気
持
ち
よ
り
も
、

「
助
け
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
方

が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
鷹
巣
自
治
会
で
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な

り
、
消
防
団
の
方
と
も
お
会
い
す
る

機
会
が
増
え
、消
防
団
の
方
か
ら「
一

緒
に
や
っ
て
み
な
い
か
」
と
声
を
掛

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
震
当
日
の
夜
に
火
災
が
あ
り
、

停
電
で
真
っ
暗
な
中
、
翌
朝
火
を
消

し
止
め
る
ま
で
、
消
防
署
の
皆
さ
ん

と
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
消
火
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、「
消

防
団
は
す
ご
い
な
。
が
ん
ば
っ
て
い

る
ん
だ
な
」
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
消
防
の
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
は
「
人
の
役
に
立

て
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
、
入
団
す
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
ら
ず
に
、
自
分
が
率
先

し
て
人
の
役
に
立
て
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

消防団入団のきっかけ 震災後､新たに消防団に入団した佐藤智弘さんと星昌洋さんに話を聞きました。

末
すえ

谷
や

　仁
じん

さん
白石分団第７班　班長

跡
あと

部
べ

　清
きよし

さん
白石分団第５班　班長

　

地
震
の
後
、
本
部
幹
部
は
直
ち
に
市
災

害
対
策
本
部
に
常
駐
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

各
分
団
に
い
ち
早
く
被
害
状
況
の
調
査
や

高
齢
者
な
ど
の
安
否
確
認
、
避
難
所
へ
の

誘
導
、
警
戒
な
ど
に
当
た
る
よ
う
指
示
し

ま
し
た
。

　

３
月
12
日
か
ら
は
、
各
分
団
が
住
宅
被

害
を
詳
細
に
調
査
。
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危

険
の
あ
る
箇
所
の
応
急
対
策
や
、
停
電
か

ら
の
復
旧
時
の
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、

漏
電
火
災
防
止
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
避
難
勧
告
や

指
示
が
出
さ
れ
た
方
の
避
難
誘
導
の
ほ
か
、

地
割
れ
被
害
へ
の
シ
ー
ト
張
り
作
業
、
避

難
所
運
営
へ
の
協
力
、
道
路
や
高
齢
者
の

住
宅
被
害
復
旧
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
、
自
分
の
家
を
後
回
し
に

し
て
「
地
域
を
守
り
た
い
」
と
奔
走
し
て

く
れ
ま
し
た
。
震
災
を
経
験
し
て
地
域
の

人
た
ち
と
相
互
に
連
携
し
合
う
こ
と
が
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
つ
ら
い
経
験
で
し

た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
乗
り
越

え
た
こ
と
で
、強
い
絆
が
育
ま
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

分　団　名 定員数 団員数
本 部 3 7
白 石 分 団 122 99
越 河 分 団 72 65
斎 川 分 団 57 55
大 平 分 団 54 55
大 鷹 沢 分 団 72 75
白 川 分 団 63 65
福 岡 分 団 160 154
小 原 分 団 97 69
合　計 700 644

●設立年月日　昭和29年４月１日
●分団数　８分団　●団員数　644人（２月末現在）
●平均年齢　45.96歳
●職業形態　主にサラリーマン団員（80.4％）
●活動状態　定期的に水利点検、火災予防運動中や年
　　　　　　末年始の警戒など
問生活環境課　☎ 22-1314

　

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
や
働
い

て
い
る
人
が
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
、

自
分
た
ち
で
守
り
た
い
」
と
い
う
想
い

の
も
と
に
集
ま
り
活
動
し
て
い
る
の
が

「
消
防
団
」。
多
く
が
、
仕
事
や
子
育
て

を
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
力
を
消
防
団
に
！

あの日、あの時に感じたこと 考えたこと

地域を守りたい

跡
あと

部
べ

　敏
さとし
 さん

白石市消防団　団長

学びの場を増やしていきたい

困っている人を助けたい

自分が率先して人の役にたちたい

星
ほし

　昌
まさひろ

洋さん
白石分団第７班　団員

佐
さ

藤
とう

　智
とも

弘
ひろ

さん
白石分団第５班　団員

の
作
業
の
た
め
鎮
火
ま
で
に
時
間
を
要
し

ま
し
た
。
消
火
栓
が
使
え
な
か
っ
た
の
は

初
め
て
の
経
験
で
、
鎮
火
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
1
人
が
亡
く
な
り
、
５
棟
の

住
宅
な
ど
が
全
半
焼
し
ま
し
た
。

　

３
月
12
日
の
早
朝
か
ら
は
、
津
波
被
害

に
あ
っ
た
沿
岸
部
へ
の
応
援
出
動
を
開
始

し
ま
し
た
。
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組

合
消
防
本
部
で
は
、
3
月
11
日
か
ら
4
月

22
日
ま
で
の
43
日
間
で
、
82
隊
２
８
０
人

の
隊
員
が
名
取
、
岩
沼
、
亘
理
、
山
元
で

救
出
や
捜
索
活
動
な
ど
を
行
い
、
４
２
３

人
を
救
出
し
ま
し
た
。

　

本
署
か
ら
は
延
べ
25
日
、
延
べ
35
人
の

隊
員
を
派
遣
。
地
震
か
ら
１
カ
月
間
は
、

残
さ
れ
た
署
員
で
２
０
１
件
の
救
急
要
請

に
対
応
し
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
一
人
一
人
が

ど
の
よ
う
な
危
機
管
理
を
行
い
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
を
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

や
訓
練
が
必
要
だ
と
あ
ら
た
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

震
災
時
は
、
消
防
団
が
消
火

作
業
や
警
戒
活
動
な
ど
を
行
い
、

自
主
防
災
組
織
が
避
難
所
へ
の

誘
導
や
炊
き
出
し
、
避
難
者
に

対
す
る
救
護
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
地
元
な
ら
で
は
の
地
の
利

を
活
か
し
た
活
動
は
心
強
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
繰

り
返
し
の
訓
練
が
、
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

3
月
11
日
は
当
番
者
９
人
、
副
署
長
と

私
の
11
人
が
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
震
度

５
以
上
の
地
震
の
た
め
、
約
40
分
で
全
署

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。
14
時
55
分
、
市
災

害
対
策
本
部
に
副
署
長
を
向
か
わ
せ
、
15

時
15
分
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
と
大
泉
記

念
病
院
に
署
員
を
待
機
さ
せ
、
消
防
無
線

で
病
院
と
の
受
け
入
れ
連
絡
体
制
を
整
え

ま
し
た
。
そ
の
後
も
ガ
ス
漏
れ
や
安
否
確

認
な
ど
の
救
急
要
請
が
続
き
ま
し
た
。
そ

し
て
21
時
４
分
、
郡
山
で
建
物
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
南
部
山
浄
水
場
か
ら
の
広

域
水
道
本
管
が
破
損
し
、
消
火
栓
が
使
用

不
能
。
直
ち
に
消
防
団
の
積
載
車
で
近
く

を
流
れ
る
斎
川
か
ら
取
水
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
可
搬
動
力
ポ
ン
プ
か
ら
中
継
を

受
け
、
ポ
ン
プ
か
ら
消
防
団
と
連
携
し
て

延
焼
を
阻
止
し
ま
し
た
が
、
夜
間
の
消
火

作
業
で
足
元
も
見
え
ず
、
雪
と
風
の
中
で

リーダーの育成と訓練が課題

八
や

島
しま

　正
まさひろ

寛 さん
白石消防署　署長

消
防

郷土愛の精神に支えられた住民組織

　人と人のつながりによる地域
の活性化や仲間づくりという意
味でも、消防団の役割は大きい
と思っています。「地域や家族を
災害から守る」という想いで、
地域社会貢献といったら大げさ
ですが、身近な人の役に立てる
のではないかと思っています。

　消防団は、地域に住んでいる
人と働いている人で構成されて
います。自分たちのまちを自分
たちで守るために、年齢や職業
を問わずいろいろな方が参加し
ています。世代を超えた交流が
あり、地域とのつながりが広がっ
ていくのがいいですね。

地域のつながりが広がる

身近な人の役に立てる

しろいし04月02_09.indd   4-5 12/03/24   14:23
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始
。
仙
台
南
署
や
亘
理
署
管
轄
エ
リ
ア
で

行
方
不
明
者
の
捜
索
や
岩
沼
署
管
轄
エ
リ

ア
で
遺
体
安
置
所
の
対
応
を
行
い
、
最
大

で
12
人
が
そ
の
業
務
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
を
経
験
し
て
、
あ
ら
た
め
て
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

１
つ
目
は
、「
身
の
安
全
の
確
保
」で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
非
常
持
ち
出
し
袋
な
ど
を

準
備
し
て
お
く
と
と
も
に
、
避
難
場
所
と

安
全
な
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
。
そ
し
て
、
家
族
で
安
否
確
認
方
法
な

ど
を
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、「
交
差
点
な
ど
で
の
安
全

確
認
の
徹
底
」
で
す
。
震
災
直
後
は
、
信

号
機
の
倒
壊
や
停
電
に
よ
る
滅
灯
に
よ
り

交
通
が
麻ま

痺ひ

し
ま
し
た
。
警
察
官
を
配
置

し
て
交
通
整
理
を
行
い
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
場
所
へ
の
対
処
を
署
員
で
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
交
差
点
付
近
な

ど
で
は
安
全
確
認
を
徹
底
し
、
譲
り
合
い

の
心
を
持
っ
て
運
転
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

３
つ
目
は
、「
災
害
に
便

乗
し
た
犯
罪
の
防
止
」で
す
。

「
震
災
の
被
災
状
況
を
調
べ

て
い
る
の
で
お
金
を
振
り
込

ん
で
ほ
し
い
」「
年
金
を
義

援
金
に
回
し
て
ほ
し
い
」「
災

害
支
援
基
金
へ
の
寄
付
を
お

願
い
し
ま
す
」、
こ
れ
ら
は

す
べ
て
災
害
に
つ
け
込
ん
だ

詐
欺
で
す
。
あ
わ
て
ず
に
、

家
族
や
警
察
署
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

震
災
直
後
、
白
石
警
察
署
で
は
66
人
全

署
員
体
制
で
被
害
状
況
の
早
期
把
握
や
停

電
に
伴
う
主
要
交
差
点
の
信
号
機
滅
灯
に

伴
う
交
通
対
策
、
各
地
区
に
設
置
さ
れ
た

避
難
所
の
警
戒
と
被
災
者
ニ
ー
ズ
の
把

握
、
事
件
・
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
た

警
戒
な
ど
に
当
た
り
ま
し
た
。
道
路
が
寸

断
さ
れ
た
場
所
の
迅
速
な
被
害
状
況
の
確

認
は
、「
白
石
警
察
署
バ
イ
ク
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
」
が
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

庁
舎
は
、
電
気
や
水
道
が
止
ま
り
、
電

話
も
不
通
の
た
め
通
報
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
安
否
確
認
や
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ
の
給
油
待
ち
車
両
の

列
に
関
す
る
苦
情
、
免
許
証
の
書
き
換
え

や
車
の
車
検
な
ど
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

の
た
め
署
を
訪
れ
る
方
の
対
応
に
お
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
12
日
か
ら
は
他
署
へ
の
応
援
を
開

生活安全の確保社会生活基盤の迅速な復旧

小
お

野
の

寺
でら

勝
かつ

朗
ろう
 さん

白石警察署　副署長

防
犯

い
ま
し
た
。

　

そ
の
被
害
は
、
電
柱
折
損
・
傾
斜
や
電

線
の
断
混
線
、
変
圧
器
・
開
閉
器
損
傷
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
白
石
市
内

は
、
3
月
16
日
ま
で
に
約
２
０
、２
０
０

戸
の
停
電
を
解
消
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
細
部
に
わ
た
る
配
電
設
備
被

害
状
況
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
改

修
作
業
が
必
要
な
箇
所
は
約
８
、０
０
０

件
で
、
現
在
も
そ
の
改
修
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

白
石
営
業
所
で
は
、
震
災
の
経
験
を
活

か
し
、「
各
自
治
体
へ
迅
速
か
つ
正
確
な

情
報
を
伝
え
る
た
め
の
衛
星
電
話
連
絡

ル
ー
ト
の
確
立
」「
大
規
模
応
援
隊
の
拠

点
基
地
用
地
を
確
保
す
る
た
め
の
災
害
復

旧
協
定
締
結
」「
電
源
車
や
復
旧
作
業
車

の
燃
料
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
」

な
ど
、
災
害
対
応
力
の
さ
ら
な
る
強
化
に

向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

震
災
に
よ
り
、
平
成
23
年
夏
以
降
、
電

力
不
足
と
な
り
、
こ
の
間
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
節
電
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
さ
ら
な
る
供
給
力

を
確
保
す
る
た
め
、
津
波
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

発
電
所
の
復
旧
作
業
に
懸
命

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
十

分
な
供
給
力
が
確
保
で
き
る

ま
で
、
引
き
続
き
節
電
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
太
平
洋
側
の

発
電
設
備
か
ら
送
電
設
備
、
変
電
設
備
、

そ
し
て
営
業
所
が
保
守
管
理
し
て
い
る
配

電
設
備
に
至
る
ま
で
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
大
規
模
停
電（
約
４
８
６
万
戸
）

が
発
生
し
、
本
営
業
所
で
は
、
白
石
市
を

含
む
2
市
7
町
（
約
10
万
戸
）
の
停
電
復

旧
の
た
め
、
他
支
店
か
ら
派
遣
さ
れ
た
社

員
や
グ
ル
ー
プ
企
業
、
他
電
力
会
社
か
ら

の
応
援
を
受
け
、
昼
夜
を
問
わ
な
い
懸
命

な
復
旧
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
地
震
時
は
、
電
柱
の
倒
壊
や
傾

斜
の
ほ
か
、
電
線
の
断
線
な
ど
が
想
定
さ

れ
、
感
電
な
ど
公
衆
災
害
防
止
を
図
る
目

的
か
ら
、
設
備
の
安
全
性
を
徹
底
し
て
確

認
す
る
こ
と
が
最
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

本
営
業
所
は
、
停
電
発
生
直
後
か
ら
配

電
設
備
被
害
状
況
調
査
を
行
い
、
１
０
０

件
の
応
急
工
事
を
含
め
た
改
修
作
業
を
行

菅
すがわら

原　幸
こうえつ

悦 さん

東北電力白石営業所 配電計画課長

電
気

被災した設備の復旧と供給力の回復

あの日、あの時に感じたこと 考えたこと

月
以
上
経
過
し
た
こ
ろ
で
も
新
た
な
陥
没

箇
所
が
出
現
す
る
な
ど
、
被
害
が
長
期
に

わ
た
り
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
は
、
市
内
の
建
設
業
者
の
協

力
を
得
て
砂
利
敷
き
な
ど
の
応
急
修
繕
で

車
の
通
行
を
確
保
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
大
き
な
混
乱
も
な
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
震
災
直
後
６
カ
所
発

生
し
た
通
行
止
め
箇
所
も
、
一
部
通
行
止

め
と
な
っ
て
い
る
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
ン
、
城

南
二
丁
目
４
号
線
、
西
沢
線
、
小
久
保
平

原
線
の
４
カ
所
を
除
き
復
旧
し
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
は
、
国
の
補
助
を
受
け
工
事

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の
査

定
は
平
成
23
年
５
月
か
ら
始
ま
り
11
月
ま

で
の
約
半
年
間
続
き
終
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
市
内
の
建
設
業
者
を
中
心
に
道

路
の
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
数
は
半
分
程
度
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
早
期

の
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
な

工
事
は
、
平
成
25
年
度
内
の
完
了
を
目
指

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
部
山
浄
水
場
か
ら
の
送
水
が
い
つ
復

旧
す
る
か
も
わ
か
ら
な
い
中
、
応
急
給
水

活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
水
道
関
係
職
員

だ
け
で
は
手
が
回
ら
ず
、
民
間
事
業
者
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
自
衛
隊
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
最
大
８
台
の
給
水
車
で

24
カ
所
の
給
水
所
を
回
り
、
16
日
間
給
水

活
動
を
続
け
ま
し
た
。
幸
い
、
白
石
川
の

北
側
は
南
蔵
王
の
麓ふ
も
と

で
湧わ

く
水
を
利
用
し

て
い
た
こ
と
や
地
盤
が
よ
く
本
管
の
漏
水

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
水
を

使
っ
て
給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
部
山
浄
水
湯
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
水

は
、
３
月
15
日
の
夜
に
よ
う
や
く
再
開
し

ま
し
た
が
、
そ
の
水
が
配
水
池
に
溜た

ま
り

各
家
庭
の
蛇
口
か
ら
出
る
ま
で
に
は
、
さ

ら
に
数
日
を
要
し
ま
し
た
。
配
水
管
が
壊

れ
て
い
る
た
め
水
を
送
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
区
も
あ
り
、
市
内
の
水
道
業
者
の
協

力
を
得
て
修
理
を
急
ぎ
ま
し
た
が
、
市
内

す
べ
て
の
世
帯
で
水
が
出
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
３
月
28
日
で
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
老
朽
化
し

た
配
水
管
を
地
震
に
強
い
管

に
入
れ
替
え
る
工
事
を
始
め

て
い
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、

今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

　

震
災
直
後
は
水
道
が
断
水

し
、
被
害
の
規
模
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

　

生
活
用
水
で
あ
る
水
道
は
、
24
時
間

３
６
５
日
片
時
も
休
ま
ず
に
給
水
す
る
た

め
、
水
を
配
る
配
水
管
だ
け
で
は
な
く
、

水
を
溜
め
る
配
水
池
や
水
を
送
る
ポ
ン
プ

場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
主
な
も
の
は
、
上
下
水

道
事
業
所
と
通
信
回
線
で
結
ば
れ
、
中
央

監
視
装
置
で
そ
の
状
態
を
監
視
し
て
い
ま

す
が
、
長
引
く
停
電
と
通
信
回
線
の
故
障

で
監
視
が
不
能
と
な
り
、
一
つ
一
つ
、
現

地
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
石
川
の
南
側
に
送
っ
て
い
る
水
は
、

主
に
南
部
山
浄
水
場
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

水
で
す
。
地
震
で
そ
の
送
水
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
同
時
に
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
水
道
管

が
破
損
し
漏
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
配
水
池
に
溜
め
て
い
た
水
も
底
を

つ
き
、
市
内
の
約
９
、０
０
０
戸
で
断
水

や
、
わ
ず
か
し
か
水
が
出
な
い
と
い
う
事

態
に
な
り
ま
し
た
。

上下水道・道路

た
が
、
水
道
が
徐
々
に
復
旧
し
て
い
く
と

生
活
排
水
が
発
生
し
下
水
道
管
に
水
が
流

れ
込
み
、
管
の
中
が
閉へ
い

塞そ
く

し
た
付
近
の
マ

ン
ホ
ー
ル
で
汚
水
が
溢あ
ふ

れ
出
す
箇
所
が
市

内
の
至
る
所
で
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
汚

水
を
市
内
の
建
設
業
者
の
協
力
を
得
て
応

急
的
に
配
管
し
て
流
す
作
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

調
査
は
下
水
道
管
が
入
っ
て
い
る
所
を

目
視
し
、
被
害
区
域
を
特
定
。
マ
ン
ホ
ー

ル
を
一
つ
一
つ
開
け
て
確
認
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
被
害
を
受
け
た
箇
所

を
国
の
補
助
を
受
け
て
復
旧
す
る
た
め
、

管
の
中
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
て
確
認
す
る
調

査
を
実
施
し
、国
の
査
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
管
路
は
約
13
㎞
、
マ
ン

ホ
ー
ル
は
２
６
９
個
、農
業
集
落
排
水（
農

村
下
水
道
）
処
理
場
は
３
地
区
（
斎
川
、

薬
師
堂
、越
河
）
す
べ
て
が
被
害
を
受
け
、

復
旧
す
る
た
め
の
工
事
費
の
総
額
は

９
億
２
、０
０
０
万
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
市
内
の
建
設
業
者
を
中
心
に
下

水
道
の
災
害
復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
被
災
が
市
内
広
範
囲
に
発
生
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
復
旧
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
内
の
完
了
を
目

指
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
道
の
被
害
は
、
２
４
１
カ
所
（
41
・

５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
被
害
総
額
は
約

18
億
５
、０
０
０
万
円
に
上
り
ま
し
た
。

　

被
害
の
特
徴
は
、
路
面
の
陥
没
が
至
る

所
で
見
ら
れ
た
こ
と
と
、
震
災
か
ら
１
カ

下
水
道
の

被
害
・
復
旧
│

市
道
の
被
害
・
復
旧
│

上
水
道
の
被
害
・
復
旧
│

地震に強い管に入れ替える工事を行うなど
災害に強いまちづくりを進めていきます

▲東中学校通学路（鷹巣団地側）

風間　康静
白石市災害対策本部長

しろいし04月02_09.indd   6-7 12/03/24   14:24
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番号 地　　　　区 設立年月日
1 南町自治会自主防災部 H18.４.１
2 西益岡地区自主防災会 H17.10.31
3 清水小路自主防災会 H21.10.22
4 本郷第１自治会 H18.４.22
5 本郷第三自治会自主防災会 H20.12.13
6 寿山自治会防災部 H19.９.30
7 鷹巣自治会 H23.４.24
8 旭町自主防災会 H22.４.１
9 上郡山第一自主防災会 H22.４.１
10 上郡山第二自治会自主防災・自主防犯部 H22.３.19
11 小下倉自治会自主防災会 H22.４.１
12 越河１区自治会自主防災会 H18.３.12
13 越河２区自治会 H18.４.１
14 越河中央地域自主防災会

H18.３.19
15（越河３区・越河４区）
16 越河第５区自治会自主防災会 H18.３.11
17 越河６区自主防災会 H18.３.12
18 越河第７区自治会自主防災会 H18.４.16
19 北五賀自主防災会（越河８区） H18.３.26
20 越河９区自治会自主防災会 H17.12.４
21 越河10区自治会自主防災会 H18.４.１
22 斎川第一自治会自主防災組織 H19.４.１
23 斎川２区自主防災の会 H19.４.１
24 斎川３区自主防災の会 H19.４.１
25 斎川４－１区自主防災隣組の会 H19.４.１
26 斎川４－２区自主防災隣組の会 H19.２.22
27 斎川第５地区自主防災の会 H19.４.１
28 斎川第６自治会自主防災会組織 H19.４.１
29 斎川地区７の１自主防災隣組の会 H19.３.18
30 斎川地区７の２区自主防災隣組の会 H19.４.１
31 斎川下鹿の子防災組織 H19.４.１
32 大平第一自治会 H19.３.25
33 大平第２区自治会 H19.４.１
34 大平３－１区自主防災会 H18.３.19
35 大平第３の２区自治会 H20.３.15
36 大平第４区自主防災会 H21.４.１
37 大平第５区自治会 H19.４.１
38 大平６自治会 H19.３.25
39 大平７区自治会 H17.11.27
40 大平第八区自治会 H19.４.15
41 城南の丘自主防災会 H22.４.１
42 大鷹沢第一区自治会自主防災会 H19.８.20
43 大鷹沢第２自治会自主防災会 H20.４.１
44 大鷹沢第三自治会防災会 H21.３.８

番号 地　　　　区 設立年月日
45 大鷹沢第四区自主防災会 H18.11.25
46 大鷹沢第五区自治会自主防災会 H18.９.16
47 大鷹沢第六区自治会自主防災会 H20.９.25
48 大鷹沢第七区自治会自主防災会 H21.１.24
49 大鷹沢八区自治会自主防災会 H９.１.17
50 大鷹沢第九区自治会自主防災会 H20.８.２
51 大鷹沢第十区自主防災会 H20.９.14
52 大鷹沢第11区自主防災会 H20.６.21
53 大鷹沢第十二区自治会自主防災会 H19.11.10
54 大鷹沢田中自治会自主防災会 H19.６.30
55 白川内親自主防災会 H21.４.１
56 白川第二自治会自主防災会 H18.６.１
57 白川第三自治会 H19.１.21
58 白川第４自治会自主防災会 H22.５.１
59 白川５区自治会自主防災会 H18.３.１
60 白川６区自主防災会 H18.３.31
61 犬卒都婆自主防災会 H18.３.19
62 滝上自主防災会 H21.３.15
63 岩ノ上防災互助会 H17.３.27
64 滝下自治会自主防災会 H21.10.1
65 尾箆自主防災会 H19.４.１
66 上原自治会自主防災会 H20.３.23
67 下原自主防災会 H21.４.１
68 鎌先自治会自主防災委員会 H22.４.１
69 山ノ下自主防災会 H22.４.５
70 長袋沖自主防災会 H22.４.１
71 山根自治会 H22.７.１
72 八宮自主防災会 H20.４.１
73 芹沢自治会 H23.５.11
74 大網自主防災会 H20.６.１
75 深谷南区自治会自主防災会 H18.２.５
76 深谷東区自治会自主防災会 H18.２.５
77 北区自治会自主防災会 H22.４.１
78 蔵王地区自主防災会 H21.12.21
79 不忘防災会 H20.９.１
80 川原子自治会自主防災会 H22.４.１
81 上戸沢自治会自主防災会 H19.２.25
82 小原赤井畑自主防災会 H19.４.１
83 冷清水自治会自主防災会 H19.２.１
84 小原大熊自主防災会 H19.４.１
85 塩倉自主防災会 H19.１.28
86 中北自主防災会 H19.３.11
87 新町自主防災会 H20.３.16

自主防災組織結成の状況

■ 防災対策用資機材等整備事業
　自主防災組織を結成した自治会に助
成します（設立後、１回限り）。
・定額補助（一組織）　40,000 円
・世帯割（構成１世帯）  　100 円
※補助限度額は 10万円
■ 自主防災組織運営事業
　自主防災組織が行う訓練や研修会な
どの経費を助成します（年１回）。
・助成額　20,000 円以内
　自主防災組織の設立や活動について
の相談も随時受け付けています。

白石市自主防災組織補助金
問生活環境課　☎ 22-1314

自治会の枠を超えた助け合い

　

１
月
29
日
、「
平
成
23
年
度
自
主
防
災
組
織

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
健
康
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
仙
台
市
宮
城
野

区
福
住
町
の
町
内
会
長
菅
原
康
雄
さ
ん
が
「
隗か
い

よ
り
始
め
よ
〜
侮
る
な
地
域
力 

〜
」
と
題
し

て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

菅
原
さ
ん
は
、「
人
を
救
え
る
の
は
人
し
か

い
な
い
。
日
ご
ろ
か
ら
の
役
割
分
担
を
決
め
た

訓
練
が
必
要
」
と
訓
練
の
必
要
性
を
強
調
。
東

日
本
大
震
災
直
後
に
住
民
が
と
っ
た
行
動
を
紹

介
し
、「
訓
練
で
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
実

際
の
場
で
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
訓
練
が
実
を

結
ん
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
会
独

自
で
姉
妹
町
内
会
を
募
集
し
、
現
在
県
内
外
の

５
つ
の
町
内
会
と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
結

び
、
震
災
後
は
、
姉
妹
町
内
会
か
ら
た
く
さ
ん

の
支
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
。「
災

害
時
に
頼
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

大
変
心
強
い
も
の
で
、
元
気
と
勇
気
も
同
時
に

い
た
だ
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

自
主
防
災
を
学
ぶ

　

最
後
に
、
震
災
発
生
後
の
教
訓
と
し
て
、「
自

分
が
助
か
る
術
を
真し
ん

摯し

に
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
止や

む
こ
と
の
な
い
災
害
に
強

い
危
機
管
理
意
識
を
携
え
て
、
た
っ
た
ひ
と
つ

の
大
切
な
命
を
守
り
続
け
た
い
も
の
で
す
」
と

話
し
、
参
加
者
は
、
菅
原
さ
ん
の
講
演
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

福
住
町
町
内
会
は
、
平
成
15
年
１
月
、
宮
城

県
沖
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
大
災
害
の
発
生
に

備
え
よ
う
と
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
町
内
会

が
独
自
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
役
割

分
担
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
。
住

民
自
身
が
計
画
し
た
実
践
的
な
防
災
訓
練
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
災

害
発
生
時
の
役
割
分
担
の
ほ
か
、
緊
急
時
の
連

絡
網
や
指
定
避
難
所
を
示
し
た
地
図
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
会
役
員
や
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
員
約
１
０
０
人
を
「
情
報
収
集
」「
救
援

物
資
」「
消
防
協
力
」「
救
急
救
護
」「
給
食
給
水
」

の
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
災
害
時
は
、
町
内
会

長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
災
害
対
策
本
部
と
連
絡
を

取
り
作
業
に
当
た
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後

は
、
戸
建
て
世
帯
を
中
心
に
約
４
０
０
世
帯
分

（
約
１
、０
０
０
人
）
の
名
簿
を
基
に
町
内
を
番

地
別
に
班
に
分
け
て
、
安
否
確
認
を
１
時
間
で

行
い
ま
し
た
。

　

行
政
に
頼
ら
な
い
主
体
的
な
地
域
防
災
の
体

制
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
福
住
町
町
内

会
。「
防
災
の
基
本
は
ご
近
所
同
士
の
支
え
合

い
で
す
。普
段
か
ら
町
内
会
活
動
を
活
発
に
し
、

住
民
同
士
が
知
り
合
う
こ
と
が
大
切
」
と
菅
原

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　震災を経験し、あらためて自主防災連合会の必要性を実感し、平成23年７月に連合会
設立検討委員会を立ち上げることに各自主防災組織の賛同を得ました。設立に当たって
は、すでに連合会として活動を行っている越河地区や大平地区のノウハウを学びながら
準備を進めました。そして、10月26日に連合会を設立。現在は、４つの専門部を立ち上
げ、それぞれの役割を明確にしました。災害時は、各自主防災組織が活動を行い、連合
会はそのバックアップを行えるよう訓練などを行っていきたいと思っています。同じ地
区に住んでいても被害状況はさまざま。被害の少ない自治会が被害の大きい自治会を支
える体制を作り上げていくことが、これからは必要になるのではないでしょうか。

大鷹沢自主防災連合会が設立

　

平
成
22
年
４
月
1
日
現
在
で
は
、
全
国
１
、７
５
０
市

区
町
村
中
、
１
、６
２
１
市
区
町
村
で
14
万
２
、７
５
９

の
自
主
防
災
組
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
結
成
率
は
74
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
は
１
１
３
自
治
会
中
、

87
自
治
会
が
結
成
。
結
成
率
は
76
・
９
％
と
、
全
国
を

や
や
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
だ
け
を
行
う
の
で
は
な

く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
と
防
災
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
、
普
段
か

ら
の
地
域
で
の
活
動
や
消
防
団
な
ど
と
の
連
携
が
、
防

災
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

震
災
直
後
は
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
地
域
の
結
び
つ

き
を
元
に
、
避
難
時
に
お
け
る
住
民
同
士
の
声
掛
け
や

避
難
所
へ
の
誘
導
、
安
否
確
認
、
そ
の
後
の
避
難
生
活

に
お
け
る
避
難
所
運
営
の
支
援
、
炊
き
出
し
の
実
施
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
支
援
な
ど
各
種
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
守
る

自
主
防
災
組
織
の
状
況
│

地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で
│

菅
すが

原
わら

　康
やす

雄
お

さん

仙台市宮城野区福住町　町内会長

菊
きく

地
ち

　光
みつ

男
お

さん
大鷹沢自主防災連合会長
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あなたが未来に残したいものは何ですか？

※MCA方式とは、Multi Channel Access Systemの略。複数の周波数を多数の利用者が効率よく使える業務用無線通信方式の一つ。
　混信に強く、クリアな音質、同報（一斉指令）機能、周波数の利用効率が高い、グループ通信機能などの特徴がある。

震災から１年
私たち一人一人が感じたことや考えたことは違いがあるのかもしれません。
「助け合うって何だろう？」「未来に残したいことは何だろう？」…と、
答えのない問いを自分自身に問いかけながら、私たちは歩んできました。

あの日、あの時をもう一度思い出し、感じたことや考えたことを話し合ってみませんか。
考えて、話し合うことで、見えてくるものが必ずあるはずです。

一人一人がそこから見えてきたものを大切にして後世に伝えていくことが、
希望という未来を創り上げていくことにつながるのではないでしょうか。

市政モニターにアンケートを実施
行政に求められているのは「きめ細かい情報力」

希望という未来へ

た
ど
た
ど
し
い
歩
み
で
も

想
い
が
伝
わ
れ
ば

希
望
の
未
来
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
│

●ホームページＵＲＬ　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/somu/etc/m-a-monitor.html

　

市
は
、
未
来
の
白
石
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

東
日
本
大
震
災
発
生
当
時
の
避
難
行
動
や
教
訓

な
ど
を
調
査
し
、
こ
れ
か
ら
の
貴
重
な
資
料
と

し
て
役
立
て
よ
う
と
、
平
成
23
年
12
月
下
旬
か

ら
平
成
24
年
上
旬
に
か
け
て
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
災
害
に
備
え
て
の
準
備
」
は
、「
防
災
グ
ッ

ズ
」「
食
料
の
備
蓄
」「
飲
料
水
の
備
蓄
」
が
「
役

に
立
っ
た
」
と
大
半
の
方
が
回
答
。「
地
震
直

後
一
番
欲
し
か
っ
た
も
の
や
困
っ
た
こ
と
」は
、

「
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
な
ど
の
燃
料
」「
電
気
」「
水
」

「
食
料
」「
情
報
」「
電
話
」
の
順
で
、「
地
震
発

生
か
ら
お
よ
そ
２
週
間
の
情
報
取
得
手
段
」は
、

「
市
役
所
や
避
難
所
の
掲
示
板
」「
広
報
車
」「
テ

レ
ビ
や
新
聞
」「
安
心
メ
ー
ル
」「
家
族
や
近
所
、

職
場
」
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
震
災
後
に
備
え
た
も
の
」
は
、食
料
、水
（
容

器
）、
乾
電
池
、
燃
料
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
。「
災
害
に
備
え
て
市
に
望

む
こ
と
」
は
、「
通
信
手
段
の
確
保
」「
食
料
な

ど
の
備
蓄
」「
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
意

見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
の
白
石
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

に
は
、「
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

広
げ
る
こ
と
で
、
災
害
が
起
き
て
も
互
い
に
協

力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
て
、『
明
る
い

未
来
の
白
石
』
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

震
災
で
得
た
「
絆
」
を
大
切
に
し
て
未
来
へ
つ

な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
見
な
ど
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
は
、
調
査
結
果
や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

声
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
復
旧
・
復
興
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
平

成
24
年
度
に
は
次
の
事
項
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

住
民
に
迅
速
で
正
確
な
情
報
を
伝
達

で
き
る
通
信
網
を
整
備
し
ま
す
｜

　

本
市
の
通
信
設
備
は
、
防
災
無

線
を
中
心
と
す
る
応
急
復
旧
系
と
、

Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線（
※
）を
中
心
と
す
る

避
難
所
連
絡
系
と
大
別
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
は
ア
ナ
ロ
グ

方
式
で
機
器
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式

か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
更
新
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の
要

と
な
る
小
中
学
校
や
保
育
園
な
ど

に
は
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
Ｍ
Ｃ
Ａ

無
線
機
と
発
電
機
を
配
備
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
拠

点
と
な
る
各
公
民
館
と
災
害
対
策

本
部
を
つ
な
ぐ
通
信
網
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
人
的
、
物
的
被
害

の
規
模
や
、
地
域
の
被
害
の
様
子

を
で
き
る
だ
け
早
く
災
害
対
策
本

部
に
集
中
さ
せ
、
効
果
的
な
応
急
、

復
旧
活
動
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
通
信
網
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
地
域
住
民
へ
の
迅
速

で
正
確
な
情
報
伝
達
を
行
え
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

迅
速
に
対
応
で
き
る
指
定
避
難
所

を
目
指
し
ま
す
｜

　

避
難
所
は
、
被
災
者
対
策
の
最
前

線
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年

総
合
防
災
訓
練
で
避
難
所
開
設
の
訓

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
立
高

校
な
ど
と
、
避
難
所
開
設
時
の
協
定

の
締
結
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

４
月
１
日
か
ら
指
定
避
難
所
ご
と
に

市
職
員
の
担
当
を
指
定
。
今
後
、
震

度
６
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て

避
難
所
を
開
設
し
、
い
ざ
と
い
う
時

に
迅
速
に
対
応
で
き
る
指
定
避
難
所

を
目
指
し
ま
す
。

備
蓄
品
の
充
実
と
分
散
型
備
蓄
を

検
討
し
ま
す
｜

　

本
市
の
よ
う
に
、
広
大
な
市
域
を

抱
え
多
く
の
避
難
所
運
営
を
必
要
と

す
る
場
合
、
物
資
の
備
蓄
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
大
震
災

の
よ
う
に
燃
料
不
足
が
発
生
す
る

と
、
物
資
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
、
支

援
物
資
の
配
布
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

欲
し
い
と
き
に
欲
し
い
も
の
が
届

か
な
い
こ
と
は
、
過
去
の
大
災
害
で

も
同
じ
で
あ
り
、
刻
々
と
変
化
す
る

ニ
ー
ズ
の
中
で
支
援
物
資
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
各
公
民
館
や
小
中
学
校
、

高
校
の
ほ
か
、
各
自
治
会
や
消
防
団

へ
の
毛
布
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
多
く
の
指
定
避
難
所
へ
配

布
す
る
輸
送
の
リ
ス
ク
を
考
え
、
指

定
避
難
所
へ
の
食
料
品
な
ど
の
備
蓄

を
検
討
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
を
実
現
す
る
計

画
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
｜

　

災
害
発
生
時
に
、被
災
者
を
助
け
、

壊
れ
た
施
設
や
設
備
を
一
日
で
も
早

く
直
す
た
め
に
、
市
職
員
が
行
動
す

る
計
画
が
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」。

一
方
、
行
動
を
最
小
限
に
抑
え
、
限

ら
れ
た
人
員
、
施
設
や
設
備
、
情
報

な
ど
で
重
要
な
業
務
を
継
続
し
、
迅

速
に
再
開
す
る
体
制
や
行
動
計
画
が

Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
（
業
務
継
続
計
画
）
で

す
。
こ
の
２
つ
の
計
画
が
防
災
対
策

の
両
輪
と
な
っ
て
、
災
害
の
応
急
、

復
旧
、
日
常
業
務
の
再
開
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
進
め
て
い
く
こ
と
で
災
害
対

応
を
一
日
で
も
早
く
終
息
さ
せ
、
日

常
業
務
を
再
開
さ
せ
る
こ
と
は
、
災

害
を
原
因
と
し
た
不
安
の
解
消
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
各
対
策
班
や
所
属
ご
と

に
こ
の
２
つ
の
計
画
を
策
定
し
た
上

で
、
よ
り
具
体
的
な
職
員
の
行
動
を

定
め
、
災
害
時
に
実
践
す
る
こ
と
が

で
き
る
防
災
計
画
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

防
災
対
策
を
充
実
さ
せ
ま
す
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民
一
人
一
人
の
個
性
や
感
性
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
、
地
域
の
絆
を

再
生
し
て
い
き
な
が
ら
、
人
間
性
豊
か
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と

も
に
、
今
に
息
づ
い
て
い
る
豊
か
な
文
化
を
再
評
価
し
、
次
世
代
に
継
承
し
な

が
ら
、
白
石
ら
し
さ
の
形
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
本
大
震
災
は
、
市
民
４
名

の
尊
い
命
を
奪
い
、
多
数
の

家
屋
や
道
路
、
下
水
道
、
公
共
施
設

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
（
以
下
、
原
発
事
故
）

に
よ
る
放
射
能
汚
染
と
風
評
被
害

が
、
商
工
業
・
農
林
業
・
観
光
業
な

ど
産
業
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
健

康
面
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
不
安

は
根
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
昨
年
９
月
、
早
期
に
震

災
前
の
活
力
を
回
復
し
、
さ
ら
な
る

市
民
生
活
の
発
展
を
目
指
す
た
め
、

そ
し
て
、
市
民
が
安
全
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
29
年
度
ま
で
を
計
画
期
間

と
す
る
「
白
石
市
東
日
本
大
震
災
復

興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
24
年
度
を
「
復
興
元

年
」
と
位
置
付
け
、
同
計
画
に
基
づ

き
、
被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
の

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
次
の
世

代
に
誇
り
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

る
白
石
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
の
確
保
や
製
造
業
の

振
興
な
ど
を
図
る
た
め
の
企
業
誘
致

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
白
石
イ
ン
タ

ー
工
業
団
地
の
１
区
画
に
、
セ
コ
ム

工
業
株
式
会
社
の
新
本
社
工
場
社
屋

の
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、
復
興
の
兆

し
を
実
感
で
き
る
明
る
い
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
新
工
場
は
本
年
11
月

に
完
成
予
定
で
、
地
域
経
済
の
活
性

化
と
地
元
雇
用
の
創
出
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

セ
コ
ム
工
業
株
式
会
社
の
移
転
新

築
を
弾
み
に
、
今
後
も
、
私
自
ら
が

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら
え
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ

り
、
宮
城
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
や

市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

施
政
方
針

平成
24
年度

再
生
と
地
域
産
業
の
再
建
、
市
道
・

公
共
施
設
な
ど
の
社
会
資
本
の
復

旧
、
原
発
事
故
に
よ
る
被
害
へ
の
対

応
な
ど
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
国

の
復
興
特
区
制
度
な
ど
も
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
、全
力
を
挙
げ
て
安
心
・

安
全
な
白
石
を
取
り
戻
し
、
復
興
に

弾
み
を
付
け
る
年
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
第
五
次
総
合
計
画
」
２
年
目

　

平
成
24
年
度
は
「
第
五
次
総
合
計

画
」
の
２
年
目
で
あ
り
、
引
き
続
き

「
人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き
る
交

流
拠
点
都
市
づ
く
り
」
を
戦
略
テ
ー

マ
に
、
人
・
経
済
・
文
化
・
情
報
な

ど
が
行
き
交
う
ま
ち
を
目
指
し
、
白

石
の
将
来
像
「
市
民
が
共
に
支
え
合

い
な
が
ら
、
生
き
る
力
を
育
み
、
ふ

る
さ
と
白
石
に
誇
り
を
も
て
る
ま

ち
」
の
実
現
の
た
め
、
市
民
総
参
画

平成24年度は復興元年 全力を挙げて安心・安全な白石を取り戻し、
復興に弾みを付ける年に─

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
カ
月
余
り
が
経
過
し
た
２
月
16
日
、
風
間
康
静
市
長
が
第

３
９
７
回
白
石
市
議
会
定
例
会
で
施
政
方
針
演
説
を
行
い
、
平
成
24
年
度
の
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
震
災
か
ら
の
復
興
を
誓

う
と
と
も
に
、「
第
五
次
総
合
計
画
」
の
実
現
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

生活の再生と地域産業の再建、市道・公共施設
「市民が共に支え合いながら、生きる力を育み、

などの社会資本の復旧、放射能対策を最優先課題に
ふるさと白石に誇りを持てるまち」を目指します！

学
校
教
育
の
充
実
と

生
涯
学
習
の
推
進
を
図
る

　

学
校
教
育
で
は
、
東
日
本
大
震
災

を
教
訓
に
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
」

が
連
携
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
が
図

れ
る
よ
う
、
防
災
教
育
の
徹
底
に
努

め
、
防
災
教
育
研
修
会
や
防
災
教
育

主
任
の
配
置
な
ど
を
通
し
て
教
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
に
白
石
第
一

小
学
校
に
導
入
し
た
「
太
陽
光
発
電

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
て
、
市
民
が

生
涯
学
習
に
接
す
る
機
会
を
広
く
設

け
、
一
人
一
人
の
個
性
や
感
性
を
十

分
に
発
揮
し
、「
生
涯
学
習
の
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
は
、
一
流

の
音
楽
家
の
コ
ン
サ
ー
ト
鑑
賞
や
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
観
戦
す
る
機
会

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
（
出
前
）
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に

よ
り
出
演
者
や
選
手
と
ふ
れ
あ
え
る

機
会
を
積
極
的
に
創
出
し
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
協
力
し
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

歴
史
文
化
の
継
承
と
創
造

　

白
石
城
や
す
ま
ｉ
る
ひ
ろ
ば
な
ど

を
主
と
し
た
城
下
町
回
遊
ル
ー
ト
な

ど
を
活
用
し
、
歴
史
情
緒
を
体
感
で

き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
発
見
さ
れ
た
伊
達

家
重
臣
「
遠
藤
家
資
料
・
中
島
家
資

料
」
な
ど
の
重
要
な
歴
史
資
料
の
保

全
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
合

わ
せ
て
、
白
石
城
歴
史
探
訪
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
定
期
的
な
企
画
展
示
会
な

ど
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
武
家
屋

敷
で
は
「
七
草
の
会
」
な
ど
の
伝
統

行
事
を
行
い
、
白
石
の
歴
史
的
魅
力

を
感
じ
る
場
を
創
出
し
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
」
を
授
業
に
活
用
す
る
ほ

か
、
現
在
、
市
内
６
小
中
学
校
で
実

施
し
て
い
る「
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
」

の
普
及
に
努
め
る
な
ど
、
環
境
教
育

の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
英

語
教
育
の
充
実
や
ア
ニ
メ
な
ど
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
を
促
進

し
、
個
性
あ
る
教
育
環
境
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
23
年
度
よ
り
実
施

し
て
い
る
「
小
中
学
校
等
環
境
美
化

事
業
」
を
継
続
実
施
し
、
小
中
学
校

な
ど
の
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
は
、
被
災
し
た

碧
水
園
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
早

急
な
復
旧
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中

央
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
主
催
講

座
の
一
層
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
や

　

豊
か
な
感
性
と
人
間
性
を
育
み
、
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
ま
ち

東市

「第五次総合計画」
２年目

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

震災復興対策事業
●住宅災害復旧等補助金（事業費：1,000万円）
　東日本大震災により被災した住宅などの原形復旧を行う所有者に工事費の一部を助成し、住宅の早期復旧による住家の安
全を図ります（平成23年度に引き続き実施）。

●宅地災害復旧補助金（事業費：1,500万円）
　東日本大震災により被災した宅地の法面や擁壁などの原形復旧を行う所有者に工事費の一部を助成し、宅地の早期復旧に
よる住家の安全を図ります（平成23年度に引き続き実施）。

●被災者支援総合窓口の開設（事業費：656万６千円）
　宮城県の震災等緊急雇用対応事業補助金などを活用して、市役所１階ロビーに被災者支援を主な目的とした総合案内窓口
を設置し、各種被災者支援制度の紹介や所管課窓口への誘導業務などを行います（平成23年度に引き続き実施）。

▲セコム工業（株）の新本社工場社屋の完成には、地
域経済の活性化に大きな期待が寄せられています

▲碧水園はほかでは体験できない貴重
な施設（平成24年碧水園舞台開き）

災害復旧事業
●農林業施設災害復旧事業（事業費：1,200万円）
　主に東日本大震災により被災した農道などの災害復旧事業。単独災害復旧事業
として平成24年度の早期復旧を目指し、また、農道などに災害が発生した際の委
託料を計上し、災害発生後は速やかに調査・測量設計を進めます。 
●公共土木施設災害復旧事業（事業費：７億5,323万７千円）
　東日本大震災により被災した市道などの災害復旧事業。平成23年度より順次復
旧に向けた工事を進めており、下水道の復旧との関連などから災害件数138件の
うち68件を、平成24年度に発注し早期復旧を目指します。
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域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
地
場
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
若
者
が
魅
力
や
働
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
開
発
し
、
新
た
な
白
石
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
や
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

民
が
主
役
と
な
れ
る
舞
台
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、市
民
・
企
業
・
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
が
協
働
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、地
域
づ
く
り
の

醍
醐
味
を
実
感
で
き
る
、成
熟
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
や
支
援
体
制
を
は
じ
め
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
施
策
を
充
実
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
涯

心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

平成24年度施政方針

入
院
時
の
医
療
費
助
成
を

中
学
３
年
生
ま
で
拡
大

　

こ
れ
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業
を「
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
」

に
改
め
、
入
院
に
つ
い
て
は
中
学
３

年
生
ま
で
助
成
対
象
範
囲
を
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
保
育
園
・
幼
稚
園
に

か
か
る
第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
料

化
事
業
は
、
新
た
に
私
立
認
可
外
保

育
所
に
入
所
す
る
児
童
に
つ
い
て
も

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
応
援
事
業
（
妊
婦

健
康
診
査
費
助
成
事
業
）
や
不
妊
治

療
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
４

歳
未
満
児
保
育
を
実
施
し
て
い
る
私

立
認
可
外
保
育
所
に
対
し
一
部
助
成

を
行
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

長
寿
社
会
の
実
現
の
た
め
に

　

高
齢
者
支
援
は
、
介
護
・
予
防
・

生
き
が
い
づ
く
り
・
地
域
ケ
ア
の
視

点
で
、「
ほ
っ
と
き
ゃ
っ
す
る
パ
ス
」

「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
介
護

予
防
教
室
」「
老
人
ク
ラ
ブ
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
支
援
」

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
つ
く
る
た

め
、有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
高

齢
者
等
地
域
さ
さ
え
愛
互
助
活
動
」

を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
全
国
健
康
福
祉

祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
が
宮
城
県

で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
囲
碁
交
流

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

全
国
か
ら
参
加
す
る
選
手
を
お
も
て

な
し
の
気
持
ち
で
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
本
市
の
復
興
を
発
信
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
は
、
障
が
い
者
が

自
立
し
た
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
確
立
と
健
康
づ
く
り

支
援
は
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院
の
経

営
健
全
化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

白
石
市
医
師
会
と
連
携
し
た
地
域
医

療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、「
子
宮
頸け
い

が
ん
等
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
」
を
継
続
実
施
す
る

と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
の
特
定

健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
充
実

に
努
め
、
４
月
か
ら
60
歳
の
人
間
ド

ッ
ク
も
助
成
対
象
と
し
て
、
市
民
の

健
康
増
進
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

　

市
民
活
動
の
支
援
は
、「
や
る
気

応
援
事
業
（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育

成
支
援
事
業
）」
を
継
続
す
る
の
を

は
じ
め
、
白
石
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
じ
ゅ
う
ろ
う
く
ん
」
や
「
ポ
チ

武
者
こ
じ
ゅ
ー
ろ
う
」、ア
ニ
メ
「
白

石
の
妖
精
ぴ
ち
」
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意
欲
を
持
つ
地
域

住
民
や
企
業
の
方
々
と
行
政
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
し
ろ
い

し
サ
ン
キ
ュ
ー
ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
継
続
実
施
し
、
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
や
良
好
な
道
路
環
境
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

　

登
別
市
・
海
老
名
市
・
ハ
ー
ス
ト

ビ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
、
札
幌

市
白
石
区
と
の
友
好
都
市
交
流
は
、

昨
年
の
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
宣

言
」
を
契
機
と
し
て
白
石
市
姉
妹
友

好
都
市
交
流
協
会
、
白
石
市
国
際
交

流
協
会
を
中
心
に
、
次
世
代
を
担
う

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の

親
善
交
流
や
国
際
感
覚
豊
か
な
青
少

年
を
育
成
す
る
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
き
地

区
公
民
館
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
行
う
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
な
ど
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
言
支

援
を
行
い
、
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、「
第
五
次
総
合
計
画
」
の

地
域
計
画
に
お
い
て
各
地
区
が
設
定

し
た
「
ま
ち
づ
く
り
宣
言
」
を
実
現

す
る
、
具
体
的
な
支
援
方
策
や
「
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
」
な
ど
資
金
的
支

援
の
制
度
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

定
住
促
進
と
商
店
街
の
活
性
化

　

定
住
化
の
促
進
を
図
る
た
め
、「
白

石
市
定
住
促
進
奨
励
金
交
付
事
業
」

「
白
石
市
転
入
者
等
支
援
市
営
住
宅

補
助
金
交
付
事
業
」「
白
石
市
新
婚

家
庭
家
賃
補
助
事
業
」
な
ど
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
空
き
家
情
報
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
発
信

し
、
定
住
化
の
促
進
と
交
流
人
口
の

拡
大
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

中
心
商
店
街
の
活
性
化
は
、
地
元

商
店
組
合
な
ど
が
行
う
中
心
商
店
街

活
性
化
に
関
す
る
事
業
に
各
種
助
成

事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
は
農
林
畜

産
物
に
お
い
て
そ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
農
業
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流

を
推
進
し
、
販
路
拡
大
に
結
び
つ
く

よ
う
「
農
産
物
直
売
所
」
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
集
落
営
農
の
組

織
強
化
の
促
進
と
農
業
の
育
成
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
へ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、「
農
林
作
物
鳥
獣
害
防

止
対
策
事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
水
稲
作
付
け
農
家
に
対

し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
吸
収
抑

制
効
果
の
あ
る
カ
リ
肥
料
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
で
生
産
さ

れ
た
農
畜
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査

を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

製
造
業
の
振
興
と
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る

　

製
造
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
民

間
企
業
と
協
力
し
、
伝
統
産
品
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
人
気
の
高
い
片

倉
小
十
郎
公
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
商
品

開
発
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発

信
に
よ
り
、
新
た
な
購
買
層
を
創
出

す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

事
業
な
ど
を
活
用
し
、
商
工
会
議
所

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
賑
わ
い
の

創
出
を
支
援
し
ま
す
。

　

経
済
対
策
で
は
、
災
害
復
旧
貸
付

の
た
め
の
り
災
証
明
や
復
興
緊
急
保

証
の
た
め
の
認
定
を
継
続
実
施
し
、

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者
の
復
興

を
支
援
し
ま
す
。

農
業
を
守
る

  

本
市
の
農
家
人
口
は
総
人
口
の

23
・
６
％
を
占
め
て
お
り
、
農
業
は

本
市
の
重
要
な
基
盤
産
業
で
す
。
し

か
し
、
農
地
の
荒
廃
に
加
え
、
原
発

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
は
観
光
振
興

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
の
復

興
、
白
石
の
観
光
再
生
の
姿
を
全
国

に
向
け
て
強
く
発
信
す
る
た
め
、
白

石
市
観
光
大
使
の
山
崎
バ
ニ
ラ
さ
ん

と
白
石
戦
國
武
将
隊「
奥
州
片
倉
組
」

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
広
報
ラ
ジ
オ
番
組
や

地
元
タ
ウ
ン
誌
な
ど
で
観
光
情
報
を

発
信
す
る
ほ
か
、
本
市
の
魅
力
あ
る

観
光
資
源
を
活
用
し
た
体
験
ツ
ア
ー

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
構
築
な
ど
観
光
開

発
宣
伝
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
６
月
に
は
、

国
内
最
大
規
模
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
あ
る
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
５

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

受
け
宮
城
県
で
は
、
本
年
４
月
か
ら

６
月
に
「
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
展
開
し
ま
す
。

本
市
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
画

し
、
新
た
な
観
光
素
材
を
盛
り
込
ん

だ
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

  

さ
ら
に
、「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン

ク
ー
ル
」「
白
石
市
民
春
ま
つ
り
」「
白

石
夏
ま
つ
り
」「
し
ろ
い
し
蔵
王
高

原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」「
農
業
祭
」
な
ど
、四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
盛
り
上
げ
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
、
心
や
す
ら
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

市
民
が
主
役
に
な
っ
て
地
域
を
つ
く
り
、
交
流
を
楽
し
む
ま
ち

安

市

　

産
業
の
活
力
を
生
む
新
し
い
価
値
を
創
造
し
続
け
る
ま
ち

地

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

▲自分たちの特技を活かして地域づくりに貢献
　（やる気隊「大鷹沢子ども太鼓の会」の皆さん）

▲白石市観光大使（すまｉる大使）の山崎バニラさん
（上）と白石戦國武将隊「奥州片倉組」の皆さん

放射能対策事業
●放射線測定・除染対策事業（事業費：7,564万８千円）
　空間放射線量・食品などの放射能測定を実施するとともに、除染実施計画に基づき放射性物質による追加
被ばく線量を速やかに低減させるため、迅速かつ効率的な除染を実施します（平成23年度に引き続き実施）。 
●農作物等放射能対策事業（事業費：3,821万４千円）
　土壌に蓄積した放射性セシウムの吸収抑制剤として効果を発揮するカリ肥料をすべての作付け水田に散布し、水稲からのセシ
ウム不検出を目指すとともに、農作物の安全性を検証するため、放射能検査員を配置し農作物の放射能検査を行います。

●小学校、中学校、幼稚園環境美化事業（事業費：828万７千円）
　緊急雇用創出事業の一環として臨時職員を雇用して、市内小中学校などの敷地内・側溝・集水桝・雨どいなどの土砂や枯れ葉
の除去・高圧洗浄・放射線量の測定などを行います（平成23年度に引き続き実施）。

子育て支援事業
●子ども医療費助成事業（事業費：7,114万４千円）
　これまで実施してきた乳幼児医療費助成の対象者を入院に係る医療費の一部を、中学校卒業相当の年齢まで拡大し、名称
を「子ども医療費助成事業」に改め、子育て支援の向上と子育て家庭における経済的な負担軽減を図ります。
●低年齢児保育施設助成事業（事業費：343万８千円）
　低年齢児の保育需要が増加していることから、４歳未満児保育を実施している私立認可外保育所に
対して助成事業を実施し、要保育児童家庭の保育を支援するとともに、待機児童の解消を図ります。
●私立認可外保育園保育料第三子支援助成事業（事業費：72万円）
　保育園・幼稚園にかかる第三子以降の保育料無料化事業は、新たに私立認可外保育所に入所する児
童まで対象を拡大して助成を行い、子育て家庭の経済的負担の軽減を図ります。
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石
川
や
蔵
王
連
峰
な
ど
美
し
い
自
然
や
景
観
を
地
域
の
宝
と
し
て
受
け

継
ぎ
、
市
民
が
心
癒
や
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自

然
災
害
や
犯
罪
被
害
な
ど
社
会
的
な
不
安
に
対
し
て
、
地
域
の
支
え
合
い
や
公

的
な
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
り
、
安
全
、
快
適
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

平成24年度施政方針

防
犯
・
防
災
対
策
の
充
実

　

地
域
防
災
計
画
を
見
直
す
と
と
も

に
、
さ
ら
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
災

害
発
生
時
に
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
は
、
自
助
＝
備
え
、
共
助
＝
地
域

住
民
同
士
で
の
助
け
合
い
が
不
可
欠

な
こ
と
か
ら
、
自
主
防
災
組
織
の
育

成
支
援
や
災
害
想
定
訓
練
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

防
災
拠
点
施
設
の
通
信
手
段
と
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達
方
法
の
確

保
の
た
め
、
小
中
高
校
な
ど
の
指
定

避
難
場
所
に
も
移
動
無
線
機
と
発
電

ろ
い
し
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
な

ど
の
推
進
を
図
る
た
め
、「
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事

業
」
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
合
わ
せ

て
、
平
成
23
年
度
よ
り
５
年
間
限
定

と
な
っ
て
い
る
み
や
ぎ
環
境
税
交
付

金
を
活
用
し
、
防
犯
灯
や
商
店
街
街

路
灯
、
公
園
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
推
進

し
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
資
す
る

と
と
も
に
、
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
リ
サ

イ
ク
ル
報
奨
金
な
ど
の
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
活
動
へ
の
助
成
を
通
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
本
年
７
月
１
日
よ
り
、
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
の
構
成

市
町
で
「
ご
み
の
有
料
化
」
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量
化
を

推
進
す
る
と
と
も
に
市
民
の
負
担
軽

減
を
図
る
べ
く
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
な
市
民
生
活
の
向
上

と
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
助
成
事
業

を
継
続
実
施
す
る
ほ
か
、
公
共
下
水

道
区
域
内
の
未
整
備
地
区
の
工
事
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
未
接
続
家
屋

の
接
続
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

住
・
交
通
環
境
の
整
備

　

住
環
境
の
整
備
は
、「
白
石
市
住

宅
災
害
復
旧
等
補
助
金
事
業
」や「
白

機
を
配
備
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
現
在

配
備
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
式
の
移
動

無
線
機
を
デ
ジ
タ
ル
式
へ
更
新
し
ま

す
。

　

災
害
に
立
ち
向
か
う
と
き
、
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
の
が
消
防
団
で

す
。
本
市
消
防
団
は
震
災
で
も
被
害

状
況
の
把
握
と
警
戒
、
応
急
復
旧
作

業
に
従
事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

震
災
後
、
団
員
は
わ
ず
か
に
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
不
足
の
解
消
ま
で
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
と
も
自
治

会
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
消
防
団

協
力
事
業
所
の
認
定
を
行
い
団
員
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

　
「
し
ろ
い
し
安
心
メ
ー
ル
」
は
、

防
災
や
防
犯
、
徘は
い

徊か
い

高
齢
者
の
捜
索

活
動
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
連
絡
な

ど
を
発
信
す
る
こ
と
に
加
え
、
災
害

時
の
職
員
の
招
集
や
防
災
情
報
の
収

集
、
消
防
団
員
の
火
災
出
動
命
令
な

ど
の
送
信
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
市

民
と
の
情
報
の
共
有
を
図
り
ま
す
。

環
境
対
策
の
推
進

　

環
境
対
策
の
推
進
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
（
し

石
市
宅
地
災
害
復
旧
補
助
金
事
業
」

を
継
続
実
施
し
、
住
宅
・
宅
地
の
安

全
性
、
耐
久
性
、
居
住
性
の
向
上
と

市
内
住
宅
関
連
産
業
を
中
心
と
す
る

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

都
市
環
境
の
整
備
は
、
白
石
駅
前

か
ら
国
道
１
１
３
号
ま
で
の
都
市
計

画
道
路
「
白
石
沖
西
堀
線
」
を
新
規

事
業
と
し
て
５
カ
年
で
整
備
し
、
経

済
構
造
の
改
革
の
支
援
と
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

交
通
網
の
整
備
も
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
を
確
保
す
る
た
め
、

市
民
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
効
果

的
な
運
行
を
継
続
し
、
便
利
で
快
適

な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
最
優
先
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

着
実
に
実
行
し
、
行
財
政
改
革
に
よ
る
健

全
財
政
に
努
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会

と
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
対
応
し
、

雇
用
確
保
の
た
め
の
企
業
誘
致
や
、
子
育

て
支
援
対
策
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
直
面
す
る
課
題
を
克
服
す
る
た

め
に
邁ま
い

進し
ん

し
ま
す
。

　

震
災
発
生
直
後
か
ら
、
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
、
消
防
団
な
ど
「
地
域
の
力
」

を
は
じ
め
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
登
別
市
・

海
老
名
市
、
友
好
都
市
で
あ
る
札
幌
市
白

石
区
、
本
市
の
観
光
大
使
や
関
係
す
る

方
々
な
ど
、
多
く
の
「
絆
」
に
勇
気
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
「
絆
」
を
胸
に
「
い
ざ
復
興
」

で
す
。
震
災
で
脅
か
さ
れ
た
安
心
・
安
全

を
取
り
戻
し
、
白
石
市
の
施
設
や
豊
か
な

自
然
環
境
、
歴
史
・
伝
統
、
生
活
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
人
・
暮
ら
し
・

環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
」
を
形
成

す
る
こ
と
に
よ
り
交
流
人
口
を
拡
大
し
、

地
域
の
活
力
と
賑
わ
い
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市
行
政

全
般
に
対
す
る
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

美
し
い
自
然
を
受
け
継
ぎ
、
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
ま
ち

白
＜行財政改革の推進＞
　行財政改革については、厳しい財政状況
下でも持続可能な効率的で質の高い行政サ
ービスの実現を目指し、一日も早い震災か
らの復旧・復興を推進するためにも、東保
育園の民設民営方式による平成25年４月開
園を推進するのをはじめ、引き続き白石市
行財政改革推進計画（集中改革プラン）【改
訂版】に基づき、業務効率化、歳入確保、
歳出削減など、より一層の行財政改革を強
力に推進します。
　また、行政の透明性向上と職員の意識改
革を図ることを目的として実施してきた
「事務事業評価」については、評価システ
ムなどの改良により効率的・効果的に実施
し、「第五次総合計画」や予算編成などと
の連携を図りながら、引き続き市民サービ
スの維持向上に努めます。

人
・
暮
ら
し
・
環
境
が
活
き
る
交
流
拠
点
都
市
へ
│

東

平
成
24
年
度
の
主
な
事
業

▲消防団の皆さんは大きな力
　（平成24年白石市消防出初式）

▲都市計画道路「白石沖西堀線」の整備により、白石駅
前の活性化が期待されます

平成23年10月に開催された「第４回鬼小十郎まつり」には、
過去最高の8,000人が訪れました

雇用創出事業
　東日本大震災の影響により離職を余儀なくされた非正規労働者や中高年齢者などに対し
て、次の雇用までの短期雇用・就業の機会を創出・提供する事業を実施します。これらの
方の生活の安定を図るとともに、地域の雇用再生のために地域求職者を雇い入れて行う雇
用機会を創出する事業を実施し、地域における継続的な雇用創出を図ります。 
●地域人材育成事業（事業費：3,123万２千円）
　介護雇用プログラム事業　　新規雇用者数：12人
●震災等緊急雇用対応事業（事業費：１億8,798万５千円）
　アニメーション作品制作による観光と地域振興事業など31事業　　新規雇用者数：111人



平成24年度予算

予
算

平成
24
年度

一
般
会
計
歳
入

　

皆
さ
ん
が
納
め
る
市
税
は
震
災
の
影
響

な
ど
を
反
映
し
、前
年
度
比
２
・
４
％
、８
、

３
９
６
万
６
千
円
減
の
34
億
８
、

７
９
９
万
９
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
番
大
き
い
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
こ
れ
ま
で
の
交
付
実
績
や
震
災
に
係

る
復
興
事
業
の
た
め
の
震
災
復
興
特
別
交

付
税
な
ど
を
考
慮
し
て
前
年
度
比
11
・
５

％
増
の
46
億
８
、４
２
０
万
円
を
見
込
み

ま
し
た
。

　

震
災
復
興
対
策
や
放
射
能
対
策
な
ど
各

種
施
策
の
実
施
に
当
た
り
財
源
が
不
足
す

る
こ
と
か
ら
、
市
の
貯
金
に
当
た
る
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
、
都
市
整
備
基
金

な
ど
か
ら
11
億
４
、１
８
５
万
８
千
円
を

取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ
す
る
な
ど
厳
し
い

財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
、
使
用
料
手
数
料
、
財
産
収
入
、

寄
付
金
、
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

39
・
６
％
、54
億
５
、０
１
７
万
１
千
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

２
億
１
、４
６
８
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
や
市
債
な
ど
の
依
存
財
源

は
60
・
４
％
、
83
億
２
、０
９
８
万
９
千
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て

７
億
２
、９
８
７
万
９
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
集
中
改
革
プ

ラ
ン
【
改
訂
版
】
に
基
づ
き
、
経
常
経
費

の
徹
底
的
な
削
減
に
努
め
て
、
市
民
生
活

に
必
須
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提

供
す
る
た
め
の
事
業
費
を
確
実
に
予
算
化

す
る
一
方
、
第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
た

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
ご
と
に
体
系
化
し
た

政
策
を
推
進
す
る
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
で
は
民
生
費
の
割
合
が
最
も
高

く
30
・
３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も

医
療
費
の
助
成
や
国
民
健
康
保
険
な
ど
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
、
後
期
高
齢
者
医

療
費
関
係
費
な
ど
が
増
加
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
た
め
の
手
当
な
ど
が
減
少
し
前

年
度
比
１
・
８
％
、
７
、７
８
５
万
６
千
円

減
の
41
億
８
、１
２
２
万
７
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
衛
生
費
は
14
・
８
％
を
占
め
、

放
射
能
対
策
事
業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
３
・
４
％
、
６
、７
７
０
万
４
千

円
増
の
20
億
３
、３
０
３
万
４
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
復
旧
費
は
道

路
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
の
復
旧
事
業
な

ど
に
よ
り
前
年
度
比
１
万
１
、５
１
３
％
、

８
億
５
９
２
万
６
千
円
増
の

８
億
１
、２
９
２
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市
債
（
借
入
金
）
現
在
高

　

道
路
の
整
備
や
施
設
の
建
設
な
ど
を
行

う
際
に
国
や
県
、
市
内
金
融
機
関
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
た
市
債
は
、
平
成
24
年
３
月

31
日
現
在
１
０
８
億
９
、８
８
６
万
７
千

円
（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
は

40
億
５
、３
８
３
万
５
千
円
）
と
な
り
、

前
年
度
末
比
３
・
５
％
、
３
億
９
、

１
２
８
万
２
千
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
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平成 24 年度一般会計予算

１３７億７，１１６万円
前年度に比べて 3.9％の増加。２年連続のプラス予算

　東日本大震災からの復旧・復興を最優先に、一般会計、特別会計、企業会計を合わせた予
算総額は 244 億 3,664 万円で、前年度当初予算額と比較すると 3.3％、７億 7,354 万７千円増
額となっています。うち一般会計は137億 7,116万円で、前年度と比較すると3.9％、５億1,519
万９千円の増額となり、２年連続のプラス予算となりました。
 　なお、一般会計予算の内容については、本市のホームページでもご覧いただけます。
●ホームページURL　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/zaisei/yosan/

問財政課　☎ 22-1332
【一般会計】
　市の会計の中心となるもので、市行政運営の基本的な経費を計上した会計です。市税などを財源として、
社会福祉や環境保全などの事業のほか、学校や道路、住宅などの整備を行います。

依存財源
83億2,098万9千円

自主財源
54億5,017万1千円

義務的経費
60億2,996万円

投資的経費
11億4,561万7千円

市税
34億8,799万9千円
（25.3％）

地方交付税
46億8,420万円
（34.0％）

国県支出金
23億9,278万9千円
（17.4％）

諸収入
5億383万6千円
（3.7％） 繰入金

11億4,185万8千円
（8.3％）

その他
3億1,647万8千円
（2.3％）

市債
6億1,350万円
（4.5％）

その他
6億3,050万円（4.5％）

その他
9億7,716万円（7.1％）

公債費
13億7,515万3千円
（10.0％）

その他
6億3,050万円（4.5％）

歳入

歳出
その他

9億7,716万円（7.1％）

繰出金
13億9,860万7千円
（10.2％）

物件費
21億6,262万4千円
（15.7％）

物件費
21億6,262万4千円
（15.7％）

補助費等
20億5,719万2千円
（14.9％）

災害復旧事業費
8億1,292万6千円
（5.9％）

普通建設事業費
3億3,269万1千円
（2.4％）

公債費
13億7,515万3千円
（10.0％）

扶助費
18億2,791万円
（13.3％）

人件費
28億2,689万7千円
（20.5％）

137億7,116万円137億7,116万円

■目的別グラフ

※人口 37,288 人（H24.1.31 現在住民基本台帳）で除して算出したものです。

◆市民一人当たりの市税負担額　９万 3,542 円（前年度比　－ 1,092 円）
　内訳）個人市民税　２万 8,007 円、固定資産税　４万 8,197 円など

◆市民一人当たりが受けるサービス額　36万9,319円（前年度比　＋１万8,121円）
　内訳）児童や高齢者の福祉、医療費など　　　　　11 万 2,133 円
　　　　各種健診事業や予防接種、環境保全など　　５万 4,522 円
　　　　小中学校や公民館、図書館運営など　　　　３万 524 円
　　　　道路の維持・整備や公園などの管理　　　　２万 6,084 円　など

◆市民一人当たりの市債残高　29 万 2,289 円（前年度比　－１万 1,265 円）
　　　　うち臨時財政対策債　10 万 8,717 円（前年度比　＋１万 2,454 円）

特 別 会 計 77億3,397万円

国 民 健 康 保 険 41億7,000万円

介 護 保 険 31億6,357万8千円

後期高齢者医療 4億39万2千円

企 業 会 計 29億3,151万円

水道事業会計
収益的支出 9億4,501万5千円
資本的支出 3億1,801万7千円

下水道事業会計
収益的支出 8億7,410万7千円
資本的支出 7億9,437万1千円

●国民健康保険特別会計
　自営業など国民健康保険に加入している皆さんの病気、けがの治
療などに必要な保険給付を行うための会計です。
●介護保険特別会計
　介護認定を受けた方が、介護サービスを利用したときの給付や、
介護予防事業などを行うための会計です。
●後期高齢者医療特別会計
　75 歳以上の方の医療給付は広域連合で運営され、主に徴収した保
険料を広域連合へ納付するための会計です。

●水道事業会計
　水道関係の各種手続き、水道施
設の敷設や維持管理などを行うた
めの会計です。
●下水道事業会計
　家庭、工場の排水による水質汚濁を防止するための公共
下水道事業や、農業用水の水質保全のための農業集落排水
事業を行うための会計です。

特別会計
　特定の事業を行う場合、一般の歳入歳出と区分して経理
する会計です。本市では３つの特別会計を設けています。

企業会計
　独立採算を基本とし、地方公営企業法の全部または一部が適用さ
れる公営企業の会計です。

【臨時財政対策債】
　国が地方交付税として地方自治体に交付する財源について不足する分を市が国に代わって借
金するもので、その元利償還金相当額が後年度に地方交付税の基準財政需要額に算入される。

民生費　41億8,122万7千円（30.3%）
・子ども・心身障害児者医療費助成事業
　　　　　　　　　　　　１億5,494万５千円
・保育園等の管理運営や子育て支援費
　　　　　　　　　　　　　　５億9,163万円
・子どものための手当　　　　５億3,842万円
・児童扶養手当給付費　　１億8,014万８千円
・障害者自立支援費　　　　　４億4,905万円
・東日本大震災災害救助事業　　　3,950万円
・生活保護費　　　　　　４億2,489万６千円
・国民健康保険特別会計繰出金
　　　　　　　　　　　　　　３億5,147万円
・介護保険特別会計繰出金
　　　　　　　　　　　　４億9,760万３千円
・後期高齢者医療費　　　５億4,937万１千円

衛生費　20億3,303万4千円（14.8%）
・放射能対策事業　　　　　　7,564万８千円
・母子保健事業（赤ちゃん誕生応援事業）
　　　　　　　 　　　　　　  3,395万６千円
・予防接種事業　　　　　１億1,029万９千円
・各種検診事業　　　　　　１億468万６千円

総務費　17億6,349万円（12.8%）
・震災復興対策費　　　　　　　　3,159万円
・市民バス運行管理事業　　　3,903万７千円
・白石市長選挙費　　　　　　2,638万５千円

公債費　13億7,515万3千円（10.0%）

教育費　11億3,819万3千円（8.3%）
・公民館、図書館などの管理運営１億1,852万５千円
・学校給食センターの管理運営　２億7,936万５千円

土木費　9億7,261万2千円（7.0%）
・白石沖西堀線街路事業　　　3,725万７千円
・地方道路整備事業　　　  １億796万２千円

災害復旧費　8億1,292万6千円（5.9%）

商工費　4億9,112万4千円（3.6%）
・企業立地推進費　　　　　　1,425万３千円

消防費　4億848万3千円（3.0%）

農林水産業費　3億5,821万8千円（2.6%）
・農作物等放射能対策事業　　3,821万４千円

議会費　1億8,580万6千円（1.3%）

その他　5,089万1千円（0.4%）
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平
成
25
年
春
、
４
月
か
ら
６
月
に

「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
宮
城
県
で
の
開
催
は

平
成
20
年
以
来
５
年
ぶ
り
と
な
り
、

復
興
へ
の
追
い
風
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
で
は
、「
笑
顔

咲
く
た
び　

伊
達
な
旅
」
を
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
に
掲
げ
、
震
災
か
ら
の
復

興
、
観
光
再
生
の
姿
を
全
国
に
向
け

て
強
く
発
信
す
る
と
と
も
に
、「
観

光
」
を
核
と
し
た
地
域
復
興
・
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
構

築
し
て
き
た
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る

磨
き
上
げ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援

に
対
し
て
、
感
謝
の
心
を
込
め
た
お

も
て
な
し
を
提
供
し
、
宮
城
に
「
元

気
」
と
「
輝
き
」
を
取
り
戻
す
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

  

本
年
度
は
、
Ｄ
Ｃ
本
番
を
見
据
え

４
月
か
ら
６
月
に
、「
花
・
春
の
イ

ベ
ン
ト
」「
食
の
取
組
」「
鎮
魂
・
復

興
・
学
び
」
の
３
点
を
重
点
テ
ー
マ

と
し
て
、「
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
宮
城
県
内
で

実
施
さ
れ
ま
す
。

白
石
市
の
取
り
組
み

  

白
石
市
で
は
、
平
成
20
年
Ｄ
Ｃ
を

契
機
と
し
て
、
観
光
協
会
や
温
泉
旅

館
組
合
、
温
麺
組
合
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
「
仙
台
・
宮
城
観

「観光」を核とした復興を目指して
平成24年４月から６月は　仙台・宮城【伊達な旅】春キャンペーン

－しろいしの春はイベント盛りだくさん！－

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
白
石
市
推
進
協
議

会
」
が
中
心
と
な
り
、
継
続
で
き
る

観
光
を
目
指
し
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
６
月
に
実
施
さ
れ

る
「
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】
春

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
Ｄ
Ｃ
本
番

を
意
識
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
観
光

資
源
の
磨
き
上
げ
や
お
も
て
な
し
の

質
の
向
上
を
図
り
、
地
域
住
民
と
観

光
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組

み
に
よ
り
「
観
光
都
市
し
ろ
い
し
」

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
総
参
加
の
お
も
て
な
し

　

白
石
市
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成

20
年
Ｄ
Ｃ
を
契
機
と
し
て
始
め
た

「
城
下
町
散
策
〜
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
」

や
「
お
も
て
な
し
講
習
会
」「
手
づ

く
り
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
利
用
し
、「
お

も
て
な
し
の
心
」
を
意
識
し
た
事
業

を
継
続
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
白
石
を
訪
れ

る
お
客
さ
ま
に
「
も
う
一
度
来
た
い

ま
ち
」と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
笑
顔
で
迎
え
る
」「
道
を
尋
ね
ら
れ

た
と
き
は
案
内
す
る
」「
何
か
困
っ

て
い
る
と
き
は
相
談
に
の
っ
て
あ
げ

る
…
」
な
ど
、
さ
さ
や
か
な
お
も
て

な
し
の
心
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ

い
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、

お
客
さ
ま
を
市
民
総
ぐ
る
み
で
お
迎

え
す
る
お
も
て
な
し
の
気
運
を
高
め

ま
し
ょ
う
。

水芭蕉の森開園式（開園式４月６日）
　南蔵王野営場近くにある「水芭蕉の
森」では、初春から初夏にかけて５万
本を超える水芭蕉が一斉に咲き乱れま
す。５月下旬からはどうだんも見ごろ
を迎えます。

駅からハイキング
　碁太平記白石噺ゆかりの専念寺、白
石城、壽丸屋敷、片倉小十郎の菩提寺
の傑山寺、碧水園など城下町白石を訪
ねます（申込先:駅からハイキング事
務局　☎03-5719-3777）。

城下町しろいし
「まるごと味わいウォーキング」

　小中学生と保護者を対象とした市内
散策ウォーキングです。今回は小原温
泉付近を予定しています。詳しくは各
小中学校を通してお知らせします。

市民バスきゃっするくんでいく
「ちょい旅」

  市民バス乗車とウォーキングで甲冑
堂、あぶみ擦、道祖神など斎川宿の隠
れた名所･旧跡を散策します。

手作り甲冑展
　甲冑工房「片倉塾」の皆さんが、片
倉小十郎をはじめとした戦国武将の甲
冑を、厚紙により作り上げた作品を壽
丸屋敷に展示します。

今年も開催！ まるごとうーめんまつり
　400年の伝統を誇る「白石温麺」の食
べ歩きとスタンプラリーです。スタン
プ２個で、白石市の温泉宿泊ご招待券
や特産品などの景品が当たる大抽選会
に参加できます。詳しくは６月号と一
緒に配布するチラシをご覧ください。

駅長オススメの小さな旅
　大鷹沢地区をウオーキングしながら
弁天沼や小菅地蔵尊、孝子堂、不動滝
などを見学します。特に、若林公園内
の藤棚から垂れ下がる藤の花は見事で
す（申込先:JR白石駅　☎25-2411）。

第54回全日本こけしコンクール
　弥治郎系をはじめとした伝統こけし
のほか、新型・創作・木地玩具・応用
木工品が全国から勢ぞろいします。工
人による実演販売や地場産品まつりな
ど多彩なイベントがホワイトキューブ
で開催されます（22ページに掲載）。

鎌先・小原温泉共通湯めぐり手形
　小原温泉５施設、鎌先温泉３施設の
中から３施設を選んで使える「湯めぐ
り手形」を、1,000円（通常1,500円）
で販売します（使用期限は７月31日）。

　益岡公園の400本の桜が、県内のトップを切って４月上旬から
咲き始めます。白石城は午後９時までライトアップされますので、
夜桜見物も楽しめます。

５
月
３
日

白
石
市
民
春
ま
つ
り

　

市
内
商
店
街
を
甲
冑
行
列
、
稚
児
行
列
、

太
鼓
山
車
、
子
供
御み

輿こ
し

な
ど
が
練
り
歩
く
大

パ
レ
ー
ド
は
圧
巻
で
す
。
す
ま
ｉ
る
大
使
の

山
崎
バ
ニ
ラ
さ
ん
や
白
石
戦
國
武
将
隊
「
奥

州
片
倉
組
」
の
皆
さ
ん
も
参
加
予
定
!?

【白石城復旧工事見学】
  震災で被害を受けた白石城の復旧工事を
４月～９月までの予定で行います。普段
見られない壁の内部の様子や職人の技を
ご覧ください。
※工事の進捗状況により見学できない場
合があります。事前にホームページな
どでご確認ください。

見ごろは４月中旬 ４月１日～６月30日 ５月３日～５日

５月19日 ６月１日～７月31日 ６月中旬

６月16日 ６月23日 ６月30日

４
月
７
日
〜
30
日

白
石
城
さ
く
ら
ま
つ
り

（上）片倉鉄砲隊による火縄銃演武
（右）春まつり大パレード

問仙台・宮城観光キャンペーン白石市推進協議会事務局（白石市役所商工観光課内）　☎22-1321

４
月
か
ら
６
月
に
白
石
で
行
わ
れ
る
主
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど

●白石市観光協会ホームページＵＲＬ　http://www.shiroishi.ne.jp/htm/

すまｉる大使
白石戦國武将隊「奥州片倉組」の皆さん

すまｉる大使
山崎バニラさん

※
都
合
に
よ
り
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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【５月３日来場者への豪華特典】
○即売会場・展示会場一番乗りの方各１名に、１尺５寸の
　こけしをプレゼント！
○先着100名に記念品をプレゼント！

【こけしの実演販売】
　今回は、二部構成になっています。３日・４日は各系統
の工人が一堂に会し、こけしの実演・販売を行います。５
日は女性工人による実演・販売を行います。

◆系統別実演工人（５月３日・４日）
系統名 工人名 系統名 工人名

津
つ

軽
がる

系 阿
あ ぼ

保　正
まさふみ

文 鳴
なる

子
こ

系 大
おおぬま

沼　秀
ひであき

顕

木
き

地
じ

山
やま

系 髙
たかはし

橋　雄
ゆう

司
じ

遠
とお

刈
がっ

田
た

系 佐
さ

藤
とう

　良
りょう

子
こ

肘
ひじおり

折系 鈴
すず

木
き

　征
せいいち

一 弥
や じ

治郎
ろう

系 小
お

倉
ぐら

　勝
かつ

志
し

蔵王高
たか

湯
ゆ

系 梅
うめ

木
き

　直
なお

美
み

土
つち

湯
ゆ

系 高
たかはし

橋　　通
とおる

山形作
さくなみ

並系 鈴
すず

木
き

　　明
あきら

◆女性工人実演（５月５日）
系統名 工人名 系統名 工人名

蔵王高湯系 梅
うめ

木
き

　直
なお

美
み

弥治郎系 井
いのうえ

上はるみ

遠刈田系 六
ろくごう

郷　仁
ひと

美
み

弥治郎系 新
にいやま

山真
ま ゆ み

由美

【こけしの絵付け体験】
　ちびっこだけでなく大人にも大人
気。自分だけのオリジナルこけしを作
ることができます。

【企業展】
　白石市内の企業の製品展示をはじめ、パネルやパンフレ
ットによる企業活動を紹介するコーナーです。ものづくり
に対する各社の取り組みなどを通じて、企業の方々と交流
できるよい機会です。

【甲冑試着コーナー】
　「片倉塾」の皆さんが製作した、ダ
ンボールとは思えない素晴らしい甲冑
を試着して、戦国の武将になりきって
みませんか？　子ども用もあり、記念
撮影もできます。

【地場産品まつり】
　白石市や近隣市町などの地場産品を
販売します。ぜひご利用ください。

【白石温麺食堂】
　白石を代表する郷土の味覚「温麺」。
そのおいしさを実感してください。

【無料シャトルタクシー運行】
　コンクール会場と白石駅・白石蔵王駅を結ぶジャンボタ
クシーを運行します。３日は中心市街地で春まつりが開催
されているので、両会場を結ぶ便利な足となります。

※都合により、イベントの内容が一部変更になる場合があります。

　
「
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
半
世
紀
を
越
え
た
歴
史
あ
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
本

年
は
復
興
へ
の
願
い
を
込
め
て
３
日
間
に
わ
た
り
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。

　

伝
統
・
新
型
・
創
作
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
け
し
が
全
国

か
ら
一
堂
に
会
し
ま
す
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

午前９時～午後５時
※３日の審査品一般見学は午前10時～

ホワイトキューブ

【こけしコンクールを楽しむ方法Ｑ＆Ａ】

Q．こけしは木だけでなく、銅やガラスなどの素材を
用いたものも出品可能ですか？

A．こけしの定義として、ロクロを用いた木製のものと
しています。

Q．審査品は１部から５部に分けて展示していますが、
どう違うのですか。
A．１部は、伝統こけし（系統的な伝統性があり師弟関
係が明確であるもの）

　　２部は、新型こけし（量産可能で市場性のあるもの）
　　３部は、創作こけし（一品製作芸術的価値のある
もの）

　　４部は、木地玩具（ロクロ技術を主体とした玩具）
　　５部は、応用木製品（ロクロ技術を主体とした日
常生活用品や木製品）

　　この５つの部門に分けて出品し審査を行います。

第
54
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

〜
ほ
ほ
え
み
の
年
輪
を
重
ね
て
〜

「第14回写真コンクール」への作品を募集しています！　※応募は４月25日（水）まで
　アマチュアの方で「こけし」に関するものであればどんな写真でも構いません。作品はコンクール会場に展示されます。
●サイズ………四つ切り（ワイド四つ切り可）カラー・白黒写真、デジカメＡ４サイズ（組み写真やスライドは不可）
●応募規定……未発表のもので一人２点まで。応募用紙を必ず作品ごとに裏側に添付してください。応募用紙は商工観光課
　　　　　　や白石駅観光案内所に備え付けているほか、市ホームページからもダウンロードできます。入賞作品の版権は
　　　　　　主催者に帰属し、作品は原則返却しません。返却希望の場合は返送料（切手160円分）を同封してください。
●賞……………特選１点（賞金・記念品）、準特選２点（賞金・記念品）、入選２点・佳作３点（記念品）
　　　　　　　※審査結果は４月末に応募者全員にお知らせします。
＜写真応募・問い合わせ先＞
〒989-0292　白石市大手町1-1　全日本こけしコンクール事務局（白石市役所商工観光課内）☎22-1321

３
５

４ ５
木 金 土



皆さんからのすてきな情報を待っています！Topics まちかど　  ームイン！ズ Topics

クラブの威信をかけて、異種競技
第21回白石市スポーツ少年団交流大会

▲いつもと違う競技にとまどいながらも笑顔で交流

ルールを知り、繰り返し練習を
ベガルタ仙台サッカー＆ルール教室

▲ボールのけり方を教わる子どもたち

100歳おめでとうございます
森
もり

ふさよさんに松竹梅敬老祝金を贈呈

▲家族でふさよさんの誕生日をお祝いしました

月２日から４日までの３日間、「第31回公民館ま
つり」が中央公民館で開催されました。今年のま

つりは発表の部に26団体、展示の部に27団体が参加。
歌や踊りなどのステージ発表、書道や絵画の展示など生
涯学習に取り組む方たちが、東日本大震災に負けず励ん
だ１年の成果を発表しました。１つの趣味や活動が世代
を超えた人の輪を生み出し、参加した皆さんはいきいき
とした表情を見せていました。
　また、３日には、『サザエさん』のマスオさん役でお
なじみの声優・増

ますおか

岡弘
ひろし

さんによる講演会も行われました。

震災に負けず１年の成果を発表！ 世代を超えて人が集まり、笑顔が生まれ、絆が深まる
第31回公民館まつり

１_親子リトミック　２_キッズ・ジュニアエアロビックサークル　３_白石市手をつなぐ育成会「ちゃれんじど」　４_コールリバー　５_白石市地域婦人会おどりサークル

　２月27日、満100歳を迎えた森ふさよさん（清水小路）
を風間市長が訪ね、松竹梅敬老祝金と祝詞を贈呈しまし
た。ふさよさんは柴田町出身で、ご結婚後、家業である
「村田家製菓」を手伝いながら３人の子どもを育て、現
在、孫が７人、ひ孫が９人います。この日は家族が集ま
りふさよさんをお祝い。ふさよさんは長生きの秘

ひ

訣
けつ

を
「暴飲暴食しないことと、毎日の階段の上り下り」と話
し、続けて、「100年は長かった。100歳の誕生日までの
半月、ちゃんと生きていられるか緊張していました」と
冗談を話し笑いを誘う一幕もありました。

　２月19日、「第21回白石市スポーツ少年団交流大会」
がホワイトキューブで開催され、野球や空手道など11団
体・約200人が参加し交流を深めました。大会は、斎川
空手道の村

むらかみゆうせい

上悠晟くんと佐
さ く ま

久間隆
りゅう

喜
き

くんが選手宣誓を行
いスタート。ドッジビーと玉入れの前半２種目は、団の
枠を超えた混成チームで実施。後半の大縄跳びとぞうき
ん掛けリレーは各少年団対抗で行われました。熱戦の結
果、白石空手道と越河少年野球クラブ、白石サンダーズ
が同点で並び、再度、ぞうきん掛けリレーで優勝決定戦
が行われ、越河少年野球クラブが優勝を勝ち取りました。

　２月19日、「ベガルタ仙台サッカー＆ルール教室」が
ホワイトキューブで開催されました。（社）宮城県サッカ
ー協会の阿

あ

部
べ

岩
いわ

雄
お

さんによる「ルール教室」の後、市内
外から参加した小学生約100人がベガルタ仙台のコーチ
からボールのけり方やパスの出し方などの指導を受けま
した。子どもたちは、「ルールを理解して繰り返し練習
してください」といったコーチの話に真剣に耳を傾けて
いました。また、ベガルタ仙台コーチによる「指導者講
習会」も行われ、「戦術の前にボール技術を高める指導
をしてほしい」と保護者たちに話していました。

科学が好きな子どもたちを育てたい
ソニー幼児教育支援プログラムでひかり幼稚園が奨励園入選

▲伊藤執行役員からラジカセを受け取る谷津敬
たか

直
なお

くんと中村美
み

咲
さ

姫
き

ちゃん

　（財）ソニー教育財団が主催する「2011年度ソニー幼
児教育支援プログラム」の奨励園にひかり幼稚園の活動
が選ばれ、３月２日、ソニーセミコンダクタ（株）の伊

い

藤
とう

弘
こうえつ

悦執行役員から賞状と助成金、ソニー製品が同園に贈
呈されました。同財団は、乳幼児期の「科学する心」を
大切と考え教育助成事業を展開。同園では、日常の遊び
で感じる「不思議だな」を大切にした教育を実践し、今
回、かたつむりの観察や泥遊びを通した活動論文が入選
しました。入選のお礼に、園児たちからソニーの皆さん
に「ひなまつり」の歌がプレゼントされました。

「あの日」から１年…
平成24年３月11日　それぞれが１年を振り返り、未来を考えた日

日本大震災から１年となる３月11日、白石市災害
対策本部会議を行い、風間市長をはじめ本部役員

が震災からの１年を総括した後、午後２時46分に黙祷
を捧げました。その日の夕方、すまｉるひろばでは「と
もしび・白石」と題して700個のキャンドルを灯し、追
悼と復興を願うイベントが蔵富人、白石すまｉるプロジ
ェクト、中町ソフトボールの共催で行われました。
　また、姉妹都市である海老名市では白石の物産展が開
催されたほか、白石市支援視察として海老名市民約160
人が来白。市内の温泉旅館への宿泊や小十郎の郷での買
い物などを通して、白石を支援していただきました。
　東京の上野公園では、ライオンズクラブの皆さんが物
産展を開催。すまｉる大使の山崎バニラさんも駆け付け、
復興への支援を呼び掛けました。

１_黙祷を捧げる災害対策本部の皆さん（市役所）
２･３_海老名市視察団の皆さんで黙祷が捧げら
れ、海老名市都市間交流協会の森

もり

田
た

壽
ひさし

副会長から
寄付金が手渡されました（小十郎の郷）　４･５_
被災地への支援を呼び掛ける山崎バニラさんと、
「少しでも支援になれば」と多くのお客さんが来
場した物産展（上野公園）　６･７_キャンドルに
照らされた「3.11」と水の流れを表現したキャン
ドル（すまｉるひろば）

東３
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～あの日、あの時～まちの話題 DiaryDiary

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっきり書き、
〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

応募
方法Arts

　スポーツや芸術で顕著な功績を上げた小中学生をたた
える「平成23年度吉見教育基金顕彰事業顕彰状授与式」
が３月４日、健康センターで行われました。この基金は
平成９年に解散した和洋裁学校「吉見学園」の理事長を
務めていた吉見たけさんから「子どもたちの教育に役立
ててほしい」と、寄付された現金を基に設立。次の小中
学生たちに風間市長から顕彰状が授与されました。
●スポーツ個人　白石第二小 蒲

かばくら

倉麗
れ

恩
おん

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間航
こう

大
た

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間恵
けい

大
た

（空手）、大平小 佐
さ く ま

久間将
しょう

大
た

（空手）

●スポーツ団体　アルバルクキッズ（ドッジボール）代表 佐
さ

藤
とう

芹
せり

奈
な

、

東中男子新体操部代表 大
おおつき

槻真
しんぺい

平、東中女子新体操部代表 安
やす

井
い

佑
ゆ き

季

小中学生11人と４団体を顕彰
吉見教育基金顕彰事業顕彰状授与式

１_県民体育大会空手道競技大会小学５年男子個人組手で優勝した蒲倉くん
２_御礼のあいさつをする大槻くん　３_記念撮影する児童や生徒たち

俳壇選者の遠
えんどう

藤秋
あき

尾
お

先生が退任され、５月号から選者が変わります
　遠藤秋尾先生は、俳誌「蔵王」編集長や宮城県ホトトギス俳句会会長、蔵王句
会会長などの要職を務めながら、平成７年２月号から17年間、広報しろいし市民
文芸の俳壇選者を務められました。このたび、後継者育成の思いから今月号をも
って退任されます。長きにわたり本紙にご尽力いただいたことに、心から御礼申
し上げます。なお、後任については５月号でお知らせします。

【退任のごあいさつ】
　今は亡き鈴木貞二先生より
受け継いだ俳壇選者拝命以来
17余年、このたび退任させ
ていただくことになりまし
た。長い間ありがたく感謝申
し上げます。

●芸術個人　越河小 村
むら

上
かみ

萌
も か

夏（画）、越河小 大
おお

野
の

琉
りゅう

聖
せい

（画）、越河小

大
おお

泉
いずみ

渚
し ょ う

生（画）、福岡小 村
むら

井
い

杜
もり

王
お

（画）、福岡小 武
たけ

田
だ

瑞
みず

生
き

（画）、

深谷小 新
にいやま

山銀
ぎん

哉
や

（画）、福岡中 大
おお

野
の

尚
なお

樹
き

（ポスター）

●芸術団体　白石中吹奏楽部代表 菅
すがわら

原聡
さと

美
み

炭す
み

窯が
ま

に
薪
か
さ
ね
ゆ
く
夫
婦
居
り
里
山
の
二
月
沢
ち

か
き
と
こ
ろ 

後
藤
今
朝
雄

お
だ
や
か
に
暮
ら
さ
る
る
今
か
へ
り
み
れ
ば
苦
渋
も

あ
り
し
傘さ

ん

寿じ
ゅ

と
は
な
る 

八
嶋　

正
子

待
つ
私
待
た
せ
る
あ
な
た
次
回
こ
そ
待
た
そ
う
と
思

い
今
日
も
ま
た
待
つ 

村
上　

英
俊

支
え
ら
れ
て
心
の
傷
の
か
さ
ぶ
た
が
自
然
に
剥
が
れ

る
時
い
つ
か
来
る 

遠
藤　

行
夫

北
風
に
耐
え
て
淡
雪
載
す
る
柿　

来
年
の
み
の
り
願

い
て
仰
ぐ 

日
下
由
美
子

凍
結
の
駅
前
通
り
人
々
は
ペ
ン
ギ
ン
の
よ
う
に
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
く 

佐
藤　

啓
子

わ
が
度
量
弁わ

き
ま

え
も
せ
ず
突
き
進
む
ま
っ
す
ぐ
だ
っ
た

二は

た

ち

十
歳
の
頃
は 

斎
藤　

典
子

八
十
路
坂
の
ぼ
り
つ
む
れ
ば
残
る
み
ち
歩
み
ゆ
る
ゆ

る
往
か
ん
と
思
う 

荒
木
喜
代
子

大
寒
波
し
ば
れ
る
夜
は
ふ
る
さ
と
の
亡
き
母
偲
ぶ
湯

た
ん
ぽ
抱
き
て 

山
田　
　

濱

あ
た
た
か
き
軒
下
に
み
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
よ
ろ
こ
び

の
顔
そ
っ
と
出
だ
し
を
り 

髙
子
た
ち
ば　

　
　

一
首
目
、
雪
も
あ
る
だ
ろ
う
に
、
既
に
働
き
始

め
た
人
た
ち
を
、
静
か
に
写
し
と
っ
て
い
る
。

　

二
首
目
、
結
句
の
詠
嘆
が
生
き
て
、
お
の
ず
と
作

者
の
感
慨
が
伝
わ
っ
て
く
る
。四
句
目
で
切
れ
る
が
、

自
然
な
流
れ
だ
。

　

三
首
目
、
内
容
と
い
う
よ
り
は
、
同
音
の
繰
り
返

し
に
よ
る
リ
ズ
ム
感
の
面
白
さ
。

く
っ
き
り
と
蔵
王
連
峰
鳥
帰
る 

岩
松　

隆
志

青
い
眼
の
兎
悠
悠
春
の
雲 

制
野　

リ
エ

早
春
の
日
差
し
と
共
に
歩
き
け
り 

岩
澤　

伍
峯

春
立
つ
や
青
空
を
行
く
白
い
雲 

髙
子
た
ち
ば　

板
塀
に
猫
の
背
伸
び
や
日
脚
伸の

ぶ 

寺
崎　

悦
子

老
海
女
や
明
日
に
つ
な
げ
る
若
布
干
し 

斎
藤　

典
子

パ
リ
パ
リ
と
凍
て
つ
く
道
を
歩
く
人 

遠
藤　
　

舞

地
震
か
と
紛
う
轟
音
屋
根
雪
崩 

阿
部
は
ぎ
の

豆
ま
き
て
元
気
に
な
る
よ
と
子
に
メ
ー
ル

 

大
庭
美
智
子

一
面
の
雪
に
足
跡
ど
こ
の
ネ
コ 

佐
藤　

啓
子

　
　

一
句
目
、
珍
し
く
晴
れ
た
蔵
王
の
峯
、
帰
り
ゆ

く
白
鳥
か
。

　

二
句
目
、
兎
の
目
の
色
と
春
の
雲
の
取
り
合
わ
せ

が
、
兎
の
動
き
ま
で
も
見
え
て
く
る
句
。

　

三
句
目
、
早
春
の
日
差
し
の
中
を
散
歩
す
る
春
の

喜
び
溢
れ
る
一
句
。

世
の
移
り
変
わ
り
川
柳
映
し
出
す 

大
庭　

良
子

猛
暑
日
を
思
い
出
し
て
る
氷
点
下 

佐
藤　

啓
子

寝
て
食
べ
て
気
が
つ
き
見
れ
ば
は
や
米
寿

 

髙
子
た
ち
ば　

苦
も
楽
も
家
族
で
編
ん
で
ゆ
く
絆 

草
野　
　

清

自
販
機
へ
頭
を
下
げ
て
つ
り
貰
う 

遠
藤　

行
夫

大
寒
の
目
覚
ま
し
抱
え
ま
た
寝
込
み 

斎
藤　

典
子

親
も
子
も
髪
な
び
か
せ
て
寒
立
馬 

寺
崎　

悦
子

春
立
ち
て
日
脚
の
伸
び
を
確
か
め
る 

阿
部
み
さ
子

住
所
録
永
久
居
住
地
無
き
被
災 

阿
部
は
ぎ
の

洗
車
し
て
氷
の
ワ
ッ
ク
ス
光
っ
て
る 

木
村　

貞
雄

　
　

一
句
目
、
歌
は
世
に
連
れ
世
は
歌
に
連
れ
と
言

う
が
、
川
柳
も
ま
た
世
相
を
映
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

人
生
の
機
微
、
喜
怒
哀
楽
。
映
し
て
止
ま
ぬ
十
七
字
。

　

二
句
目
、
異
常
寒
波
が
続
く
今
年
の
冬
。
雪
と
寒

さ
に
悲
鳴
が
上
が
る
。
こ
れ
が
温
暖
化
の
地
球
か
。

気
ま
ぐ
れ
な
天
気
と
人
間
の
非
力
さ
を
思
い
知
る
。

　

三
句
目
、
人
生
を
ひ
た
す
ら
歩
み
、
振
り
返
れ
ば

遙
か
な
足
跡
だ
け
が
残
る
。
満
ち
足
り
た
思
い
を
詠

ん
だ
達
観
の
句
。
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
。

市
民
文
芸

評 評

評
歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

俳　

壇

遠　

藤　

秋　

尾　

選

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

上）不忘園で芸能を披露する「芸能ボランティア白石」
　の皆さん（平成23年12月７日）

左）フラダンスの部の皆さん。フラダンスに限らず、さ
　まざまな踊りに挑戦しています

やる気応援事業補助金活用団体

芸能ボランティア白石
出演依頼や一緒に活動したい方は「芸能ボランティア白石」（会長 佐

さ

藤
とう

  弘
ひろし

  ☎24-5793）まで

　
「
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
白
石
」
は
、
市
内

の
有
志
の
方
々
が
集
ま
り
平
成
21
年
８
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
団
体
は
、
福
祉
施
設

の
慰
問
や
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
能
を
披
露
す
る
「
芸
能

出
前
活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
同
士

の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
、「
よ
り
よ
い
芸
能

を
届
け
た
い
」
と
日
々
練
習
に
励
み
、
毎
月

の
よ
う
に
出
前
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
法
被
と
花
笠
の
ス
テ
ー

ジ
衣
装
の
購
入
費
用
に
補
助
金
を
活
用
し
、

新
し
い
芸
能
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
依
頼
は
も
ち
ろ

ん
、
興
味
の
あ
る
方
や
一
緒
に
活
動
し
た
い

方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
活
動
部
門
：
謡
曲
、
民
謡
、
舞
踊
、
歌
謡
、

伴
奏
、
手
品
、
尺
八
、
昔
話
・
紙
切
師
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
童
謡

●問い合わせ先・相談窓口　企画情報課　☎22-1324　　http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/kikaku/index.html

平成24年度白石市地域コミュニティ育成支援
（やる気応援）事業補助金の交付団体を募集します

　地域づくりに取り組む小規模な市民団体を支援する
ための補助金です。
●対象団体（次の事項にすべて該当すること）
①恒常的にコミュニティ活動に貢献が期待できる団体
②営利や宗教・政治活動を目的としない団体
③構成員５人以上を有する市内の小規模な団体
④上部組織の傘下にない、組織されて５年未満の団体
※設立５年以上の団体が新たな事業を取り組む場合は、
対象となることがあります。
●補助金額　10万円以内（対象事業費の２分の１以内）
●補助期間　原則３年間
●申請期限　平成24年６月22日（金）
※申請書は企画情報課（市役所２階）にあります。市ホ
ームページからもダウンロードできます。

コミュニティ（宝くじ）助成事業を
ご活用ください

　財団法人自治総合センターでは、コミュニティ
の健全な発展と宝くじの社会貢献広報を図るた
め、自治会などが行うコミュニティ活動に対し
助成を行っています。活用を検討される際はご
相談ください。
①一般コミュニティ助成事業
　自治会での活動で恒常的に活用する備品が対
象です。
例みこし、テント、法被、太鼓の修繕など
●助成額　100万円から250万円まで
②コミュニティセンター助成事業
　自治会の集会所などの新築が対象です。
●助成額　上限1,500万円
※対象事業費の５分の３以内となります。
③青少年健全育成助成事業
　小中学生の健全育成に資するソフト事業が対
象です。親子参加型の事業が優先となります。
例スポーツやレクリエーション活動、キャンプ
　や自然体験の開催費用など
●助成額　30万円から100万円まで
④自主防災組織育成助成事業
　自主防災組織が行う防災活動や被災による被
害軽減活動の備品が対象です。
例担架、簡易トイレ、発電機など
●助成額　20万円から200万円まで
※事業内容により助成額が異なります。

し
ろ
い
し

や
る
気
通
信

1

2 3
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Library News
※ファミリー・サポート・センターや子育て支援センターなどの子育て情報
を30ページに掲載しています。Monthly News■市内施設のなるほどイベント情報

１ 情報センター「アテネ」
 http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/athens/

開館時間　火～日曜日　9:00 ～ 17:00
休館日　２・６・９・16・23・29・30日
☎22-1500　　22-1502FAX

２ 古典芸能伝承の館「碧水園」 ４月の休館日  ２･９･16･23日
☎・　 25-7949FAX

３ ふれあいプラザ
土・日・祝日も開館しています! 開館時間　8:30～17:15

（土・日・祝　10:00 ～16:00）

４ 弥治郎こけし村 開村時間　9:00～17:00
☎26-3993

５ 材木岩公園内
　「検断屋敷｣ など

７ 片倉家中武家屋敷
　「旧小関家｣

開館時間　火・金・土・日曜日　9:00～ 17:00
　　　　　水・木曜日　9:00～ 19:00
　　　　　４月から水・木曜日の延長開館を行います

４月の休館日　２・６（館内整理日）・９・16・23・29・30日　☎26-3004　　26-3505
 http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/section/toshokan/

FAX

８ 図書館

９ いきいきプラザ 休館日　２・９・16・23 日
☎ 22-1635　　22-1636FAX

６ スパッシュランドしろいし
☎29-2326　　29-2328FAX

図 書 館 ひ ろ ば
今月のおすすめの本

一般書

児童書

■伝説の灘校教師が教える一生役立つ学ぶ力
　橋

はしもと

本　武
たけし

 著　日本実業出版社
　すぐ役立つことは、すぐ役
立たなくなる。もっと横道に
それてみよう…。小説「銀の
匙
さじ

」１冊を３年間読み込む授
業を通して、教え子たちに本
当に伝えたかったこととは
…。東大合格日本一に導いた
著者の注目の１冊です。

■東京スカイツリー物語　東京スカイツリー公認
　松

まつ

瀬
せ

　学
まなぶ

　著　ベストセラーズ
　最先端の技術と多くの人間
の心、時代の夢を背負ったプ
ロジェクト、東京スカイツリ
ー。その建設に賭けた人々の
夢、秘話、634㍍に挑んだ11
人の記録です。 

■ガーデニング植物誌
　大

おお

場
ば

　秀
ひで

章
あき

　著　八坂書房
　海を渡って国際的な園芸
植物へと発展した日本のツ
バキやアジサイ、緑のカーテ
ンとして植えられるアサガ
オやニガウリなど63項目を
収載。植物文化史の第一人者
が、園芸化の歴史やエピソー
ドを図版とともに伝えます。

■スティーブ・ジョブズ
　パム・ポラック　ほか著　　ポプラ社
　始まりは、友だちとつくっ
た１台のコンピューターから
だった。夢に向かって走り続
け、先進的な商品を世の中
に送り出した、スティーブ・
ジョブズの分かりやすい伝記
です。

■商人とオウム　ペルシャのおはなし
ルーミー原作　ミーナ・ジャバアービン
文　ブルース・ホワットリー　絵　光村
教育図書　
　オウムのおかげでお金持
ちになったペルシャの商人
は、オウムを故郷のインドの
森へ帰してくれません。そこ
で、オウムは知恵をしぼり
…。13世紀のペルシャの詩人
ルーミーの詩をもとにした
お話。異国情緒あふれる挿絵
も魅力的な絵本です。

役
に
の

ズ
間
プ

芸
ツ
テ
ガ

っ
ら
続
中

人
の

　巡回日は、行事の事情で変更にな
ることがあります。
　毎月発行の「としょかんだより」

や図書館ホームページでご確認いた
だくか、図書館にお問い合わせくだ
さい。

■移動図書館車「こまくさ号」をご利用ください（貸出期間は次の巡回日までの約１カ月）

番号 雑誌タイトル 番号 雑誌タイトル
1 ＢＥーＰＡＬ 27 住まいの設計
2 ＥＳＳＥ エッセ 28 スクリーン
3 ＧＬＯＷ（グロウ） 29 仙台経済界
4 ＭＯＥ（モエ） 30 仙台闊歩
5 ＮＨＫきょうの料理 31 ダ・ヴィンチ
6 ＮＨＫすてきにハンドメイド 32 たまごクラブ
7 ＮＨＫ趣味の園芸 33 中央公論
8 ＮＨＫきょうの健康 34 日経ＰＣビギナーズ
9 ｎｏｎ・ｎｏ 35 日経ＷＯＭＡＮ
10 Sport ｓ・Graphic・Number 36 日経エンタテインメント！
11 S-style せんだいタウン情報 37 日経トレンディ
12 Ｗｉｔｈ 38 日経ヘルス
13 ＢＩＳＥＳ　ビズ 39 俳句界
14 Ｎｅｗｔｏｎ 40 ピチレモン
15 オレンジページ 41 ひよこクラブ
16 関東・東北じゃらん 42 プレジデント
17 クーヨン 43 婦人公論
18 クロワッサン 44 武道
19 暮らしの手帖 45 文藝春秋
20 月刊かがくのとも 46 ベストカー
21 ゲイナー 47 ミセス
22 芸術新潮 48 文字の大きな時刻表
23 現代農業 49 山と渓谷
24 こどものとも 0.1.2 50 りらく
25 小説新潮 51 歴史読本
26 週刊文春

■利用者カードを作ろう！

■平成24年度購入雑誌のお知らせ

　運転免許証など住所、氏名、生年
月日が確認できるものをご持参くだ
さい。お子さんも、保険証または学
校の名札で、利用者カードが作れま

す（名札の裏面に住所、氏名、保護
者名、電話番号の記載が必要）。
※小学３年生以下は、保護者の同意
が必要です。

　ガーデニングやインテリア、文芸、
地域情報誌など、下記の雑誌があり
ます。
●最新号は館内閲覧です。次の号が
届いたら、８日間貸し出せます。

●バックナンバーが貸出中の時は、
予約することができます。
●一覧表にない雑誌は、県内の公立
図書館から借り受けます。お問い合
わせください（最新号を除く）。

●日時　４月29日（祝）　10:30 ～
●内容　紙ヒコーキ飛ばしやだるま落
とし、もちつき、こいのぼり掲揚など。
※不用のこいのぼりをご寄贈ください。
　問小原公民館　☎29-2031
　　　　　　　　
●営業時間　9:00 ～ 16:00

　季節限定の「寒ざらしそば」をご
賞味ください。
●営業時間　11:00 ～ 15:00
　　　　　　（毎週水曜日定休）

問検断屋敷　☎ 29-2760
開館時間　9:00 ～ 16:30
■第９回春の検断屋敷まつり

■「材木岩売店」

■「そば処小原なごみ茶屋」

　端午の節句にちなんだ五月人形
やのぼりを展示します。
●日時　４月21日（土）～５月６日（日）
　　　　9:00 ～ 17:00

■武家屋敷催事　端午の節句展

　こけしの絵付け体験ができます。
■こけしの絵付け体験実施中！

休館日　４・11・18・25日 　自分だけのオリジナルこけしを描
いてみませんか？　ぜひ、お越しく
ださい。
●絵付け料　600円（木地代を含む）

入村無料

入場無料

■ふれあいミニ展示

「いちご会（トールペイント）作品展」
　心を癒やす、やわらかいタッチの

●申込締め切り日
・４月分：４月10日（火）
・５月分：５月10日（木）
●会場　アテネ１階講習会場
●申し込み方法　アテネ備え付けの
申込用紙で、各締め切り日までにお
申し込みください（はがき・ファク
ス可。氏名・住所・電話番号・コー
ス名・受講月日をご記入ください）。
※申込用紙はアテネホームページか
らダウンロードできます。

■パソコン講習会 パソコン講習会　４月・５月日程表
コース名・時間 ４月 ５月 定員・受講料 テキスト代 内　　容

ゆっくりコース
（２日×６時間）

9:30
～
16:30

19（木）
～

20（金）

26（土）
～

27（日）
10人 2,000円 1,000円

パソコン初心者向けのコースです。マ
ウス・キーボードの操作、文字入力・
インターネット・電子メールなどのパ
ソコンの基本操作を学びます。
※２日連続のコースです。

Word2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

21（土） 24（木） 10人 2,000円 1,200円
Word2007の基本操作
※ゆっくりコース終了程度の方が対
象です。

Excel2007コース
（６時間）

9:30
～
16:30

22（日） 25（金） 10人 2,000円 1,200円
Excel2007の基本操作
※ゆっくりコース終了程度の方が対
象です。

色使い、花やかわいいデザインの作
品の数々を展示します。
●展示期間　４月30日（月）まで
●展示場所　１階図書コーナー

ふれあいプラザ事務室　
☎22-6025　　22-6027
男女共同参画相談支援センター　
☎22-6035　　22-6037
ファミリー･サポート･センター　☎・　 25-5488FAX

FAX

FAX

博物館建設準備室（中央公民館内）
☎22-1343　　 26-2453FAX

武家屋敷催事「端午の節句展」  無料入場券（家族・グループ可）
 ４月21日（土）～５月６日（日）まで

■平成24年度碧水園主催講座受講生募集

休館日　４・11・18・25日
開館時間　10:00 ～ 20:00
（土・日・祝日　10:00 ～ 17:00）

　受講生を募集しています。詳しく
はお問い合わせください。

■水泳教室・ヨガ教室受講者募集

「五月人形作り」
　壁掛けの「五月人形」を和紙で作ります。
●日時　４月21日（土） 10:00～12:00
●持参する物　はさみ、のり、ものさし

■定期リサイクル教室（定員20人） ●講師　樋
ひ

口
ぐち

洋
よう

画
が

子
こ

さん
●材料費　実費
●申込受付開始日　４月３日（火）

●日時　４月28日（土） 8:30～12:00

白石城で「日本サクラソウ展」を開催します
●日時　５月３日（祝）～５月５日（祝）　9:00～16:00 
●場所　白石城大手門前展示場　　　問白石城管理事務所　☎24-3030

■フリーマーケット（第４土曜日）

28Shiroishi_H24.429 Shiroishi_H24.4

●申込締め切り日　４月15日（日）
●受講料　無料（教材費などは各自負担）
■碧水園主催講座

講座名 開催日（平成24年５月から平成25年３月まで）
子ども日本舞踊講座 第１・第３土曜日 11:00 ～ 12:00（対象：３歳～中学生）
琴講座 第２木曜日 13:00 ～ 15:00、第３土曜日 19:00 ～ 21:00
尺八講座 第１水・土曜日 13:00 ～ 15:00
茶事の基礎講座 第２・第４木曜日 10:00 ～ 12:00
香道講座 第１・第３木曜日 10:00 ～ 12:00　

茶道裏千家子ども教室 ６月～１月（第２・第４土曜日） 10:00 ～ 11:30
（対象：５歳～小学６年生）

子ども能楽教室 月２回12:00 ～ 13:00（対象：５歳～中学生）
江戸千家茶道講座 月３回水曜日 18:00 ～ 21:00

■市民講座
講座名 開催日（平成24年５月から平成25年３月まで）

高砂を謡う会 第２・第４金曜日 18:30 ～ 20:30

●申し込み方法  直接来館または電
話でお申し込みください。
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だ液は、歯を守る強い味方です
　だ液には、溶けた歯の表面を修復す
る働きがあります。これを「再石灰化」
と言います。また、だ液には食べかす
を洗い流したり、酸を中和したりする
働きもあります。
　だらだらと甘い物などを食べている
と、歯を修復する時間が取れません。
時間を決めて、よくかんで食べる習慣
を心掛け、だ液の分泌量を増やして歯の再石灰化を促しましょう。

●お子さんとお母さんの健診と相談　（場所：健康センター）

内　　　容 4月分 5月分 受付時間月日 対象者 月日 対象者
4カ月児健診 4月25日（水） 平成23年12月生まれの方 5月23日（水） 平成24年  1月生まれの方 13:00～13:10
6カ月児育児相談 4月27日（金） 平成23年10月生まれの方 5月25日（金） 平成23年11月生まれの方   9:20～  9:30
1歳6カ月児健診 4月26日（木） 平成22年  9月生まれの方 5月24日（木） 平成22年10月生まれの方 13:00～13:10

2歳6カ月児親子歯科健診 4月27日（金） 平成21年10月生まれの方 5月25日（金） 平成21年11月生まれの方 13:00～13:10
3歳6カ月児健診 4月24日（火） 平成20年10月生まれの方 5月22日（火） 平成20年11月生まれの方 13:00～13:10

乳幼児相談 4月  5日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとそのご家族の方 5月10日（木）乳幼児～未就学児のお子さんとそのご家族の方   9:15～  9:45

妊婦歯科健診 6月5日（火） に、「妊婦さんと赤ちゃんのサロン」と合わせて行います。
※「乳幼児健診」は個人に通知しませんので、広報しろいしをご覧の上、母子健康手帳・問診票・バスタオルを持参しておいでください。
　また、当日、都合の悪い場合は翌月に受診できますので、ご連絡ください。

●妊婦さんと赤ちゃんのサロン　（場所：健康センター）
　助産師や保健師、栄養士とお話をしながら過ごすサロンです。

月　日 テ　ー　マ 主担当 対　　象 受付時間 サロン
４月10日（火） 赤ちゃんのいる暮らし 助産師 妊婦さんや、4カ月健康診査前

のお子さんとそのご家族の方 9:20 ～9:30 10:00 ～11:30５月 ８日（火） 離乳食にも使える、ママの食事 栄養士

●ポリオ（経口生ポリオワクチン）予防接種を実施します　（場所：健康センター）
種　類 実施日 受付時間 対象者 持参する物

ポリオ（２回目） ５月 ９日（水） 13:30～14:30 生後3カ月～90カ月未満の方 母子健康手帳と予診票ポリオ（１回目） ５月17日（木）
※対象者の方で指定日に都合が悪い場合は、別の実施日に接種を受けることができます（○健康推進課　☎22-1362）。

歯の成分が
溶け出す

歯の成分がもどる
（再石灰化）

象牙質
エナメル質

酸
だ液

●予防接種を受けましょう！
　麻

ま

しんの国内完全排除を目指し、平成20年度から平成24年度まで、麻しん・風しん混合予防接種に第3期（中学1年生相当）と第4期（高校
3年生相当）を追加しています。次の方には、4月末までに通知書をお送りしますので、平成25年3月30日（土）までに必ず接種されますよ
うお願いします。接種費用が無料になる委託書と予診票をお持ちでない場合は、健康推進課（☎22-1362）までご連絡ください。
①ジフテリア・破傷風混合予防接種第2期　対象者：小学6年生（平成12年4月2日～平成13年4月1日生まれ）
②麻しん・風しん混合予防接種第2期　　　対象者：小学校就学前1年（平成18年4月2日～平成19年4月1日生まれ）
③麻しん・風しん混合予防接種第3期　　　対象者：中学1年生相当（平成11年4月2日～平成12年4月1日生まれ）
④麻しん・風しん混合予防接種第4期　　　対象者：高校3年生相当（平成6年4月2日～平成7年4月1日生まれ） 

虫歯を予防しよう！
　虫歯は食生活習慣病です。乳歯が虫
歯になると、うまくかめなかったり、
飲み込めなかったり、発音や永久歯の
歯並びにも影響を与えたります。
　子どもは自分で歯を管理できませ
ん。規則正しい食生活と仕上げ磨きで
虫歯を予防しましょう。また、虫歯が
できたら早めに治療しましょう。

問健康推進課　☎22-1362

※母子健康手帳は、健康推進課窓口で随時交付しています（開庁日の8:30～17:15）。

【２月14日の３歳６カ月児健診を受診した子どもたち】

■「ベビーマッサージ」参加者募集！
　ママと赤ちゃんのスキンシップ！
母乳や育児のことでお困りの方も、
ぜひどうぞ。
●対象　生後２～６カ月ごろまで
●講師　助産師　岩

いわ

佐
さ

あけみさん
　（母乳育児相談室マミーぱい×２）
●日時　４月26日（木） 10:00 ～ 11:30
●場所　ふれあいプラザ和室
●定員　10組（申し込み順）
●参加費　100円（オイル代）
●持ち物　バスタオルなど
●申込受付開始日　４月４日（水）
■「イクジイ・イクバア養成講座」
 　　　受講者募集！

　定年退職などで仕事を辞めた方や
子育てに一段落した方などで、子育
て支援に関心をお持ちの方ならどな

たでもご参加ください。
●講師　志

し が

賀智
ち え こ

恵子さん
●開催日（全５回）
４月24日（火）、５月８日（火）・24日
（木）・30日（水）、６月５日（火）
●時間　10:00 ～ 12:00
●場所　ふれあいプラザ
●定員　10人（申し込み順）
●申込受付開始日　４月４日（水）
■「あいあいらんど」開催！

　手遊びをしたり体を動かしたりし
て楽しく遊びましょう。保護者の
方々の交流の場にもなっています。
おじいさんやおばあさんもお越しく
ださい。
●対象　就園前のお子さんと保護者
●日時　４月25日（水） 10:00 ～ 11:30
●場所　大平公民館

●持ち物　室内靴（親子とも）
※参加を希望される方は、会場に 
直接お越しください。
■  支援センターの子育てサークル
　  ４月・５月の開催日のお知らせ

①ニコニコるーむ（0～ 6カ月児）
　４月16日（月）、５月14日（月）
②ハイハイるーむ（7～ 11カ月児）
　４月11日（水）、５月２日（水）
③ヨチヨチるーむ（１歳児）
　４月18日（水）、５月９日（水）
④ランランるーむ（２歳児）　
　４月12日（木）、５月11日（金）
⑤ルンルンるーむ（３歳児以上）　　
　４月19日（木）、５月17日（木）
●時間（共通）　10:00 ～ 11:30
●場所（共通）　ふれあいプラザ
※詳しくはお問い合わせください。

■  ファミサポ会員随時募集中
　新入学・入園になるお子さんをお
持ちの方で、仕事の時間の都合で朝
の送りや帰りの迎えに間に合わない
など、お困りの方はファミリーサポ
ートセンター（ファミサポ）にお問い

合わせください。利用には事前の入
会手続きが必要です。詳しくはファ
ミサポ（ふれあいプラザ内）までお電
話ください。子どもが好きで、あい
ている時間に子育て支援ができる方
（提供会員）も募集しています。また、

友達や知り合いの方でサポート活動
にご協力をお願いできる方がいまし
たらご紹介ください。

実際に依頼している会員さんの声を紹介します
　２人目を妊娠した時、事情があり夫と自分の両親に頼れない状況でしたが、
受診時や具合の悪い時、２歳の娘を快く預かっていただきました。現在も２
人同時に預かっていただき、とても大切に接してもらって心から感謝してい
ます。子育て中は、子どもも自分も急な体調不良に陥りやすく、ちょっとし
た時間の確保も困難に感じていましたが、会員さんのおかげで抱え込んで動
けない状況を何度か助けていただきました。本当に心の支えです。

４月のおはなしひろば

●開催日　４月12日（木）
●時間　11:00および15:30の２回
※４月20日（金）15:30から、「子ども
読書の日」記念のおはなしひろば
を開催します。
●場所　アテネ２階絵本コーナー
●内容　紙芝居や絵本の読み聞かせ
問図書館　☎26-3004

人形劇を通して「支え合いの心」を学ぶ
平成23年度人権啓発活動　人形劇鑑賞会

　２月10日、人形劇を通して子どもたちに助け合いや支え
合いの心を育んでほしいと、「人形劇鑑賞会」がふれあいプ
ラザで開催されました。鑑賞会には幼稚園児や親子連れな
ど約150人が参加。（有）劇団小さいお城による「長靴を履
いた猫」「のったりろったり」が演じられました。劇では、
些
さ

細
さい

なことでけんかしてしまった友達同士が、次第に相手
の気持ちを思いやる心が生まれ仲直りしていく姿が、ユー
モアを織り交ぜて演じられるなど、子どもたちは人形劇の
世界に引き込まれ、自然と人権尊重の心を学んでいました。 ▲ユーモアたっぷりの人形劇に笑顔を見せる園児たち

武家屋敷催事「端午の節句展」  無料入場券

問

Healthy PlazaHealthy Plaza
子育てメール相談（担当：子ども家庭課）
メールで子育て相談ができます。気軽にご相談ください。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp

子育てメール相談（担当：子ども家庭課）
メールで子育て相談ができます。気軽にご相談ください。
●メールアドレス　kodomo@city.shiroishi.miyagi.jp Child Service子育て情報

参加無料

地域子育て支援センター「あいあい」●開館日　月～金　8:30 ～ 17:15
問ふれあいプラザ内　☎ 22-6025　　22-6027
　Ｅメールアドレス　kosodate@city.shiroishi.miyagi.jp※子育てに関する相談を随時受け付けています。気軽にご相談ください。

FAX

参加無料

参加無料

ファミリー・サポート・センター
●受付時間　月～金　9:00～17:00（ふれあいプラザ内）
問ふれあいプラザ内　☎・    25-5488
　Ｅメールアドレス　famisapo@city.shiroishi.miyagi.jp

FAX
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生活習慣病
予防のための ヘ ル シ ー ク ッ キ ン グ

しっかり食べよう朝ごはん

リンゴ……………１個

白ワイン……大さじ２

レモン汁……小さじ２

砂糖…………大さじ２

水…………………適量

シナモン…………少々

材料（４人分）

エネルギー72kcal/たんぱく質0.1g/塩分0.0g

リンゴの
コンポート

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
白
石

白
石
地
区
の
皆
さ
ん

〈
作
り
方
〉

❶
リ
ン
ゴ
は
皮
を
む
き
、
芯
を

取
り
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ

の
角
切
り
に
す
る
。

❷
鍋
に
白
ワ
イ
ン
、
レ
モ
ン

汁
、
砂
糖
を
入
れ
、
リ
ン
ゴ

を
並
べ
て
ヒ
タ
ヒ
タ
に
な
る

ま
で
水
を
入
れ
る
。

❸
リ
ン
ゴ
に
火
が
通
る
ま
で
、

ア
ク
を
取
り
な
が
ら
煮
る
。

❹
器
に
盛
り
、
シ
ナ
モ
ン
を
振

れ
ば
出
来
上
が
り
。

そのまま食べるだけでなく、
ヨーグルトなどに入れても

おいしいです。

し
ん

●こころの保健事業
事業名 対　象　者 内　　　容 相談日時

精神科医による個別相談こころの相談
もの忘れ相談

心の健康問題を抱える方や、もの忘れ・認
知症の疑いのある方およびその家族

4月 4日（水）13:00～15:00
5月 2日（水）13:00～15:00

※相談を受ける方は、事前予約が必要です。ご利用の方は健康推進課（☎22-1362）にお問い合わせください。

※平成24年4月以降、「こころの相談」と「もの忘れ相談」は同時開催となります。 （場所：健康センター）

※相談を受ける方は、事前予約が必要です。ご利用の方は仙南保健福祉事務所　母子障害班（☎0224-53-3132）にお問い合わせください。

●仙南保健福祉事務所からのお知らせ
事業名 対　象　者 内　　　容 相談日時

相談員による個別相談アルコール専門相談

思春期の心の問題を抱えた本人およびその
家族や関係者、ひきこもりの状態の本人お
よびその家族や関係者

アルコールの問題を抱えている本人および
その家族

相談員によるカウンセリング
または、精神科医による相談
（診察）

思春期・ひきこもり
専門相談

（場所：仙南保健福祉事務所） ※○印は精神科医による相談

●平成24年度も各種予防接種費用の助成を継続実施します

【ヒブワクチン予防接種】→該当する方には、新生児訪問の際、委託書と予診票をお渡ししています。
●対象者　生後2カ月以上5歳未満の乳幼児
●接種回数　生後2カ月から7カ月未満は計4回（4～8週間間隔で3回、おおむね1年後に1回）、生後7カ月から1歳未満は計3回
（4～8週間間隔で2回、おおむね1年後に1回）、1歳から5歳未満は1回。
【小児用肺炎球菌ワクチン予防接種】→該当する方には、新生児訪問の際、委託書と予診票をお渡ししています。
●対象者　生後2カ月以上5歳未満の乳幼児
●接種回数　生後2カ月から7カ月未満は計4回（27日間以上の間隔で3回、60日間以上の間隔で1回）、生後7カ月から12カ歳未
満は計3回（27日間以上の間隔で2回、60日間以上の間隔で1回）、生後12カ月から24カ月（2歳）未満は計2回（60日間以上の間隔
で1回）、2歳から5歳未満は1回。
【子宮頸がんワクチン予防接種】→該当する方には､昨年､委託書と予診票をお送りしています（新中学1年生は4月に郵送）。
●対象者　中学1年生から高校1年生相当の女性
●接種回数　計3回。初回接種から1カ月後または2カ月後に2回目、6カ月後に3回目を接種することが望ましいとされていま
す。3回接種を行わないと効果がありません。接種を終えるまで、最低6カ月かかります。なお、現在、高校2年生相当の方（平
成７年４月２日～平成８年４月１日生まれ）は、本年３月31日（土）までに接種を開始した場合のみ、４月以降も助成の対象とな
ります。
※いずれの予防接種も、実施医療機関を委託書裏面に記載しています（事前予約要）。委託書、予診票、母子健康手帳を持参の
上、各医療機関で接種してください。委託書と予診票を紛失した場合は再発行しますので、健康推進課（☎22-1362）までご
連絡ください。

～申込用紙が送られた世帯はすべて、期限までに必ずご提出ください～
　本年度も、各種検診の申し込みを一括して行います。
　４月末までに、申込用紙を各世帯にお送りしますので、「申し込む・申し込まない」にかかわらず、必要事項をご記入の上、
５月11日（金）までに返信用封筒で郵送するか、または直接、健康推進課（健康センター1階）に提出してください。 

●４月末までに、市内全世帯へ各種検診の申込用紙をお送りします

4月12日（木）13:00～15:00
4月26日（木）13:00～15:00
5月17日（木）13:00～15:00○
5月24日（木）13:00～15:00

4月19日（木）13:00～15:00
5月10日（木）13:00～15:00
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Healthy PlazaHealthy Plaza健康ひろば ※問い合わせ先
　健康推進課　☎22-1362
　（健康センター内）

健
康
一
口
メ
モ

公立刈田綜合病院

　

男
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悪
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ゅ
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う
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で
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最
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増
加
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向
の
著
し
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ん
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液
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Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
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発
見
さ
れ

る
前
立
腺
が
ん
は
、
早
期
が

ん
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

早
期
が
ん
で
あ
れ
ば
、
根
治

（
完
全
に
が
ん
を
治
す
こ
と
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可
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で
、
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ら
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ま
た
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ご
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
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や
将
来
設
計
に
合
わ
せ
た
治

療
の
選
択
肢
が
豊
富
に
あ
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ま
す
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反
対
に
、
既
に
転
移
し
て

い
る
進
行
が
ん
は
、
治
療
法

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
選
択

の
幅
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
転
移
が
ん
は
早
期
が
ん

に
比
べ
て
、「
何
度
も
入
院
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必
要
で
あ
る
た
め
入
院
費
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高
額
に
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る
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ん
剤
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鎮
痛
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め
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麻
薬
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薬
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が
高
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転
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そ
し
て
、
転
移
が
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根

治
で
き
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
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早
期
が
ん
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進
行
が
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き
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が
、
転
移
が

ん
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高
額
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医
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費
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費
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し
て
も
、
治
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
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Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
受
け
て
、

前
立
腺
が
ん
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
、
あ
る
い
は
早
期

に
診
断
し
て
治
療
法
を
選
ぶ

の
が
賢
い
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。

「
前
立
腺
が
ん
検
診（
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
診
）の
勧
め
―
50
歳
を
過

ぎ
た
ら
一
度
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
―
」

そこが知りたい
国保･後期高齢者医療
■東日本大震災で被災された方へ
～医療費の免除期間が延長されました～
　東日本大震災で被災し、医療費の免
除証明書を交付された方は、３月１日
以降も、引き続き医療機関などでの窓
口負担が免除されます。
※有効期限が「平成24年２月29日ま
で」と記載されている免除証明書
は、引き続き使用できます。

●対象者
①東京電力福島原発事故による警戒区
域などのすべての住民の方（震災発
生後、他市町村へ転出した方を含む）

②住家の全半壊などにより、一部負担
金等免除証明書を交付された国民健
康保険、後期高齢者医療制度の被保
険者

※その他の医療保険にご加入の方は、
引き続き窓口負担が免除される場合
があります。詳しくは、加入の保険
者へお問い合わせください。

●免除の期限
①平成25年２月28日
②平成24年９月30日
※入院時食事療養費、針灸マッサージ、
治療用補装具などの自己負担免除
は、平成24年２月29日までの分が
免除対象となります。

問 健康推進課　☎22-1362

●休日当番医･調剤薬局
月　日 内　　科 外　　科 調剤薬局

４月１日 三浦内科胃腸科クリニック
☎25-6854

公立刈田綜合病院
☎25-2145

４月８日 海上内科医院
☎25-1501

公立刈田綜合病院
☎25-2145

フレンド薬局白石
☎24-2119
伊新薬局
☎26-2593

４月15日 水野内科クリニック
☎25-2736

おおはし整形外科
☎22-2888

エルム調剤薬局
☎25-1680
高木薬局
☎25-2320

４月22日 梅津内科医院
☎24-3571

大泉記念病院
☎22-2111

フジ薬局
☎24-3355
宮調剤薬局
☎24-3113

４月29日
引地泌尿器科･内科
クリニック
☎26-2823

加藤整形外科小児科医院
☎26-2653

さんた薬局
☎26-3376

サンコウ調剤薬局
☎24-2523

４月30日 塚本内科消化器科
☎26-1026

橋本整形外科医院
☎25-1616

あさひ薬局
☎22-5040

５月３日 やまきクリニック
☎26-3888

さたけ整形外科（蔵王町円田）
☎33-4855

うさぎ薬局
☎26-3557

５月４日 佐藤医院（蔵王町宮）
☎32-2002

こまつ外科･内科
クリニック
☎22-2115

四ツ目屋薬局（蔵王町宮）
☎32-3360

蔵王ヘルスマート薬局（蔵王町宮）
☎32-4550

けやき薬局白石店
☎26-1160

５月５日 内方医院（蔵王町宮）
☎32-2101

おおはし整形外科
☎22-2888

にしうら薬局（蔵王町宮）
☎32-3020
高木薬局
☎25-2320

５月６日 柿崎小児科
☎25-2210

公立刈田綜合病院
☎25-2145

※歯科は毎回、白石市歯科休日診療所（健康センター2階、☎25-4744）になります。

●４月･５月の献血実施予定
場　　　　所 日　　　時 種　類

ジャスト白石店（セラビ白石内） ４月21日（土）10:00～12:00および13:00～16:30 全　血
ホワイトキューブ（全日本こけしコンクール会場内） ５月 ３日（祝）10:00～12:00および13:00～16:00 全　血

（泌尿器科）森
もり

 偉
い

久
く

夫
お



Information Express

●対象者　市内に１年以上居住する
方のお子さんで、高校以上の学校や
これと同等の学校に在学する学生。
学術優秀で心身ともに健全で、経済
的な事情で学資支弁が困難な方（所
得制限あり）。
●募集区分・定員・貸付金額
・大学・短大など（５人程度）
　月額25,000円
・高校（５人程度） 月額15,000円
※ほかの奨学金を受けている方は申
請できません。定員は応募状況に
より変更する場合があります。
●申し込み方法　申請書に必要事項
を記入し、①学校長の推薦書、②在
学証明書、③成績証明書を添えて申
請してください（①②は４月１日以
降発行のもの）。
※郵送不可。申請用紙は教育委員会
で直接受け取るか、市ホームペー
ジからダウンロードしてください。
●申込締め切り日　４月27日（金）
●貸付金の償還　
　貸付終了の６カ月後から、貸付期
間の２倍に相当する期間で、月賦均
等償還（無利子）。
※繰り上げ償還も可
●申し込み・問い合わせ先
管理課　☎22-1341

　防衛省では、自衛隊幹部候補生を
募集しています。幹部自衛官は陸・
海・空自衛隊の重要なポジションで
活躍します。
●受験資格
①幹部候補生：４月１日現在、20
歳以上 28 歳未満の方（22 歳未満は
大学卒・見込み、26 歳以上は大学
院修士課修了・見込みの方）
②医科・歯科幹部：医師・歯科医師
の免許取得者
●申し込み・問い合わせ先
自衛隊宮城地方協力本部大河原地域
事務所　☎ 0224-53-2185

●受験資格
・昭和57年４月２日～平成３年４月
１日生まれの者

・平成３年４月２日以降生まれの者
で次に掲げる者
①大学を卒業または平成25年３月
までに大学を卒業する見込みの者
②人事院が①に掲げる者と同様の資
格があると認める者
●インターネットによる申込受付期間
　４月２日（月）～ 12日（木）
・労働基準管理官申し込みアドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
・国税専門官申し込みアドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
●郵送・持参による申込受付期間
　４月２日（月）～３日（火）
※詳しくはお問い合わせください。
●労働基準監督官の問い合わせ先
宮城労働局総務部総務課人事係
☎022-299-8833
●国税専門官の問い合わせ先
仙台国税局人事第二課　試験研修係
☎022-263-1111（内線3236） 

 

　独立行政法人国際協力機構（JICA）
では、海外で活動するボランティア
を募集します。「体験談＆説明会」
を開催しますので、気軽にお越しく
ださい（予約不要）。説明会や応募方
法などの詳細は、ホームページをご
覧ください。
●応募期限　５月14日（月）
●応募資格・説明会日時
①青年海外協力隊
　５月14日現在、満20歳～満39歳
の日本国籍を持つ方
●日時　４月８日と22日（いずれも
日曜日） 14:00 ～ 16:00
②シニア海外ボランティア
　５月14日現在、満40歳～満69歳
の日本国籍を持つ方
●日時　４月８日と22日（いずれも
日曜日） 10:30 ～ 12:30
※会場は、いずれも仙台第一生命タ
　ワービル（仙台市青葉区一番町4-6-
　1）11階です。
問JICA東北　☎022-223-4772
　http://www.jica.go.jp/tohoku/

平成24年度白石市奨学生募集 JICAボランティア募集

平成24年度の国民健康保険税･後期高齢者医療保険料･介護保険料について

平成24・25年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました
問宮城県後期高齢者医療広域連合　☎022-266-1021　　税務課　☎22-1313

　後期高齢者医療制度の保険料は、加入者一人一人が負担する均等割額（基本部分）と、前年中の所得から算出する
所得割額（上乗せ部分）の合計で計算します。この２つの率は、各都道府県の広域連合が医療給付費の伸びや保険料
の収納状況などを基に、２年ごとに見直しています。今回の見直しの結果、宮城県の平成24・25年度の保険料率が
次の通り決定しました。加入者の方の本年度の年間保険料額は、７月中旬ごろにお知らせします。

※所得割額は、前年中の総所得金額から基礎控除（33万円）を差し引いた金額に、この率を乗じて計算します。
※前年中の所得などが一定の条件を満たす場合には、保険料が軽減される制度があります。

※年額は、100円未満の端数は切り捨てます。
※保険料は、介護保険事業計画の見直しに応じて３年ごとに設定されます。

所得段階 対　　象　　者
保　　険　　料　　額

基準額に
対する割合 月額 年額

第１段階 ○生活保護の受給者
○老齢福祉年金受給者で、本人および世帯全員が市民税非課税の方 0.50 2,200円 26,400円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で、本人の前年中の合計所得金額と課税年
金収入額が80万円以下の方 0.50 2,200円 26,400円

第３段階 世帯全員が市民税非課税であって第２段階以外の方 0.75 3,300円 39,600円

特例
第４段階

本人が市民税非課税で、世帯内に市民税課税者がいる場合
（本人の前年中の合計所得金額と課税年金収入額が80万円以下の方） 0.90 3,960円 47,500円

第４段階
（基準額） 本人が市民税非課税で、世帯内に市民税課税者がいる場合 1.00 4,400円 52,800円

第５段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が190万円未満の方 1.25 5,500円 66,000円

第６段階 本人が市民税課税で、合計所得金額が190万円以上の方 1.50 6,600円 79,200円

平成24・25・26年度の介護保険料が決定しました
問税務課　☎22-1313

　介護保険料は３年ごとに事業の見直しを図り、介護給付費の伸びや保険料の収納状況を基に、保険料を決定して
います。今回の見直しの結果、平成24・25・26年度の第１号被保険者保険料（65歳以上の方の保険料）は、表の通り
となります。平成24・25・26年度の第１号被保険者保険料は、市町村ごとに決められた「基準額」を基に、皆さん
の所得などに応じて段階的に決められます。

～震災で平成23年度の保険税（料）が減免となられた方へ～
平成24年度の国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付方法について

問税務課　☎22-1313

　東日本大震災の影響により保険税（料）の減免を受け、平成24年２月の年金天引き額が０円となった方は、平成24
年４月からの年金天引き（平成24年度分）ができなくなります。年金天引き（特別徴収）ができない場合、平成24年度
の保険税（料）は、普通徴収（納付書または口座振替）による納付に変更となります。再度、年金天引き（特別徴収）と
なる場合は、決定通知などでお知らせします。
●納付書の発送時期
・介護保険料　４月中旬ごろ（仮徴収分）　７月中旬ごろ（決定通知）
・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料　７月中旬ごろ（決定通知）
　お手元に納付書が届いたら内容をご確認いただき、期限内の納付をお願いします。

保険料額
（年額）

均等割額
40,920円

（改正前は40,020円）

所得割額
所得×8.30％
（改正前は7.32％）

年間限度額
55万円

（改正前は50万円）
＝ ＋

　毎月第３日曜日は「家庭の日」で
す。家族みんなで過ごしましょう！
今月は４月15日です。

自衛隊幹部候補生
医科・歯科幹部募集

労働基準監督官
国税専門官募集

白石市スポーツ少年団　団員募集
申し込み・問い合わせは　各団またはスポーツ少年団本部（事務局：生涯学習課　☎22-1343）

種　目 団　名 練習日時 練習場所

野　球

青麻少年野球クラブ 日 9:00 ～ 12:00 深谷小グラウンド

大平レインボー 第1・3・5土8:30～ 16:00、第1・3・5日8:30
～ 12:00、第2・4土・日13:00～ 17:00 大平小グラウンド

大鷹沢少年野球クラブ 土・日 8:30 ～ 12:30 大鷹沢小グラウンド
越河少年野球クラブ 土 13:00 ～ 17:30、日 8:00 ～ 12:00 越河小グラウンドほか
白川少年野球クラブ 土・日 8:45 ～ 12:00 白川小グラウンド
白石少年野球クラブ 土・日 8:15 ～ 12:00 白石第一小グラウンド
白石ヨッシャーズ少年野球クラブ 土・日 8:30 ～ 12:00 青麻グラウンド
福岡少年野球クラブ 火・木  放課後、土 8:00 ～ 12:00 福岡小グラウンド

剣　道 蓮 心 館 剣 道 水・金 16:00 ～ 18:00 ひかり幼稚園ホール
バレーボール 白石サンダーズ 木19:00 ～ 20:30、土 9:00 ～ 12:00 白石第一小体育館

サッカー
大平サッカークラブ 土・日 13:00 ～ 16:00 または 9:00 ～ 12:00 大平小グラウンド
白 石 サ ッ カ ー 木19:00 ～ 21:00（4年生以上）、土・日 9:00 ～ 12:00 白石第二小グラウンド
FC白石ジュニアーズ 土・日 13:00 ～ 15:00 白石第一小グラウンドほか

柔　道 白石三省塾柔道 月・水・金 18:00 ～ 20:00 白石三省塾道場

空手道
白 石 空 手 道 水・土 18:30 ～ 20:00 白石中学校武道館
斎 川 空 手 道 月・木 18:30 ～ 20:00 斎川小体育館・斎川公民館
極真館白石道場 火・金 19:00 ～ 21:00 白石中学校武道館

ソフトテニス
白石ソフトテニス 土・日　9:00 ～ 11:00 益岡公園テニスコート
福岡Jrソフトテニスクラブ 月・木18:30 ～ 20:45、第 2・4土 9:00 ～ 12:00、日（月に1～ 2回）益岡公園テニスコートほか

ドッジボール アルバルクキッズ 月・水 18:00 ～ 20:30 白石第二小体育館
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公共職業訓練
受講生募集

※記載漏れやお名前に間違いがありました場合はご了承ください。
　また、敬称は略させていただきました。
　公益財団法人ユネスコアジア文化センター、タケウチミサオ、髙野利男、麻生菜穂美、タケダジュンイチ、（財）白石市文
化体育振興財団、山田乳業（株）、白石経済交流プラザ'89、タカダスミカ、小宮優美子、タケウチレイコ、故 熊谷則子、こけ
しのカガヌマ（平成24年２月１日から29日まで）　※震災後からの合計483件・86,144,512円

復興のため次の方々からご寄付をいただきました。紙上よりお礼申し上げます。

　地域農業を活性化させようとす
る、意欲ある活動を支援するための
事業です。ぜひご応募ください。
●対象団体　農家組合・農業法人・
農林業関係任意組合・団体（３戸以
上）、森林組合で地域農林業の活性
化への貢献が期待できる団体
●対象事業　ほかの補助を受けてい
ない団体で、次のいずれかに該当す
る事業（補助期間は３年以内）
①産地拡大推進型事業　新たな農林
産物・加工品の導入・拡大、地産地
消、グリーンツーリズムの推進を実
施して産地拡大を図り、地域農業を
発展させようとする事業
②集落環境保全型事業　農村環境や
生活環境などの保全につながる減農
薬・減化学肥料、有機農産物、環境
保全活動などへの取り組みや、有害
鳥獣被害防止に必要な事業
③集落営農促進型事業　集落営農を
促進させるために必要な団地化や、
品質向上・省力化などの事業
●補助率   ソフト事業の場合は補助
対象経費の２分の１以内、ハード事
業の場合は３分の１以内
●補助限度額  １団体500,000円
●申請期限　６月29日（金）
●申請・問い合わせ先
農林課　☎22-1253

　白石城や武家屋敷を訪れるお客さま
に、ボランティアで施設の説明や案内
をしていただける方を募集します。
●対象　４月～ 11 月までの土・日・
祝日にご協力いただける方
●申し込み・問い合わせ先
白石城管理事務所　☎24-3030

　白石市民春まつり大パレード「稚
児行列」に参加しませんか！
　年齢はおおむね３歳から小学生ま
でです。
●日時　５月３日（祝） 11:00出発
●定員　50組（申し込み順）
●申し込み方法　申込用紙に必要事
項を記入し、市民春まつり協議会事
務局（商工観光課内）まで参加料と一
緒に提出してください。
●申込締め切り日　４月16日（月）
●参加料　3,500円（貸衣装代、保険
代）。菓子や土産付きです。
●衣装配布日　５月２日（水） 16:00
～ 18:00（市役所２階第２会議室）
●衣装回収日　５月４日（金） 9:00
～ 11:00（市役所２階第２会議室）
●申し込み・問い合わせ先
商工観光課（市役所２階）☎22-1321

●対象　在職中・求職中の方
●講座名　①初心者のためのパソ
コ ン 入 門、 ②Word2007基 礎、 ③
Excel2007基礎、④Access2007基礎
●日時
①②：５月12日（土）・13日（日）
③④：５月26日（土）・27日（日）
いずれも9:20 ～ 15:40
●場所　白石高等技術専門校
●申込締め切り日
①②：４月11日（水）
③④：４月18日（水）
●定員　各10人
※応募多数の場合は抽選します
●費用　2,000円程度（教科書代を含む）
●申し込み・問い合わせ先
同校　☎35-1511
http://www.pref.miyagi.jp/srkogsn/

　楽器演奏が好きな方、一緒に演奏
しませんか。楽しい楽団です。気軽
に見学にお越しください。
●練習日　毎週日曜日 13:00 ～ 17:00
●練習場所　主にいきいきプラザ
●団費　月額 1,000 円、学生は 500 円
●申し込み・問い合わせ先
団長　山

やま

田
だ

　☎090-4043-0959
http://music.geocities.jp/shiroishi_
wind_e/index.html

●日時　４月14日（土） 17:00 ～
●場所　中央公民館・調理実習室
●参加費　2,000円（材料費など）
●メニュー　フランス風豚ヒレ肉の
ステーキ・フライドポテト添えなど
●持参する物　エプロン、ハンカチ、
タオル、筆記用具
●申込締め切り日　４月７日（土）
●申し込み・問い合わせ先
蔵王男厨会事務局  大

やまと

和  ☎34-3216

　居住地を管轄するハローワークで
お申し込みください。
●コース名　建築設備施工科、電気・
情報通信工事科､ 電気設備施工科、
設備保全技術科（各６カ月）
●定員　各15人
●受講料　無料
※テキスト、作業着は自己負担
●申込締め切り日　４月25日（水）
●場所　ポリテクセンター宮城名取
実習場（名取市植松字錦田124-1）
●申し込み・問い合わせ先
ポリテクセンター宮城訓練課　☎022-784-2820 
http://www3.jeed.or.jp/miyagi/poly/

　白石市消防団が、恒例の春季消防
演習を開催します。消防ポンプによ
る一斉放水は11時20分ごろに行い
ますので、ぜひご参観ください。
　また、当日７時に市内一斉にサイ
レン吹鳴や打鐘を行いますので、火
災と間違わないようご注意願います。
●日時　４月15日（日） 8:30 ～ 12:00
●場所　白石川緑地公園ソフトボール場
※雨天時は白石第一小学校体育館
問生活環境課　☎22-1314

　介護の悩みや苦労をみんなで話し
合っています。
●日時　４月17日（火） 13:30 ～
●場所　健康センター
※平成24年度は毎月第3火曜日に健康
センター小会議室で開催します。
●内容　座談会
●参加費　100円（資料代など）
●申し込み・問い合わせ先
介護老人保健施設 清風　☎22-2110
地域包括支援センター　☎22-1466

　母子・父子家庭などの方が生活上
抱えている問題について、弁護士
が相談に応じます（事前予約必要）。
●日時　４月18日（水） 13:00 ～ 14:00
●場所　仙南保健福祉事務所
　　　　（大河原合同庁舎内）
●予約・問い合わせ先
仙南保健福祉事務所  ☎0224-53-3132

　地域の皆さまに、校舎と授業を公
開します。都合の良い時間にお越し
ください（上履き持参）。
●日時　４月28日（土）  9:20 ～ 12:00
※事前予約不要。学校内に駐車場は
ありませんので、ご了承ください。
問同校　☎ 25-3154

　船岡駐屯地を開放します。
●日時　４月13日（金）～ 15日（日）
13日は17:00 ～ 20:00、14日は９:00
～ 20:00、15日は9:00 ～ 16:00
●場所　陸上自衛隊船岡駐屯地
※桜の開花状況などにより、日程を
変更する場合があります。

●日時　４月15日（日）  9:00～ 16:00
●内容　記念式典、観閲行進、訓練
展示、音楽演奏、ジープ・ボート試乗、
戦車試乗（当日整理券を配布）、物産
販売など
問陸上自衛隊船岡駐屯地司令職務室
　☎0224-55-2301（内線211）

●日時　４月22日（日） 10:00 ～ 15:30
●会場　角田宇宙センター
　　　　（角田市君萱字小金沢１）
●内容　推進薬供給系統試験設備
（初公開）、高圧液酸ターボポンプ試
験設備、スタンプラリー、みんなで
作ろう！　段ボール宇宙船など。
問同センター　☎0224-68-3111

　７月から、協力会員と利用会員か
らなる会員登録制の有償ボランティ
ア制度「ささえ愛ネットワーク事業
（愛称：絆）」を立ち上げます。詳し
くは広報しろいし４月号と一緒に配
布するチラシをご覧ください。
問白石市社会福祉協議会　☎22-5210

■ 国際交流ボランティア
①言語サポートボランティア
　外国人が訪れた際の観光案内や交
流イベント開催時の通訳など
②ホームステイ受け入れボランティア
　外国人が家庭に宿泊するホームス
テイの受け入れ
③活動支援・文化紹介ボランティア
　交流イベントの運営サポートや伝
統文化の紹介
●対象　市内に在住、通勤、通学し
ている方（国籍、年齢は問いません。
③は語学力を問いません）
■ 災害時言語ボランティア
　災害が発生した際に言語面で支援
が必要な外国籍市民などの支援。
●対象　市内に在住、通勤、通学し
ている 20 歳以上の方で、災害時に
ボランティアとして活動する熱意が
あり、日本語を母語とする方は日本
語で、日本語以外を母語とする方は
日本語で実用会話ができる程度の語
学力を有する方
●募集期間　４月２日（月）～27日（金）
●登録期間  １年間（４月登録日～
平成 25 年３月 31 日まで）
※次年度以降の更新可
●申し込み・問い合わせ先
国際交流協会事務局（総務課内）
☎ 22-1331

　趣味や特技を活かした自慢の品々を販売
するチャンス！　ぜひ、ご出展ください。
●応募資格　手づくりの作品を販売できる方
●申込締め切り日　４月13日（金） 
※出店希望者が多数の場合は調整し
ます。
●申し込み・問い合わせ先　
子ども家庭課　☎22-1363  　22-1316
■ 第８回手づくりの市開催予定
●開店日　5月26日（土）～27日（日）
●時間　10:00 ～ 16:00
●場所　壽丸屋敷
●運営方法  出店者による実行委員
会を組織。売上金の一部を拠出して
企画運営。詳しくはお問い合わせく
ださい。

地域農業いきいき推進事業
に参加しませんか？

白石市民春まつり
稚児行列参加者募集

白石城ボランティア
観光ガイド募集

白石市民吹奏楽団員募集

蔵王男
だん

厨
ちゅう

会料理講習会

公共職業訓練
受講者募集

在職者向け訓練受講者募集

母子父子家庭などの方へ
特別相談を実施します

宮城県白石高等学校
学校公開

国際交流ボランティア・
災害時言語ボランティア募集

第８回手作りの市
出展者募集

ささえ愛ネットワーク事業
（愛称：絆）会員募集

科学技術週間
角田宇宙センター一般公開

募集します

春季消防演習

認知症高齢者家族のつどい

船岡駐屯地桜まつり

■ 船岡駐屯地創立記念行事

FAX

４月は介護保険料（１期）の納期です
「夜間収納総合窓口」開設

（市で取り扱うすべての税金・料金の納付）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利
用ください。
●日時　４月25日（水）・26日（木）
　　　　17:30 ～ 19:30
　　　　（市税は17:30 ～ 20:00）
●場所　収納管理室・会計課
　　　　（市役所１階）ほか
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市内の交通事故　2月1日～ 29日　※（ ）は1月からの累計

■発生件数　64件（144件）　　■死亡者数　  0人（    0人）
■負傷者数　  6人（  17人）　　■物損件数　59件（132件）

■人口　37,236人（前月比）－52人　男18,163人　女19,073人
■世帯数　13,931世帯　■出生件数　24件　■死亡件数　57件

※住民基本台帳から、2月29日現在

　生活基盤の整備や福祉事業などのた
め、次の方々からご寄付をいただきまし
た。紙上からお礼申し上げます（敬称略）。
川島由美子、川村昭二、吉野勇四郎、
醍醐成子

　森林法改正により、４月以降、個
人・法人を問わず売買や相続などに
より森林の土地所有者となった方
は、面積にかかわらず市町村長への
事後届け出が必要です（国土利用計
画法に基づく土地売買契約の届け出
を提出している方は対象外）。
●届出期間　土地の所有者となった
日から90日以内に、取得した土地
のある市町村長に届け出します。
●必要書類　①届出書（農林課に備
え付け）、②登記事項証明書（写し可）
や土地売買契約書など権利を取得し
たことが分かる書類の写し、③土地
の位置を示す図面
問農林課　☎22-1253
　宮城県大河原地方振興事務所
　林務担当　☎0224-53-3249

■ 固定資産（土地・家屋）縦覧帳簿
　 の縦覧について
●縦覧期間　４月２日（月）～５月
31日（木）
※土・日・祝日を除きます。
●対象者　固定資産税納税者（税額
が発生しない方は対象外）、納税者
から委任された方
●手数料　無料
■ 固定資産課税台帳（名寄帳）の 
　 閲覧について
●閲覧対象者　①固定資産の所有
者・納税義務者、②①の方と同居し
ている親族の方、③①の方からの委
任状がある方、④納税管理人、⑤法
人からの委任状がある方、⑥賃借権・
地上権などの権利者、⑦借地借家人、
⑧資産の処分権がある方
※⑥⑦⑧の方は、権利を確認できる
書類が必要です。
●手数料　１件300円（①～⑤の方
が、縦覧期間に行う閲覧料は無料）
※縦覧・閲覧とも、場所は市役所１
階税務課固定資産税係です。
※縦覧・閲覧いずれの場合も本人確
認のため、免許証や保険証などの
身分証明書や納税通知書を持参し
てください。
問税務課　☎22-1313

　国民年金の保険料が、本年４月
分から月額 14,980 円に変わります。
保険料は金融機関や郵便局、コンビ
ニエンスストアの窓口で、納付期限
（翌月末日）までに納めましょう。
申し込みにより、口座振替やクレ
ジットカードでの納付もできます。
■ 国民年金の保険料はまとめて
　 納めると割引があります
●納付書払いの前納割引額
　１年前納で 3,190 円、６カ月前納
で 730 円（１年で 1,460 円）。
●口座振替の前納割引額
　１年前納で 3,770 円、６カ月前納
で 1,020 円（１年で 2,040 円）。
　口座振替の前納は申請期限があり
ます。10 月からの６カ月前納を希
望される方は、８月末までお申し込
みください。
※本年４月からの１年前納と６カ月
前納の申し込みは、２月末で終了
しました。
■ 学生納付特例制度の受付開始
　学生納付特例は、在学期間中、毎
年申請が必要です。
●継続申請用の封筒が届いた方で同
じ学校に在学中の方
　同封のはがきに必要事項を記入の
上、ポストに投函してください。
●平成 23 年度に申請して平成 24
年 4 月上旬までに継続申請用の封
筒が届かない方や新たに申請する方
①学生証または在学証明書、②年金
手帳、③印鑑をお持ちの上、市民課
までお越しください。
■ 加算額はついていますか？
　平成 23 年 4 月から、障害年金受
給後の要件を満たす子（18 歳に到達
する年度末までの子）がいる場合に
も、届け出により子の加算額を受け
取ることができます。該当すると思
われる方はお問い合わせください。
問大河原年金事務所　☎ 0224-51-3113
　市民課　☎ 22-1312

　本年４月から、乳幼児医療費助成
の対象者を拡大（子ども医療費助成
に名称を変更）しています。
●拡大対象　小学１年生～中学３年
生の入院医療費。食事代などは助成
対象外です（外来は助成対象外）。
なお、入院医療費に高額療養費が発
生した場合、高額療養費は自己負担
となりますが、医療費助成受給者証
のほか、加入する医療保険者から限
度額適用認定証を取得すると、医療
費の自己負担がなくなります。
●助成を受けるには　小学２年生～
中学３年生の方は、受給資格登録申
請を行った上で、事前に受給者証（入
院専用、緑色）の交付を受けること
が必要です。受給者証交付前に受診
した医療費は、助成できない場合が
ありますのでご注意ください。なお、
小学１年生の方で、就学以前から受
給資格登録を済ませている方は、原
則自動更新となりますので、受給資
格登録申請は不要です。また、受給
要件として、所得制限がありますの
で、窓口でご確認ください。
●受給資格登録申請に必要な物
①子どもの被保険者証（保険証）、②
保護者（原則として保険証上の扶養
者）の預金通帳、③印鑑、④保護者
の「平成23年度（平成22年分）所得・
課税証明書（※）」。④は、保護者の
住所が、平成23年１月１日におい
て白石市以外である方のみ必要で
す。当時の住所地の市区町村で発行
を受けてください。
※平成22年分の所得情報と課税状
況が分かる証明書です。合計所得
金額や扶養人数、控除額などが記
載されているものを提出してくだ
さい。内容が把握できる証明書で
あれば課税（非課税）証明書でも可
能です。なお、転入日または医療
費の助成開始日によっては、「平
成24年度（平成23年分）所得・課
税証明書」を提出していただく場
合があります。
●申請・問い合わせ先
健康推進課　☎22-1362

　4 月から障害者（身体・知的）定
例相談の会場が「市役所１階東側和
室」に変わります。日常生活のさま
ざまな相談に応じます。
問福祉事務所　☎ 22-1400

　NEXCO 東日本では、平成 23
年９月から東日本大震災で被災し
た高速道路の本復旧工事を行ってお
り、平成24年12月まで実施します。
　これから工事が本格化することに
なり、渋滞や交通規制予定の情報な
どをホームページに掲載していま
す。事前に交通情報を入手し、時間
に余裕を持ってお出掛けください。
問NEXCO東日本お客さまセンター
　☎ 0570-024-024（24 時間）
　 http://www.driveplaza.com/

～子どもと高齢者の交通事故防止～
●期間　４月６日（金）～ 15日（日）
●運動の重点　①自転車の安全利用
の推進、②すべての座席のシートベ
ルトとチャイルドシートの正しい着
用の徹底、③飲酒運転の根絶
問生活環境課　☎ 22-1314
　白石警察署　☎ 25-2138

～菊
きく

池
ち

冴
さえ

子
こ

追悼展示・コンサート～
●日時　４月７日（土） 14:00 ～ 16:00
●場所　ホワイトキューブ
●出演　フェリーチェ、ノースミン
ト、髙

たか

橋
はし

朋
とも

美
み

（琴）、菊池嘉
よし

雄
お

問菊池嘉雄　☎ 25-4503

開催します

お知らせします

紙上から
お礼申し上げます

森林の所有者届出制度が
４月からスタートします

　仙南地域自慢の食材を使った駅弁
「みやぎ蔵王弁当」の第２弾が、ＪＲ
仙台駅構内の売店などで販売されま
す。この弁当は、地元の温泉旅館の女

将や生産者が中心となって、平成 25
年春の「仙台・宮城デスティネーショ
ンキャンペーン」に向けて地域の魅力
を発信していこうと企画。春の彩りご
飯三種、蔵王産「純・和豚」の味噌漬
け焼きなど、地元の食材を活かした春
らしい中身となっています。予約をす
ればＪＲ白石蔵王駅構内「白石蔵王食
事処」でも購入できます。
●予約・商品に関する問い合わせ先
㈱日本レストランエンタプライズ　ＮＲ
Ｅ仙台調理センター　☎ 022-257-2981

みやぎ県南の魅力ぎっしり！　「みやぎ蔵王弁当」を
４月から６月まで期間限定で販売します

▲「みやぎ蔵王弁当」をご賞味ください

固定資産縦覧帳簿・課税台帳
の縦覧・閲覧ができます

国民年金の保険料
が変わります

乳幼児医療費助成の
対象を拡大しました

東日本大震災で被災した宅地の擁壁・土留めの
補修工事などに市独自で補助します

「法テラス山元」無料法律相談

～白石市宅地災害復旧補助金～
　東日本大震災により被災した宅地
の修繕と補修工事に対し、30万円
以上の修繕と補修工事を行う場合
に、その費用の一部を市独自で補助
します。すでに工事を行った場合で
もさかのぼって対象とします。

●補助の内容　工事費の10㌫に相
当する額（上限30万円）で、１宅地
につき補助金申請は１回です。
●対象工事の例　擁壁や土留めの補
修工事、宅地内の亀裂補修工事など
●申し込み・問い合わせ先
 　都市整備課　問22-1325

■ 平日相談
●時間　10:00 ～ 16:00
■ 夜間相談
●日時　４月９日（月）～13日（金）
17:00～21:00
■ 休日相談
●日時　４月14日（土）～15日（日）

10:00～16:00
●予約受付時間　９:00 ～ 17:00
※土・日を除く
●場所　山元町役場敷地内
（山元町浅生原字日向13-1）
●予約・問い合わせ先
法テラス山元　☎050-3383-0213

擁壁の亀裂土留めの崩壊 宅地の亀裂

障害者（身体・知的）相談
の会場が変わります

高速道路の震災本復旧
工事を行っています

春の交通安全県民
総ぐるみ運動が始まります

さえこステンドグラス
＆よしおミュージック
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※必ず鑑札もご持参ください。申請書の記入漏れや鑑札を持参されない場合は、受け付けが後になることがあります。

登 録 年 度
鑑 札 番 号 平成　　　年度第　　          　　号 更新　・　新規 受付整理№

※記入不要

フ リ ガ ナ

申 請 者 氏 名

電 話 番 号

自 治 会 名

申 請 者 住 所 白石市 鑑札の有無 有　・　無

犬 の 種 類 犬の名 犬 の 体 格 大・中・小

犬の生年月日 　年　　月　　日生 性　別 オス ・ メス 犬 の 毛 色

そのほか、犬の特徴となる事項

平成24年度

犬の登録・
狂犬病予防
注射申請書

■狂犬病予防注射　問診票（健康チェック）　　※注射前に必ず記入してください。   
　　会場では、健康な犬のみ注射できます。問診時の参考にしますので、該当する項目に○をしてください。 
１　現在、愛犬に体調の悪い所はありますか？ ･････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
２　現在、何か治療を受けていますか？ ･･･････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
３　生理中・妊娠中・授乳中ですか？ ･････････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
４　１カ月以内に、ほかの予防注射を受けましたか？ ･･･････････････････････････････････　はい　・　いいえ
５　狂犬病ワクチンや混合ワクチンで、副作用が起こったことはありますか？ ･････････････　はい　・　いいえ

　狂犬病予防法の規定により、犬の登録と狂犬病予防
注射を裏面（42ページ）の日程で行いますので、最寄り
の会場で注射を受けられますようお知らせします。
　なお、平成７年度以降に一度登録された犬は注射の
みとなり、未登録の犬は登録が必要となります。
１．対象犬　生後91日以上の犬
　　　　　　（番犬・猟犬・座敷犬など、すべての犬）
２．経費　◎平成７年度以降登録済犬 3,020円
　　　　　◎未登録犬（新規登録） 6,020円
　　　　　　 　　　　　【新規内訳】注射料 3,020円
　　　　　　 　　　　　　　　　　　登録料 3,000円
　　　　　◎犬鑑札再交付 1,600円
※犬の登録と狂犬病予防注射は、狂犬病予防法により 
　義務付けられています。

　死亡届（印鑑必要）や登録事項の変更届は、生活環境課
に届け出ください。予防注射の際に会場で届け出するこ
ともできますので、必ず手続きをお願いします。
※飼い犬が数年前に死亡したまま、未届の方が見受け
　られます。同様に届け出をお願いします。

●下記の申請書と問診票を必ずご記入の上、犬鑑札と 
　一緒に会場にご持参ください。
●会場には、犬を制止できる
方に連れてきていただく
とともに、事故などを防ぐ
ため係員の指示に従って
ください。

●注射の手順は、①獣医師の
問診→②注射→③申請書
受け付け・料金の支払い
→④注射済票受領となり
ます。

●フンの後始末をする道具を
持参し、フンをした場合は
必ず処理してください。

●集合注射の日程が合わないなどで注射できない飼い
主の方は、指定動物病院で注射を受けてください。

●指定動物病院には、電話で予約し申請書と問診票に
ご記入の上、犬鑑札と一緒にご持参ください。

●料金は、狂犬病予防注射料金のほかに、個別注射料
が加算されます。詳しくは、指定動物病院に直接お
問い合わせください。

　システムに入力するため、申請書内の項目はすべて
記入してください。また、２頭以上飼っている場合
は、用紙をコピーするかメモ紙に申請書・問診票の内
容を写して記入し、ご持参ください。

平成24年度「犬の登録と狂犬病予防注射」を行います 問生活環境課
　☎ 22-1314

■飼い犬が死亡したときや飼い主の氏名や住所が変更 
　になったときは届け出をお願いします

■集合注射会場で受ける場合の注意事項

■指定動物病院で受ける場合
　（指定動物病院は裏面に記載）

き り と り 線

■申請書は記入漏れのないようにお願いします。

Shiroishi Marketしろいしフレッシュマーケットだより
白石の新鮮野菜  う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん!

～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

　白石市農産物直売所連絡協議会では、会員を募集しています。市内で直売活動をされている方な
どで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。 問農林課　☎22-1253

４月ごろから出荷さ
れる

「春ブロッコリー」は、

やわらかくてオススメ！

※しろいし産の新鮮な旬の野菜や花、漬物、放し飼い卵などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

●今月の旬の野菜
ほうれん草、つぼみ菜、ブロッコリー、キャベツ、ねぎ　など

８．小原いきいき直売所 【４月より営業再開】
　冬季閉鎖していた「小原いきいき直売所」が、４月より
営業を再開します。材木岩公園では、年４回「検断屋敷ま
つり」を開催しています。春は４月29日（日）に開催します
（29ページに掲載）。また、「手打ちそば処　小原なごみ茶
屋」では、期間限定の『寒ざらしそば』が食べられます。
合わせてご利用ください。
●販売日時：４月～ 11月　10:00 ～ 15:00
●場　　所：小原材木岩公園内
問小原いきいき直売所　☎29-2760

４．バーバ工愛市（クラブいち）
①JAみやぎ仙南白石地区事業本部構内
●販売日時：毎週水曜日　9:00 ～ 12:00
②JAみやぎ仙南福岡支店構内（アグリハウス）
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～ 12:00
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

２．馬牛沼産直センター
●販売日時：毎週火・木・土・日曜日　10:00 ～17:00
　　　　　　（定休日：毎週月･水･金曜日）
●場　　所：国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520
　bagyunuma@yahoo.co.jp

７．小十郎の郷【毎日営業！】
●販売時間：9:00 ～19:00
●場　　所：旧白石市地方卸売市場（福岡長袋字八斗蒔地内）
問小十郎の郷　☎22-0881　http://www.kojuro-sato.com

袋字八斗斗蒔地地内斗

３．百姓市場
●販売日時：毎週火・日曜日　10:00 ～13:00
●場　　所：ポーチパーク内
問佐

さ

久
く

間
ま

義
よし

昭
あき

　☎25-6836

６．羽山朝採り市
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～12:00
●場　　所：犬卒都婆公会堂前
問小

お

畑
ばた

　胖
ゆたか

　☎27-2236

５．軽トラ市　
●販売日時：毎週金曜日　9:00 ～ 12:00
●場　　所：すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、山
やま

田
だ

　☎26-1345

１．青っ葉市直売所
　あま～い「シリウスいちご」を①
②③で限定販売しています。
①ポーチパーク内
●販売日時：毎週水・土曜日
　　　　　　9:00 ～12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
●販売日時：毎週水曜日　9:00 ～12:00
③いきいきプラザ【４月21日（土）より営業再開】
●販売日時：毎週土曜日　9:00 ～12:00
※スーパービッグ白石店でも野菜などを販売しています（シリ
ウスいちごは取り扱っていません）。
問大
おおつき

槻　久
ひさ

江
え

　☎25-8572

▲鑑札は必ず持参ください

【参考】

　今話題の万能調味料『塩麹』により、近年、発酵食品の良さが注目されてい
ます。『麹』には食材の味を変化させる不思議な力があり、硬い肉も柔らかくし
ます。野菜や魚料理、何にでも使え『コク』が出ておいしくなります。日常的
に食べ続けることで、免疫力アップ、滋養強壮、美肌、便秘解消などが期待で
きるそうです。『麹』は小十郎の郷で取り揃えています。『塩麹』を手作りして
みませんか？
　青っ葉市直売所では、『塩麹』に代わる『麹床』を取り扱っています。違いは、
水の代わりに焼酎を使い『塩麹』より長期保存が可能です。新鮮野菜を漬ける
と、２～３時間で浅漬けができます。肉や魚にも使えます。
　青っ葉市直売所、馬牛沼産直センター、小十郎の郷、小原いきいき直売所で
は無添加の手作り味噌も揃えていますので、直売所味比べはいかがですか？ ▲麹と味噌でおいしく元気に！

「麹
こうじ

」で元気!?　発酵食品を摂りましょう！



■平成24年度狂犬病予防注射および登録実施日程表
地区 日程 実　施　場　所 実施時間

白　

石
・
大　

平

４
月
23
日（
月
）

小下倉集会所 9:00 ～ 9:10
白石川サッカー公園 9:20 ～ 9:40
郡山集会所前 9:50 ～ 10:10
観音崎公園前 10:20 ～ 10:40
松ケ丘第２公園前 10:50 ～ 11:10
寿山会館 11:20 ～ 11:30
上郡山集会所 13:00 ～ 13:10
鷹巣地区コミュニティセンター 13:20 ～ 13:40
鷹巣我妻商会脇 13:50 ～ 14:00
旭町市営アパート北側公園前 14:10 ～ 14:20
東町旧蔵王レース北側 14:30 ～ 14:40
旧杉浦製作所前 14:50 ～ 15:00

４
月
24
日（
火
）

中央公民館 9:00 ～ 9:40
図書館前 9:50 ～ 10:30
中央公園内南側 10:40 ～ 10:50
田町会館前 11:00 ～ 11:30
白石高校前益岡公園駐車場 13:00 ～ 13:30
城南集会所 13:40 ～ 14:00
大平公民館 14:10 ～ 14:40
大平５区集会所 14:50 ～ 15:00

越
河
・
斎
川

４
月
25
日（
水
）

越河公民館 9:10 ～ 9:40
越河部落会館 9:50 ～ 10:20
越河９区集会所 10:30 ～ 10:50
越河駅前ポンプ置場前 11:00 ～ 11:30
斎川公民館 13:00 ～ 13:40
中斎川転作研修センター 13:50 ～ 14:10

大
鷹
沢
・
白
川

４
月
26
日（
木
）

大鷹沢公民館 9:10 ～ 10:00
大鷹沢４区集会所 10:15 ～ 10:25
大鷹沢６区集会所 10:35 ～ 10:55
犬卒都婆公会堂 11:10 ～ 11:30
白川公民館 13:00 ～ 13:40
白川４区小野忠夫様宅前 13:50 ～ 14:00
内親生活センター 14:10 ～ 14:30

地区 日程 実　施　場　所 実施時間

福　

岡
・
小　

原

４
月
27
日（
金
）

弥治郎集会所 9:10 ～ 9:20

鎌先消防詰所 9:30 ～ 9:40

川原子停留所 9:55 ～ 10:05

不忘研修センター 10:20 ～ 10:30

蔵王岡部捨雄様宅前 10:40 ～ 10:45

蔵王下ノ集乳所前 10:50 ～ 10:55

三住転作研修センター 11:05 ～ 11:20

大網担手センター 13:00 ～ 13:10

八宮生活センター 13:20 ～ 13:40

西区上集会所 13:50 ～ 14:10

深谷公民館 14:20 ～ 14:40

北区なかよし広場前 14:50 ～ 15:00

東区集会所 15:10 ～ 15:20

５
月
１
日（
火
）

福岡公民館 9:10 ～ 9:50

下原集会所 10:00 ～ 10:10

上原集会所 10:20 ～ 10:30

滝上消防ポンプ置場前 10:40 ～ 10:50

滝下会館前 11:00 ～ 11:20

下戸沢集会所 13:00 ～ 13:05

冷清水集会所前 13:15 ～ 13:20

旧木村スタンド向 13:30 ～ 13:35

大熊集会所 13:45 ～ 13:50

みやぎ仙南農業協同組合小原支店前 14:00 ～ 14:05

小原公民館 14:15 ～ 14:20

新町斎藤商店スタンド向 14:30 ～ 14:35

赤坂集会所 14:45 ～ 14:50

小日向橋入口 15:00 ～ 15:05

明戸集会所 15:15 ～ 15:25

かつらや駐車場 15:35 ～ 15:40

病　　院　　名 住　　　　　所 電　話　番　号

アーク動物病院 白石市城南一丁目2-18 ☎ 0224-25-5025

箱崎動物病院 白石市旭町四丁目2-8 ☎ 0224-26-1777

的場動物病院 村田町村田字松崎45-2 ☎ 0224-83-2882

かとう動物病院 柴田町西船迫１丁目11-56 ☎ 0224-59-3085

ぜにた動物病院 柴田町船岡字新栄3-42-16 ☎ 0224-57-1121

さくらペットクリニック 柴田町船岡字西住町5-8 ☎ 0224-53-7125

野口ペット病院 大河原町字東桜町10-22 ☎ 0224-53-2341

のら動物病院 大河原町字新南36-10 ☎ 0224-52-3355

はるも動物病院 大河原町字新南59-13 ☎ 0224-87-6117

星家畜医院 丸森町大内字西畑40 ☎ 0224-79-2024

ウイル動物病院 角田市梶賀字東170-1 ☎ 0224-63-3306

福地獣医科診療所 角田市角田字牛舘59-6 ☎ 0224-63-2818

※指定動物病院で注射を受ける方も、裏面（41ページ）の申請書と問診票を必ずご記入の
上、犬鑑札と一緒に会場にご持参ください。

42Shiroishi_H24.443 Shiroishi_H24.4

　本市で行う狂犬病予防注射（集合
注射）の日程が合わないなどの理由
で、注射が受けられない飼い主の
方は、右表の指定動物病院で注射
を受けていただきます。
※指定動物病院に電話予約の上、
　注射を受けてください。

■指定動物病院

問生活環境課　☎22－1314

地区名

ごみ区分

越　河
斎　川
大　平

大鷹沢
白　川
小下倉

大鷹沢田中 福　岡
小　原

市街東北本線
東　側 鷹　巣 市街東北本線

西　側

ペットボトル
（第１曜日）

３日（火）
（5/1）

２日（月）
（5/7）

６日（金）
（5/4）

５日（木）
（5/3）

６日（金）
（5/4）

２日（月） 
（5/7）

４日（水）
（5/2） 

びん類
（第2・第5曜日） 10日（火） ９日（月） 13日（金） 12日（木） 13日（金） ９日（月） 11日（水）

缶
（第3・第5曜日） 17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

その他のプラスチック
（第３曜日） 17日（火） 16日（月） 20日（金） 19日（木） 20日（金） 16日（月） 18日（水）

もやせないごみ
（第４曜日）

24日（火） 23日（月） 27日（金） 26日（木） 27日（金） 23日（月） 25日（水）

紙　　類・
容器包装
プラスチック

火 月 金 木 金 月 水
３･10･17･24
（5/1）

２･９･16･23
（5/7）

６･13･20･27
（5/4）

５･12･19･26
（5/3）

６･13･20･27
（5/4）

２･９･16･23
（5/7）

４･11･18･25 
（5/2）

もやせるごみ

火・金 月・木 月・水・木 火・水・金
３･６･10･13
17･20･24･27
（5/1･4）

２･５･９･12･16･19･23･26（5/3･7） ２･４･５･９･11･12･16･18
19･23･25･26（5/2･3･7）

3･4･6･10･11
13･17･18･20・24
25･27（5/1･2･4）

Recycle InformationRecycle Information今月のごみ収集 日

４月のごみ収集日程は下記の通りです。ご確認の上、きちんと分別して出してください。

◆４月のごみ収集日予定表（日付は４月の収集日です。５月上旬の収集日も掲載しています）

○不忘・川原子地区のもやせるごみは、毎週水曜日に収集します。
○ごみは当日の午前８時30分までに集積所に出してください（収集車が収集する時刻に合わせての搬出や前夜出しはしないでください）。

☆飼えない犬・猫の引き取り日のお知らせ　　　　　　　　　　　問宮城県仙南保健所（大河原町字南129-1）　☎0224-53-3119
●日時　４月５日・12日・19日・26日（すべて木曜日）　9:00～11:30および13:00～15:00（時間厳守）
●場所　宮城県仙南保健所　　●犬・猫の引き取り手数料　生後90日以内は１頭につき400円、生後91日以上は１頭につき2,000円

　「ごみの有料化」に合わせて、ごみ袋が「レジ袋型」に変わります。現在の【もやせるごみ袋】【もやせない
ごみ袋】【資源ごみ袋】の使用期間は６月末までとなりますが、それまでに使い切れなかった場合を考え、10月
末までは、袋の種類にかかわらず【資源ごみ袋】としてお使いいただけます。

平成24年７月１日から「家庭ごみの有料化」がスタートします

有料化開始
平成24年７月１日

移行期間終了
平成24年10月末

現在のごみ袋は11月１日
以降、資源ごみ袋としても
使用できなくなります。

も
や
せ
る
ご
み

も
や
せ
な
い
ご
み

資
源
ご
み

【もやせるごみ】【もやせないごみ】は７月１日
以降、共通のごみ袋（黄色）になります。

７月１日から10月末までは、袋の種類にかか
わらず【資源ごみ】として使用できます。

計画的な購入と使用をお願いします。



呂焚きやストーブで発生した焼却灰の
放射能濃度を測定しています

　環境省は、原発事故以降に伐採・製造・屋外保管した薪を
使用しないよう呼び掛けています。市内でも、風呂焚きやス
トーブで発生した焼却灰から、国の指標値（400ベクレル/
kg）を超える放射性セシウムが検出されています。
　焼却灰は庭や畑にまかず、周囲への飛散や雨などでの流出
を防止するためビニール袋などに入れ、処分方法が決まるま
で人が近寄らない場所に保管してください。放射能対策室で
放射能濃度の測定ができますので、お問い合わせください。

「除染」に関する住民説明会を開催しています
対象地区 開催日時 開催場所 対象地区 開催日時 開催場所
大鷹沢地区 ４月２日（月）19:00 ～ 大鷹沢公民館

白 石 地 区
４月10日（火）19:00 ～ 白 石 市 役 所

小 原 地 区 ４月４日（水）19:00 ～ 小 原 公 民 館 ４月11日（水）19:00 ～ 中 央 公 民 館
福 岡 地 区 ４月６日（金）19:00 ～ 福 岡 公 民 館 深 谷 地 区 ４月12日（木）19:00 ～ 深 谷 公 民 館
白 川 地 区 ４月９日（月）19:00 ～ 白 川 公 民 館 ※越河は３月22日、斎川は３月28日、大平は３月29日に開催

地域の総力を挙げて

 
放射能対策

白石市除染実施計画（案）〈第１版〉（概要版）

風

１　除染の目標
　市民の皆さんの日常生活における追加被ばく線量（地
表面から１㍍の高さ）を年間１ミリシーベルト（測定値
毎時0.23マイクロシーベルト）未満にすることを目指し
ます。
２　除染実施計画の期間
　平成24年４月から着手し、平成26年３月までを目指し
ます。なお、除染の効果や進捗状況を踏まえ、適宜期間
の見直しを行います。
３　除染実施計画の対象となる区域
　除染の対象は、文部科学省が実施した航空機モニタリ
ング結果および市のモニタリング詳細調査の結果から算
定し、年間１ミリシーベルト（測定値毎時0.23マイクロ
シーベルト）以上の地域とします。
４　除染の優先順位と実施者、実施区域
　除染の優先順位は、次の表の通りとします。また、除
染対象ごとに、次の実施者が行うものとします。
優先
順位 除染対象 実施者

１ 保育園、幼稚園、小中学校、高校など 市・県

２
通学路の側溝など（※） 市・県・国

自治会（※）
公園 市
公共施設など（※） 市・県・国

３

民有地（住宅） 所有者（自治会
※）、市

商業施設、工場、集合住宅など
所有者・市農地、牧草地

生活圏隣接の森林
※「公共施設など」「通学路の側溝など」は、具体的に除染す
る対象を、今後、国・県などと相談し定めることとします。
また、「自治会」による除染活動に対して、国が認める範
囲内で資材などの支援を行います。

５　除染のスケジュール
　当市は、長期的に追加被ばく線量が年間１ミリシーベ
ルト未満になるように除染を進めますが、当面、平成26
年３月末までを第１期として除染に取り組みます。個々
の施設の除染は、詳細な実施計画を作成し、作業期間を
決めた上で除染を行います。
　なお、平成26年３月の前に、除染の進捗状況を確認し、
必要な場合は平成26年４月以降の除染の計画やスケ
ジュールを見直します。
６　除染に伴い発生した土壌などの処理
　除染に伴って発生する土壌を保管するための仮置き場
の設置を検討しておりますが、地域住民の皆さんの理解
を得ることが前提となります。除染を早期に推進するた
め、土壌などは現場保管をします。子どもたちや市民の
皆さんに影響を及ぼさないよう適切に管理します。
７　その他
（１）住民説明会の開催
　除染を迅速に実施するために、地区ごとに説明会を開
催していきます。
（２）除染結果の公表
　除染後の結果について広報やホームペ－ジを通して、
市民の皆さんにお知らせします。
（３）継続的なモニタリングの実施
　除染後も引き続きモニタリングを実施していきます。
（４）市民の皆さんとの協働による除染活動の推進
　除染の区域は広範囲に及ぶことから、市民の皆さんと
の協働でスピード感をもって進めていきます。
（５）計画の見直しなど
　除染の効果を見極めながら、適宜計画の見直しを行い
ます。

石中学校と越河小学校に
モニタリングポストが設置されました

　宮城県と文部科学省は、
放射性物質の影響を監視強
化するため、白石中学校と
越河小学校の敷地内に可搬
型モニタリングポストを設
置しました。測定値は、「放
射能情報サイトみやぎ」で
ご覧いただけます。

白

地域の総力を挙げて 放射能対策

放射能対策は除染だけではありません。放射性物質の正しい知識の普及や食
品の検査などを包括的に行いながら、市民の皆さんの不安解消に努めます。

正しい知識の普及・啓発【広報・広聴の充実】
・放射能に対する取り組み状況の発信
・各種相談などの実施
・市内放射線量の測定結果などの情報提供
安全・安心への対応
・「食品等放射能測定システム」による食品などの検査
・放射線測定器の貸し出し

損害賠償への対応
・賠償にかかる情報収集や国への要望活動
　（被害への早期対応を求める）
・東京電力への損害賠償請求

～未来を担う子どもたちのために～
放射線量低減への対応
・除染実施計画により行政が取り組む除染
　（保育園・幼稚園・児童館・小中学校を優先）
・市民などによる環境美化活動
　（比較的線量が高い場所の清掃）

白石市の放射能対策（略図）

市
民
の
不
安
の
解
消

震災復興計画
《基本理念》
市民が共に支え合いながら、生きる力を育み、ふる
さと白石に誇りをもてるまち

⬆

・美しい自然を受け継ぎ、
　　　　　　　安全で快適に過ごせるまちづくり
・風評被害に負けず、復興に向けて邁進

がんばっぺ白石

除染方針
《目的》
　原発事故前の安全・安心な生活環境を一刻も早く
取り戻すため、市が主体となり市民や企業との協働
により、放射性物質による追加被ばく線量を低減さ
せる。

地域の総力を挙げて

放射能対策室（旧勤労青少年ホーム内）
☎25-3720　taisaku@city.shiroishi.miyagi.jp

▲越河公民館で開催した「除染に関する住民説明会」（３月22日）

学
校
な
ど
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
追
加
被
ば
く
線
量
を
低
減
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
住
民
説
明
会
」
を
開
催

　

市
は
３
月
22
日
、
越
河
公
民
館
を
皮

切
り
に「
除
染
に
関
す
る
住
民
説
明
会
」

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
越
河
公
民

館
に
は
約
１
５
０
人
が
集
ま
り
、
放
射

能
対
策
室
の
職
員
が
説
明
す
る
除
染
実

施
計
画
（
案
）
に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
仮
置
き

場
の
選
定
方
法
な
ど
詳
し
い
説
明
を
求

め
る
声
や
「
除
染
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
が

遅
い
」
と
い
っ
た
厳
し
い
声
、「
除
染

を
実
施
す
る
と
き
は
砂
ぼ
こ
り
が
飛
ば

な
い
よ
う
子
ど
も
へ
の
配
慮
を
お
願
い

し
た
い
」「
水
田
へ
の
影
響
が
心
配
」

な
ど
、
子
ど
も
の
健
康
や
農
業
へ
の
影

響
を
心
配
す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

３
月
14
日
と
21
日
に
は
、
東
京
電
力

社
員
を
市
役
所
に
召
喚
し
、
監
視
測
定

や
除
染
処
理
の
対
応
、
損
害
賠
償
な
ど

の
考
え
方
を
協
議
し
ま
し
た
。
風
間
市

長
は
、「
補
償
や
対
応
を
県
境
で
差
を

付
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
福
島
県
と
同

等
と
す
べ
き
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
４
月
か
ら
、
市
内
で
も
線
量

の
高
い
越
河
地
区
よ
り
除
染
を
始
め
ま

す
。
ま
た
、
食
品
の
検
査
な
ど
も
強
化

し
、
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
を
一
刻

も
早
く
取
り
戻
す
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

放
射
能
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
除
染
実
施
計
画
（
案
）」
を
作
成

　

市
は
２
月
20
日
、
国
や
県
と
協
議
を

進
め
な
が
ら
除
染
の
指
針
と
な
る
「
白

石
市
除
染
方
針
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
方
針
を
基
に
３
月
下
旬
、「
白
石

市
除
染
実
施
計
画
（
案
）〈
第
１
版
〉」

を
策
定
。年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト（
測

定
値
毎
時
０
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル

ト
）
以
上
の
地
域
を
除
染
対
象
と
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
中
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３
月
５
日
、
震
災
復
興
支
援
国
際

交
流
演
奏
会 

〈
Ｆ
・
リ
ス
ト
２
０
０

年
の
祈
り
〉 （
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ

た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
・
作
曲
家
で
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・

リ
ス
ト
（
１
８
１
１
年
〜
１
８
８
６

年
）
は
、
27
歳
の
時
、
ド
ナ
ウ
川
流

域
を
襲
っ
た
洪
水
災
害
に
際
し
て
被

災
者
支
援
の
た
め
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
多
大
な
寄

付
を
行
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た

２
０
１
１
年
は
リ
ス
ト
生
誕
か
ら
ち

ょ
う
ど
２
０
０
年
。
リ
ス
ト
の
遺
徳

を
受
け
継
い
だ
世
界
的
音
楽
家
た
ち

が
京
都
や
パ
リ
、
ウ
イ
ー
ン
な
ど
世

界
各
地
で
復
興
支
援
の
た
め
の
演
奏

会
を
実
施
す
る
中
、
本
市
で
も
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

会
場
に
は
大
雪
の
中
、
５
０
０
人

を
超
え
る
方
々
が
来
場
。
演
奏
会
の

実
行
委
員
長
で
あ
る
西
川
浩
樹
さ
ん

は
、「
復
興
の
力
と
な
れ
る
よ
う
に
、

国
内
外
の
皆
さ
ま
の
力
を
お
借
り
し

て
世
界
各
地
で
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
白
石
で
も
開
催
で
き
る
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
す
ば
ら

し
い
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」

東北の人々に音楽の力を届けるため、
世界的に活躍する音楽家たちが白石市に集う！

－震災復興支援国際交流演奏会〈Ｆ・リスト200年の祈り〉－

白石市民吹奏楽団
大
おおむら

村　里
さと

子
こ

さん（大河原町）
　上手に吹くためのコツなど、子どもた
ちに教えるときの参考になりました。今
日の指導を早速実践したいと思います。

と
あ
い
さ
つ
。続
い
て
風
間
市
長
は
、

「
行
政
で
は
な
か
な
か
補
う
こ
と
の

で
き
な
い
心
の
傷
を
、
す
ば
ら
し
い

演
奏
を
聴
い
て
癒
や
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
縁
を
い
た
だ
い
た
実
行
委
員
の

皆
さ
ま
に
感
謝
し
ま
す
」
と
御
礼
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

こ
の
日
の
演
奏
会
に
は
、
現
在
の

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
界
の
第
一
人
者
で
あ

る
ア
ラ
ン
・
ダ
ミ
ア
ン
さ
ん
が
フ
ラ

ン
ス
か
ら
駆
け
付
け
た
ほ
か
、
世
界

で
活
躍
す
る
演
奏
家
が
「
音
楽
の
力

を
被
災
地
に
届
け
た
い
」
と
集
結
。

次
々
と
奏
で
ら
れ
る
珠
玉
の
音
色

に
、
演
奏
終
了
後
、
会
場
か
ら
惜
し

み
な
い
拍
手
が
鳴
り
響
い
た
。

　

ま
た
、演
奏
会
当
日
の
午
前
に
は
、

ア
ラ
ン
・
ダ
ミ
ア
ン
さ
ん
に
よ
る
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏
指
導
も
行
わ

れ
、
白
石
市
民
吹
奏
楽
団
の
団
員
が

参
加
し
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

音
楽
は
、
人
々
の
心
に
安
ら
ぎ
だ

け
で
な
く
、
前
に
一
歩
踏
み
出
す
勇

気
を
与
え
て
く
れ
る
力
が
あ
る
。
こ

の
日
の
音
色
は
、
白
石
の
み
な
ら
ず

宮
城
、東
北
に
力
を
与
え
て
く
れ
た
。

震
災
か
ら
1
年
を
経
過
し
て
も
な

お
、
世
界
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
支

援
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
た
い
。

音
楽
の
力
を
届
け
た
い

　

演
奏
会
と
同
日
、
京
都
・

大
徳
寺
別
院
、
徳
禅
寺
の

橘た
ち
ば
な

宗そ
う

義ぎ

住
職
を
迎
え
、
東

日
本
大
震
災
の
犠
牲
者
の
冥

福
を
祈
る
「
震
災
供
養
大
茶

会
」
が
傑
山
寺
本
堂
で
行
わ

れ
た
。
傑
山
寺
の
麻あ

生そ
う

大た
い

俊し
ゅ
ん

住
職
と
白
石
刈
田
仏
教
会

（
疋ひ
き

田た

正し
ょ
う

應お
う

会
長
）
の
僧
侶

12
人
の
読
経
に
合
わ
せ
、
法

要
に
訪
れ
た
約
80
人
の
参
加

者
が
犠
牲
者
を
供
養
し
た
。

　

橘
住
職
は
「
２
０
１
１
年

を
表
す
漢
字
が
『
絆
』
と
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

が
絆
を
深
め
合
っ
て
支
援
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
引

き
続
き
行
わ
れ
た
茶
会
で

は
、
約
５
０
０
人
の
参
加
者

が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
な

が
ら
お
茶
を
味
わ
っ
た
。

　

大
徳
寺
は
千
利
休
の
菩
提

寺
で
、
碧
水
園
の
茶
室
は
大

徳
寺
の
立た
ち
ば
な花
大だ
い

亀き

老
師
に
よ

っ
て
名
付
け
ら
れ
た
。

東日本大震災の犠牲者の冥福を祈って　　傑山寺で「震災供養大茶会」

白石市民吹奏楽団
秦
はた

　俊
とし

夫
お

さん（柴田町）
　片足で立って吹く練習法には驚きまし
たが、リラックスして吹くことの大切さ
をあらためて感じることができました。

世界から白石市に寄贈された作品（右から、彫刻家アンドレア・ロマ
ンゾさんによるピアノの彫刻、画家オデット・ルセルフさんによる中
国の墨を使ったデッサンと13歳の日系少女画家カーヤ・バランさんが
デザインしたカードケース、画家スザンナ・ナジーさんによるリスト
肖像画版画）

（左上）フランツ・リストの「ラ・カンパネラ」（パガニーニ作曲）
を弾く近藤由貴さん　（右上）アラム・ハチャトゥリアンの「トリオ」。
クラリネット・ヴァイオリン・ピアノのアンサンブルがキューブコ
ンサートホールに響き渡る

（上）白石での開催に尽
力された実行委員長の
西川浩樹さん
（左）演奏終了後、観客
から花束を受け取るア
ラン・ダミアンさん

演
奏
会
当
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

熱
心
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
演
奏

指
導
を
す
る
ア
ラ
ン
・
ダ
ミ
ア

ン
さ
ん

演奏会は、べーラ・バルトークの「コントラスト」でスタート。アラン・
ダミアンさんのクラリネットと矢野玲子さんのヴァイオリン、近藤由
貴さんのピアノが一体となって、音楽の世界に観客を引き込んだ

１_犠牲者の冥福を祈りながらお茶を
味わう参加者　２_碧水園を通して白
石と縁のある橘宗義住職　３_橘住職
が書かれた書「 雲翔龍」

雲翔龍（いつうんしょうりゅう）
「 雲」とは「めでたい雲」という意味。中国の文学者・左

さ し

思は魏・呉・蜀を
題材にした書物「三都賦

ふ

」の中で、仁政が布かれ徳治が行われると 雲や翔龍
といった瑞祥（めでたいことが起こる前兆）が現れると書いている。橘住職は、
雲や翔龍といった瑞祥が出現する世の中になるよう祈念して書かれた。

－クラリネット演奏指導に参加して－

♪♪

演奏会の最後に演奏されたオリビエ・メシアンの「鳥たちの深淵」。
静寂の中、アラン・ダミアンさんの奏でる音色が心に響いた

演奏終了後、会場から演奏者の方に惜しみない拍手が鳴り響いた
右から、実行委員長の西

にしかわ

川浩
こう

樹
き

さん、アラン・ダミアンさん（クラリネット）、綱
つな

場
ば

千
ち

晶
あき

さん（クラリネット）、佐
さ く ま

久間晃
あき

子
こ

さん（ピアノ）、
近
こんどう

藤由
ゆ き

貴さん（ピアノ）、矢
や の

野玲
りょう

子
こ

さん（ヴァイオリン）
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開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

4月21日（土） あしたば丘の音楽会 入場無料
（整理券必要）

あしたば白石
☎25-5095あしたば白石13:30開演

4月15日（日） 春季消防演習 無　料 生活環境課
☎22-1314

白石川緑地公園
（雨天時は白石第一
小学校）　　　　

8:30～
12:00　

37ページ
掲載

4月29日（祝） 第9回春の検断屋敷まつり 無　料 小原公民館
☎29-2031小原検断屋敷10:30～ 29ページ

掲載

白石城大手門前5月 3日（祝）
～5日（祝） 日本サクラソウ展 見学無料 白石城管理事務所

☎24-3030
9:00～
16:00　

ホワイトキューブ5月 3日（祝）
～5日（祝）

第54回全日本こけしコンクール
第19回白石市地場産品まつり 入場無料 商工観光課

☎22-1321
9:00～
17:00　

21～23ページ
掲載

5月 3日（祝） 白石市民春まつり 
（パレード開始は11:00～） 無　料 商工観光課

☎22-1321市内中心部10:00～ 20ページ
掲載

5月 3日（祝） 白石市民春まつり 
「片倉鉄砲隊火縄銃演武」 観覧無料 企画情報課

☎22-1324白石城本丸13:30～
（小雨決行）

20ページ
掲載

白石城本丸
益岡公園

4月 7日（土）
～30日（祝）

白石城さくらまつり
（夜は桜のライトアップとぼんぼりの
点灯を行います）

－ 商工観光課
☎22-1321～21:00　 20ページ

掲載

水芭蕉・
どうだんの森

（福岡深谷字白萩山）

4月上旬　　
～4月下旬 水芭蕉の見ごろ － 商工観光課

☎22-1321－ 21ページ
掲載

水芭蕉・
どうだんの森

（福岡深谷字白萩山）
4月 6日（金） 水芭蕉の森・どうだんの森

開園式 － 商工観光課
☎22-132110:00～ 21ページ

掲載

Event InformationEvent Information

市内イベント掲示板 （４月１日～５月６日）〈　　＝花火打ち上げ〉

－Monthly Consultation－

相談種別 日　　時 会場・問い合わせ先
いじめ相談
（アイライン）

i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています（毎週月～金 8:30～16:30）。 いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

家庭児童相談 毎週月～金　8:30～16:00 総合福祉センター　☎22-1400

高齢者総合相談
（事前連絡必要） 毎週月～金　8:30 ～ 17:15

①地域包括支援センター（福祉センター内）　☎22-1466
②在宅介護支援センター茶園　 ☎25-9955
③在宅介護支援センター八宮　 ☎24-5222

青少年相談 毎週月･火･木･金　8:30～16:30 市役所４階 青少年相談センター ☎22-1342（内線445）
消費生活相談 毎週月･水･金　9:00～16:00 消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

DV・セクハラ相談
（事前連絡必要）

毎週月･水･金　9:00～17:00
※電話相談も実施しています。

男女共同参画相談支援センター
（ふれあいプラザ内）　☎22-6035

※５月のこころの相談・もの忘れ相談は33ページに掲載しています。

相談種別 日　　時 会　　場 電　　話
人権擁護 ４月16日（月） 10:00～15:00 市役所２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314
行　　 政 ４月16日（月） 10:00～15:00 市役所２階　第２会議室 生活環境課　☎22-1314
無料法律 ４月16日（月） 10:00～15:00 市役所３階　第３会議室 生活環境課　☎22-1314
農　　 家 ４月10日（火） 10:00～12:00 農林振興センター 農業委員会　☎22-1256
こころの相談
もの忘れ

４月 4日（水） 13:00～15:00 健康センター（要予約） 健康推進課　☎22-1362

障 害 者 ４月11日（水）・25日（水） 13:00～15:00 市役所１階　東側和室 福祉事務所　☎22-1400
補聴器巡回
サ ー ビ ス

・リオン： ４月５日（木）・20日（金）
・ブルーム（旧ワイデックス）： ４月24日（火）

13:00～14:00 市役所１階　東側和室 福祉事務所　☎22-1400

４月の定例相談

平成24年度「あしたば白石」

韓 国 語 入 門
土曜日　19:00 ～ 20:30　15人

K-POPや韓国ドラマの好きな方、韓国旅行
へ行ってみたい方、楽しくハングルを学べる
チャンスです！　高校生以上
①李

い
　明

みょん
照
じょ
先生　②2,000円（春・秋講座全

回分）　③筆記用具、テキスト代（2,000円）　
④ 5/12・5/19・6/9・6/23・7/7・7/21・
9/1・9/8・9/29・10/6・10/27・11/10
（全12回）

【受付時間】 8:30～ 17:15
申し込み・お問い合わせは、電話または窓口で
☎２５－５０９５・２５－６５９３
※受付初日は、電話がつながりにくい場合がありますのでご了承ください。

春の講座
受講生募集！　【受付期間】4月10日（火）～25日（水）

レッツ！ トライ  English（初級）
木曜日　19:00 ～ 20:30　10人

ヒアリングを学習しながら、あいさつ、自己紹
介、道案内、買い物時の会話などを学習します。
英会話に慣れていない方対象　高校生以上
①ジョゼ・ファロンバ先生　②2,000円（春・
秋講座全回分）　③筆記用具　
④5/17・ 5/31・ 6/14・ 6/28・ 7/12・ 7/26・
9/13・9/27・10/11・10/25・11/8・11/22
（全12回）

ギター・アンサンブル
金曜日　19:00 ～ 20:30　12人

基礎をおさらいして、楽しくアンサンブルを
奏でましょう。高校生以上
①佐

さ
藤
とう
　正

まさたか
隆先生　②2,000円（春・秋講座

全回分）　③ギター、筆記用具、テキスト代
（1,500円）
④ 5/11・6/1・6/8・6/22・7/13・7/27・
8/10・8/24・9/14・9/28・10/5・10/12
（全12回）

郷  土  民  謡
火曜日　19:00 ～ 21:00　10人

発声から練習する初心者向けです。さんさ時
雨、斉太郎節、米節など。
①半

はんざわ
沢　正

まさ
司
し
先生　②2,000円（春・秋講座全

回分）　③筆記用具　
④ 5/15・5/29・6/12・6/26・7/10・ 7/24・
8/7・8/21・9/4・9/18・10/2・10/16
（全12回）

歩きを洗練「コア・ウォーク」
火曜日　19:00 ～ 20:30　20人

充分なストレッチでリンパの流れと代謝を改善。
音楽に合わせ楽しくウォーキングエクササイズ！
①八

や
巻
まき
奈
な み こ
美子先生　②1,000円（春講座全回分）

③運動靴、タオル２枚、動きやすい服装、
水分
④5/22・5/29・6/12・6/26・7/10・7/24
（全６回）

初めての「オカリナ」
土曜日　10:00 ～ 11:30　10人

純粋でやさしい音色のオカリナ。癒やしのア
ンサンブルを奏でましょう。
①平

ひら
間
ま
　翔

しょう
子
こ
先生　②2,000円（春・秋講座全

回分）　③オカリナ（購入のお手伝いをしま
す）、筆記用具
④ 5/19・6/2・ 6/16・ 6/30・ 7/7・ 7/21・
8/4・8/25・9/8・9/29・10/6・10/13
（全12回）

古典文学「平家物語」
木曜日　10:00 ～ 12:00　20人

今年のＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」の原点と
なった「平家物語」を声に出して読んでみよ
う。講師のユニークな解説も魅力です。
①後

ご
藤
とう
　昭

あきのぶ
信先生　②1,000円（春講座全回

分）　③筆記用具
④5/17・5/31・6/14・6/28・7/12・7/26
（全６回）

園芸講座「小品盆栽」
木曜日　10:00 ～ 12:00　10人

ヨーロッパで大ブーム。日本の伝統文化を基
礎から学びましょう。五葉松を素材に自然と
樹形を学びます。
①髙

たかはし

橋　惠
けい

二
じ

先生　②1,000円（春講座全回分）
③素材代（2,000円）、剪定ばさみ、新聞紙２枚
④ 5/24・6/21・7/19・9/20・10/25・11/15
（全６回）

料理講座「家ごはん」
らくらくアイデアメニュー

火曜日　9:30 ～ 12:00　20人
レパートリーが広がるアイデアのコツを楽
しく学びましょう。５月筍

たけのこ

づくしの総菜・
エビチリ、春色サラダ、６月梅料理ほか
①小

こ

室
むろ

　照
てる

枝
え

先生　②3,000円（材料代を含む
春講座全回分）
③タッパー、ふきん２枚・エプロン・三角巾

きん

④ 5/22・6/26・7/24（全３回）

実 用 ペ ン 字
月曜日　13:30 ～ 15:00　15人

長年のくせ字を生かしつつ、バランスのとれ
た美しい文字に見えるコツを学びます。最後
は筆ペンでのし袋に作品を仕上げます。
①佐

さ く ま
久間玉

ぎょく
流
りゅう
先生　② 1,000円（春講座全回

分）　③下敷き代（200円）・2B鉛筆・ボール
ペン（初回）
④ 5/14・5/28・6/11・6/25・7/9・7/23
（全６回）

初めての「布小物」
金曜日　9:30 ～ 11:30　10人

自分で使うお気に入りを作ってみよう！
「デジカメケース」「ファスナー付小銭入れ」
「ハワイアンパッチワークのトートバック
（A4）」。すべて手縫いです。
①平

ひら
間
ま
あけみ先生　②1,000円（春講座全回分）

③材料代（3,400円・３作品分キット）、裁縫
セット、2B鉛筆、定規
④ 5/25・6/1・ 6/15・ 6/29・ 7/6・ 7/20
（全６回）

歩いて学ぶ「ウォーキング」
金曜日　10:00 ～ 12:00　20人

健康第一！　正しいウォーキングを歩きなが
ら学びましょう！　初回は座学、２回目以降
は市内のコース３キロ～ 10キロを歩きます。
①宮城県ウォーキング協会　②1,000円（春講
座全回分）　③筆記用具（初回）
④5/18・6/8・7/13・9/14・10/5・11/9
（全６回）

※「昼の講座」は、月～金曜日午前の開
催講座のみ無料で託児を行います（歩
いて学ぶウォーキングを除く）。

　１歳～小学３年生までのお子さんで、
事前に申し込みが必要です。

■「あしたば白石」の開館日時
●開館日時　月～土曜日　9:00～21:00
●休館日　日曜日・祝日・年末年始（12
月29日～１月３日）

女性限定　ピラティス
　　水曜日　19:30 ～ 20:30　20人

ゆっくりとした動きと呼吸法でゆがみを改善
しながら、代謝の良い身体に！　下腹、おし
り、二の腕に効果あり。
①佐

さ
藤
とう
　順

じゅん
子
こ
先生　②1,000円（春講座全回分）

③タオル、動きやすい服装、水分
④ 5/16・5/30・6/6・6/20・7/4・7/18
（全６回）

らくらくストレッチ＆骨盤調整
月曜日　10:30 ～ 11:45　20人

呼吸法やツボを刺激し、内臓に働きかける経
路をストレッチします。タイ式ヨガで骨盤を
調整し、血液循環をよくします。
①佐

さ さ き

々木恵
え み こ

美子先生　②1,000円（春講座全回分）
③動きやすい服装、水分
④5/21・ 5/28・ 6/11・6/25・ 7/9・ 7/23
（全６回）

①講師、②参加費、③持ち物、④開催日（回数）夜　の　部

①講師、②参加費、③持ち物、④開催日（回数）昼　の　部
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わが家の
アイドル

チビッコ美術館

小澤 知佳ちゃん・智弥くんお　ざわ　  ち    
 か　　　　　 とも

　や

一
かずなり

成さん、夕
ゆ き こ

希子さんご夫婦の長
女・長男（鷹巣）

「すいすい泳ぐペンギン」

※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（☎22-1331）へ

谷
や つ

津　恒
こうめい

明くん
（斎川小・４年）

■東日本大震災に係る寄付金の受付窓口（市が行う住宅災害復旧等補助金などの財源として活用させていただきます）
　白石市災害対策本部（シロイシシサイガイタイサクホンブ）七十七銀行白石支店（普）5527210
■白石城の復興に目的を特定した寄付金の受付窓口（白石城復旧の財源として活用させていただきます）
　①七十七銀行白石支店（ 普） 5530091、②仙台銀行白石支店（普）4597461、③仙南信用金庫本店（普） 0703597、
　④東北労働金庫白石支店（普） 6361895、⑤みやぎ仙南農業協同組合白石支店（普） 0016027
　　受取人名義は、いずれの金融機関も白石城復興寄附金（シロイシジョウフッコウキフキン）

★
職
場
を
や
め
た
と
き
は
、
退
職
し
た
こ
と
が
分
か
る
証
明
を
お
持
ち
の
上
、
市
民
課
で
「
国
民
年
金
」「
国
民
健
康
保
険
」
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※今月の定例相談は 48ページに掲載しています。

「地デジ相談会」を開催しています
◇日時　４月の毎週月曜日と火曜日　9:30 ～ 16:30
　　　　　【２日･３日･９日･10日･16日･17日･23日･24日】
◇場所　市役所１階ロビー 問デジサポ宮城　☎ 022-745-1500

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@mpx.wagmap.jp」あてに空メール
を送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの
方は、右のバーコードをご利用ください。

ママからひとこと
智弥は今月幼稚園に、
知佳も日々活発になり、
ママはうれしい限りです

パパからひとこと
これからも

きょうだい仲良くね

月４日、すまｉる大使の山崎バニラさんが市役所を訪れ、
２月 24 日に全労済ホール（東京都）で開催された活弁ライ

ブと、会場ロビーで同時開催した白石物産展の利益の一部など、
寄付金 10 万円を風間市長に手渡しました。
　東日本大震災後は、ブログなどで本市の生活関連情報を発信し
たり、白石のイベントに駆け付けたりするなど白石の復興を支援。
また、各地のイベントや雑誌の取材の中で、首都圏であまり報道
されていない内陸部の震災被害の状況を伝え続けています。
　バニラさんは「震災から間もなく１年になり、『忘れていないよ』
というみんなの気持ちを伝えたくて、その想いを届けに来ました」
と話し、風間市長は「震災後、白石の状況をさまざまな手段で発
信するとともに、経済活動を支援していただき感謝しています」
と感謝の言葉を述べました。
　バニラさんは、５月３日に開催される「市民春まつり」で、お
姫さま役として出演が決定。これからも白石に笑顔と元気を届け、
白石の名が全国に響き渡るよう活動してくださる予定です。

これからも「ふるさと白石」を応援し続けたい
すまｉる大使の山崎バニラさんが活弁ライブや白石物産展の利益を寄付

▲風間市長に寄付金を手渡す山崎バニラさん。市民春まつり
　が今から待ち遠しいです

火事が起きませんように　元気な声で「火の用心」
越河保育園の園児が地域を巡回

月７日、春の火災予防運動（３月１日～７日）に合わせて、越
河保育園の園児 17 人が地域を巡回して「火の用心」を呼び掛け

ました。出発式で白石消防署の八
や

島
しま

正
まさ

寛
ひろ

署長は、「空気が乾燥して火事
が起こりやすい季節。火遊びは絶対にしないように」と注意を呼び掛け、
園児たちは「火遊びはしません」「お父さん、お母さん、先生の教えを
守ります」「礼儀正しい素直な子どもになります」と「防火の誓い」を
元気に発表しました。出発式後、消防団の皆さんと一緒に、法被を着
て拍子木を打ちながら巡回すると、沿道から声援が送られました。

３

３

●山崎バニラさんブログ「バニラ日記」ＵＲＬ
　http://blog.vanillaquest.jp/

再
生
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す
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